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日本産サメ類に寄生するヨシキリジラミ属カイアシ類* 
A note on the copepods of the genus Echthrogaleus (Siphonostomatoida: Pandaridae) 

parasitic on Japanese sharks 
 

長澤和也（広島大学大学院生物圏科学研究科） 
Kazuya Nagasawa (Graduate School of Biosphere Science, Hiroshima University) 

 
 

Abstract 

    Four species of copepods of the pandarid genus Echthrogaleus have so far been reported from sharks in Japan: E. 

coleopterus, E. denticulatus, E. asiaticus, and E. mistukurinae. This note reviews various aspects of the biology of these 

species, including their taxonomy, morphology, known hosts, and geographical distribution.  

 
はじめに 

カイアシ類は日本産板鰓類に頻繁に見られる寄生虫の一群である。筆者がこれまでに本誌で紹介したカ

イアシ類は 7種で，それらはサメハナヤドリDriocephalus cerebrinoxius（長澤・山口, 2006），ハナガタムシ

Anthosoma crassum（長澤, 2012），メガマウスザメジラミDinemoleus indeprensus（長澤, 2009），ジンベエザ

メエラジラミ Prosaetes rhinodontis（長澤ほか, 2013），サメジラミ Pandarus satyrus，シイノサメジラミ

Pandarus cranchii，イザワサメジラミPandarus smithii（長澤, 2014）である。後 5種はいずれもサメジラミ

科に属する。本報では，同じくサメジラミ科に属するヨシキリジラミ属カイアシ類を紹介する。 

 

分類学的位置 

わが国のサメ類に寄生するヨシキリジラミ属カイアシ類は 4 種が知られる。それらの分類学的位置は，

以下のように示される（Walter and Boxshall, 2008）。 

甲殻亜門 Subphylum Crustacea Brünnich, 1772 

カイアシ亜綱 Subclass Copepoda Milne Edwards, 1830 

管口目（シフォノストマ目）Order Siphonostomatoida Burmeister, 1835 

サメジラミ科 Family Pandaridae Mile Edwards, 1840 

ヨシキリジラミ属Genus Echthrogaleus Steenstrup and Lütken, 1861 

ヨシキリジラミEchthrogaleus coleoptratus (Guérin-Méneville, 1837) 

ヨシキリジラミモドキ（新称）Echthrogaleus denticulatus Smith, 1873 

トウヨウサメジラミ（新称）Echthrogaleus asiaticus Ho, Liu and Lin, 2012 

ミツクリザメジラミ（新称）Echthrogaleus mitsukurinae Izawa, 2012 

ヨシキリジラミ属の和名は，椎野（1964: 125）の記述（「ヨシキリジラミEchthrogaleus」）に基づく。本

属に含まれる日本産 4種のうち，「ヨシキリジラミ」の和名は丸川（1927）に従う。「ヨシキリジラミモド

キ」の新称は当該種がヨシキリジラミに似ることに因る。また新称「トウヨウサメジラミ」中の「トウヨ

ウ」は「東洋」であり，これは当該種が日本と台湾から記録されていることに因む。「ミツクリザメジラミ」

の新称は宿主名に由来する。 

 

*日本産軟骨魚類の寄生虫に関するノート–10．Notes on the parasites of chondrichthyans in Japan – 10.  
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ヨシキリジラミ Echthrogaleus coleoptratus (Guérin-Méneville, 1837) 

	 わが国では，丸川久俊博士（丸川, 1927）が『日本動物圖鑑』で本種を「ヨシキリジラミ」として解説し

たのが最初で，形態の記載も伴った（下記参照）。本種はその後，太平洋産ヨシキリザメから得られた標本

に基づいて，山口左仲博士が形態を記載した（Yamaguti, 1936）。また，椎野季雄博士は三重県尾鷲市の魚

市場に水揚げされたアオザメから本種を採集し，形態を詳細に記載した（Shiino, 1954）。同博士は，宮城

県気仙沼港に水揚げされたネズミザメとヨシキリザメからも本種を採集した（Shiino, 1957）。近年では，

愛知県渥美半島沖と和歌山県紀伊勝浦町の魚市場で得たヨシキリザメおよび三重県尾鷲市九鬼町で水揚げ

されたヒラガシラからの標本を用いて，伊澤邦彦博士が本種の形態を記載した（Izawa, 2010）。これらの報

文ではいずれも雌成体が報告されたが，Izawa（2010）では雌コペポディド 5期も記載された。 

丸川（1927）による本種の解説は，その後に出版された『改訂增補 日本動物圖鑑』でも繰り返し使わ

れた（例えば丸川, 1947）。本種は丸川（1927）では「ウオジラミ科」，丸川（1947）では「パンダルス科」

に入れられた。 

	 日本で本種の最初の報告である丸川（1927）は入手が難しい。そこで，今後の研究者への便を図るため，

ここに再録しておく（片仮名は平仮名に変更した）：「體は大にして體長は 11–13粍，黄褐色を帯び，前體

部は濃褐色を加え，背面觀に於て頭胸部・胸部・腹部の三に分つことを得，皮殻は厚し，頭胸部は扁平に

して圓形，胸部背殻は後方に廣大して翼状をなし，長楯圓形をなす腹部背殻の前部を覆い，其表面には白

色の小點を撒在す，第 1触角は小にして 2節し，各節の末部には棘を備う，就中，第 1節には大小の鈎状

棘あり，第 1–第 4脚は内外両葉を有し，第 1–第 3脚の両葉は共に 2節し，第 4脚は単節なり，卵嚢は甚だ

細長にして體長の三四倍あり。欧露巴・北米東西両岸・南部亜弗利加沿岸沿海に産し鮫類に寄生するを以

て知らる，我國にてはヨシキリザメの體面に多く寄生す。雄は體形普通のウオジラミに似て體形小なり」。

下に Shiino（1954）と Izawa（2010）による本種の記載を要約するが，それと比べても丸川（1927）の記載

は正確である。 

雌の形態（図 1A）：体長は 10.31–11.11（平均 10.61）mm，体幅は 4.24–5.07（平均 4.64）mm（Izawa, 2010）。

体色は鈍い灰黄色で，背面のほうが暗い。頭胸甲と第 4胸節背板は栗色がかった茶色，生殖節は暗灰色を

呈する。頭胸甲はほぼ円形，側葉縁は丸く，後端は背板に届かない。頭胸甲後縁は僅かに突出。第 2胸節

側葉は正方形，第 3胸節側葉は短い。第 4胸節背板は著しく大きく，生殖節の前半分を覆う。生殖節は頭

胸甲長より長く，後方で二叉し，その先端は丸い。腹部は 6角形で生殖節腹面にある（Shiino, 1954）。各

尾叉後縁に 6刺毛を有する（Izawa, 2010）。 

宿主と寄生部位：ヨシキリザメ，アオザメ，ネズミザメ，ヒラガシラの体表（時に口腔底）（Yamaguti, 1936；

Shiino, 1954, 1957；Izawa, 2010）。 

地理的分布：本種は，日本近海の太平洋（Yamaguti, 1936；Shiino, 1954, 1957；Izawa, 2010）と韓国沖（Kim, 

1998），台湾沖（Ho et al., 2012）のほか，大洋（北太平洋，北大西洋，インド洋）に広く分布する（Cressey, 

1967）。 
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図1. ヨシキリジラミ雌成体（A–B）とヨシキリジラミモドキ雌成体（C–D）（A–BはYamaguti, 1936；C–DはShiino, 1954か
ら引用）．AとC，全体背面図；B，腹部，尾叉，腹面図；D，生殖節，腹部，尾叉，腹面図．スケールバー：AとC，2 mm；
BとD，1 mm. 

Fig. 1. Ovigerous females of Echthrogaleus coleoptratus (A–B, from Yamaguti, 1936) and Echthrogaleus denticulatus (C–D, from Shiino, 
1954). A and B, habitus, dorsal view; C, abdomen and caudal rami, ventral view; D, genital segment, abdomen, and caudal rami, ventral 
view. Scale bars: 2 mm in A and C; 1 mm in B and D.   

 

 

 

ヨシキリジラミモドキ（新称）Echthrogaleus denticulatus Smith, 1873 

わが国では，椎野季雄博士が三重県尾鷲市の魚市場に水揚げされたアオザメとヨシキリザメから本種を

採集し，その形態を詳細に記載した（Shiino, 1954）。また，同博士は三重県の尾鷲産ヨシキリザメ，浜島

産シロシュモクザメ，尾鷲産ニタリからも本種を得た（Shiino, 1959）。近年，伊澤邦彦博士は和歌山県紀

伊勝浦町の魚市場のヨシキリザメから本種を採集し形態を報告した（Izawa, 2010）。 

雌の形態（図 1B）：体長は 7.06–7.25 mm，頭胸甲幅は 3.72–4.06 mm（Izawa, 2010）。ヨシキリジラミより

小さい。背面は茶色がかった黄色や薄黄白色。頭胸甲は円形，側葉縁は丸く，後端は背板に届く。頭胸甲

後縁は直線的（Shiino, 1954）。第2胸節側葉は付着肉球と縁膜を有し，第3胸節後縁は左右に伸長する（Izawa, 

2010）。第 4胸節背板は著しく大きく，生殖節のほぼ 2/3を覆う。各背板の前側縁に 1短棘を有する。生殖

節は頭胸甲とほぼ同長でやや細く，背腹方向に厚い（Shiino, 1954）。第 5胸肢後端が生殖節を超える。腹

部は方形で前部がやや幅広く，生殖節腹面にある（Shiino, 1954）。尾叉は細長く生殖節後端を超えること

もある。各尾叉後縁に 6刺毛を有する（Izawa, 2010）。 

宿主と寄生部位：アオザメ，ヨシキリザメ，シロシュモクザメ，ニタリの体表（時に口腔底）（Shiino, 1954, 

1959；Izawa, 2010）。本種はオナガザメ属サメ類に高頻度に見出される（Cressey, 1967）。 

地理的分布：本種は，日本近海の太平洋（Shiino, 1954, 1959；Izawa, 2010）のみでなく，大洋（インド洋，

太平洋，大西洋）に広く分布する（Cressey, 1967）。 

 

 



 –4– 

トウヨウサメジラミ（新称）Echthrogaleus asiaticus Ho, Liu and Lin, 2012 

上記 2種のサメジラミモドキ属カイアシ類は，世界の大洋から広く記録されているのに対して，本種は

その種小名や命名年から分かるように，近年，アジア（台湾）産標本に基づいて新種記載されたものであ

る（Ho et al., 2012）。本種は，Ho and Kim（1996）が北海道椴法華沖の太平洋で漁獲されたホホジロザメか

ら得てEchthrogaleus denticulatusと報告した種と同種であることが分かっている（Ho et al., 2012）。本種を

研究した Ju-shey Ho博士は，現在，カリフォルニア州立大学ロングビーチ校名誉教授。日本産魚類に寄生

するカイアシ類の分類学的研究で大きな業績を残している（Nagasawa et al., 2013）。下に記述する雌の形態

は，Ho and Kim（1996）が示した図（fig. 10）をもとに筆者（長澤）が要約したものである。 

雌の形態：頭胸甲は円形，側葉縁は丸く，後端は背板前縁にほぼ届く。頭胸甲後縁は直線的。第 2胸節側

葉は正方形を呈し，第 3胸節後縁は左右に伸長する。第 4胸節背板は著しく大きく，生殖節の中位に至る。

各背板の前側縁に 1 短棘を有する。生殖節後部は二叉し，後端は丸い。第 5 胸肢後端が生殖節を超える。

腹部は方形で前部がやや幅広い。尾叉は細長く生殖節後端を超える。各尾叉後縁に 6刺毛を有する。日本

産標本のサイズに関する情報はなく，台湾産雌成体の体長は 7.64–8.68（平均 8.02）mm，頭胸甲幅は 3.90–3.98

（3.96）mm（Ho et al., 2012）。 

宿主と寄生部位：ホホジロザメの胸鰭・尾鰭（Ho and Kim, 1996）。台湾ではオナガザメ科の 2種（ニタ

リとハチワレ）が宿主として知られる（Ho et al., 2012）。 

地理的分布：本種は，北海道渡島半島沖（Ho and Kim, 1996）と台湾東岸沖（Ho et al., 2012）の太平洋か

ら知られる。 

 

ミツクリザメジラミ（新称）Echthrogaleus mitsukurinae Izawa, 2012 

本種は，伊澤邦彦博士により東京湾産ミツクリザメから得られた標本に基づいて新種記載された（Izawa, 

2012）。本種に関する報文はこの原記載のみである。宿主のミツクリザメは，千葉県勝浦市沖の東京海谷斜

面，水深 400 mで採集された（Izawa, 2012）。 

雌の形態：体長は 9.46 mm，頭胸甲幅は 4.23 mm。色素を欠く。頭胸甲は中葉と左右の側葉に分かれ，中

葉は丸く，側葉後部は第 3胸節の後端にほぼ届く。第 2胸節と第 3胸節は癒着する。第 4胸節の各背板は

方形で，生殖節の左右前部を覆う。生殖節は頭胸甲から第 3胸節までの長さとほぼ同じで，後部は二叉す

るが体中央部で交差する。腹部は方形で後方に向かって少し細くなる。尾叉長は横幅の約 2倍で，各尾叉

後縁に 5刺毛を有する（Izawa, 2010）。 

宿主と寄生部位：ミツクリザメの体表（Izawa, 2012）。 

地理的分布：本種は東京湾でのみ発見されている（Izawa, 2012）。 
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標本に基づいた日本からのツマグロの記録 
First record of blacktip reef shark, Carcharhinus melanopterus from Japan based on specimen 
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Abstract 

A single specimen (519 mm TL) of Blacktip reef shark, Carcharhinus melanopterus (Quoy and Gaimard, 1824) 

(Carcharhiniformes: Carcharhinidae) was collected from Iriomotejima Island, Okinawa Prefecture, Japan in 2011. All 

previous records of the species from Japan were uncertain because of lacking the voucher specimens. Thus, this is the 

first reliable record of C. melanopterus from Japan based on an actual specimen. This study provides a detailed 

morphological description of the specimen.  

 

はじめに 

ツマグロCarcharhinus melanopterus (Quoy and Gaimard, 1824) はインド洋と西部から中部太平洋の熱帯か

ら亜熱帯水域，そして地中海に分布し，おもに浅海域に出現する小型のメジロザメ科魚類である。本種は

松原 (1955) や益田ほか (1975)，仲谷 (1984, 1997)，青沼ほか (2013) などで日本産魚類に含められたが，

標本に基づいた日本からの確かな記録はないとされている (Yano and Morrissey, 1999; 青沼ほか，2013)。と

くに，Yano and Morrissey (1999) は海外のマグロ延縄で漁獲された本種が日本で水揚げされていたことや，

カマストガリザメC. limbatus (Valenciennes, 1839) の幼魚と色彩が類似するために両者が混同されやすいこ

となどを指摘したうえで，本種はこれまで日本から得られた確かな標本が見つかっておらず，日本に分布

しないことを示唆した。しかし，近年，西表島よりツマグロと同定できるメジロザメ科魚類が 1個体採集

されたので，ここに報告する。 

 

方法 

計測方法はCompagno (1984b, 2001) に従い，両顎歯と脊椎骨の計数はBass et al. (1973) に従った。計測

には主にデジタルノギスを用いて 0.1 mmの精度で，ノギスで測ることができない部位については巻尺を

用いて 1 mmの精度で計測した。脊椎骨数は軟X線写真撮影によって計数した。標本は一度冷凍されたも

のを解凍し，ホルマリン固定前の体色をデジタルカメラで記録した。標本は高知大学理工学部海洋生物学

研究室 (BSKU) に保管されている。 

 

ツマグロ 

Carcharhinus melanopterus (Quoy and Gaimard, 1824) 

（図 1，表 1） 
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図1	 ツマグロCarcharhinus melanopterus (BSKU 50079)，A：生鮮時，B：ホルマリン固定後，C：頭部腹面，D：中央から4
番目（左端）–6番目（右端）の上顎側方歯 

Fig. 1. Blacktip reef shark, Carcharhinus melanopterus (BSKU 50079). A: Fresh condition, B: preserved condition, C: ventral view of head, 
D: Fourth (left) to sixth (right) teeth from symphysis (upper jaw) 

 

A 

B 
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標本：BSKU 50079，519 mm TL，♂，沖縄県八重山郡竹富町西表島白浜，刺網，2011年 10月 12日，

採集者：山川	 武，朝岡	 隆，原田邦生。 

 

記載：計数・計測値は表 1に示した。体は紡錘型で，鰓孔は 5対，背鰭は 2基。第 1背鰭は第 2背鰭

よりも大きく，その始部は胸鰭基底後端よりもわずかに後方，後端は腹鰭始部より前方に位置する。第 2

背鰭始部は臀鰭始部とほぼ同位。第 1背鰭と第 2背鰭の間と尾柄側面に隆起線がない。尾鰭基底背面に体

を横切るくぼみがある。吻は頭部下面に位置し，やや鈍く，腹面からみると吻端は丸い（図 1C）。上顎前

列側方の歯は斜めに傾き，片側の基底にやや粗い鋸歯をもつ（図 1D）。下顎歯は斜めに傾かず，ほとんど

左右対称。口を閉じた際に下顎歯は口列から突出しない。眼は円形。 

生時，背面から体側面にかけてはやや黄色がかった灰色，腹面は乳白色。各鰭の先端は黒い（図 1A）。

第 1背鰭の黒色域は先端だけでなく，中央付近まで達する。尾鰭は後端すべてが黒く縁取られ，下葉では

より黒色域が広い。ホルマリン固定後の 70 %エタノール保存下でも各鰭の黒色部は残る（図 1B）。 

 

考察 

沖縄県西表島から得られた本標本は体がやや黄色を帯びた灰色で，各鰭の先端部が黒く，尾鰭後縁が明

瞭に黒く縁取られること，吻が鈍く，吻端が丸いことなどからツマグロCarcharhinus melanopterusの原記

載とよく一致したため，本種に同定した。とくに，各鰭の黒色域はQuoy and Gaimard (1824) が示した図と

よく一致する。また，上顎側方歯の形態および両顎歯列数，脊椎骨数，鰭の黒色域などの特徴はBass et al. 

(1973)，Garrick (1982), Compagno (1984b, 1988) およびLast and Stevens (2009) で示されている本種のものと

ほぼ一致し，これらの特徴の組み合わせからメジロザメ科の他種とは区別された。 

松原 (1936) は本種を長崎市場で見かけたとし，その後，岡田・松原 (1938)，松原 (1955, 1965) は本種

の分布域に日本を含めた。これ以降も益田ほか (1975) や仲谷 (1984, 1997)，青沼ほか (2013) は本種を日

本産魚類に含めている。しかし，松原 (1965) は本種を南方漁場で操業したマグロ延縄船が入港する魚市

場でよく見かけるとしており，さらに，青沼ほか (2013) も本種の琉球列島における記録はマグロ船によ

るもののみであるとしている。また，仲谷 (1984 , 1997) が示している写真は産地が不明なものと，海外で

の水中写真である。これらのことから，Yano and Morrissey (1999) は実際に日本で得られたと考えられる本

種の標本が確認されていないことを指摘した。さらに，Yano and Morrissey (1999) は本種の各鰭が黒いこと

でカマストガリザメの幼魚に似るため，両者が混同されていた可能性も指摘している。例えば，益田ほか 

(1975) がツマグロとして示した写真は実際にはカマストガリザメの可能性が高いとした。 

Yano and Morrisey (1999) は言及していないが，Jordan and Snyder (1901) も本種を日本産魚類リストに含

め，産地を長崎としている。しかし，Jordan and Snyder (1901) のリストには図や記載等はなく，当時の採

集状況や種同定に関して再検討することができなかった。その後，Jordan and Fowler (1903) は日本産板鰓

類の reviewにおいて，本種が日本に分布する他のメジロザメ類と混同されており，日本に分布する証拠が

ないとしている． 

Yano and Morrissey (1999) の指摘以降も本種は日本産魚類に含められてきたが，現在まで標本に基づい

た日本からの記録は確認されていない（仲谷，2011；青沼ほか，2013）。したがって，本報告は標本に基づ

いたツマグロの日本からの初記録になる。なお，本種は台湾沿岸から標本に基づいた記録があるため (Ebert 

et al., 2013)，本報告は従来の分布記録を大きく更新するものではない。 
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(mm) (% TL)
Total length (TL) 519.0 100.0 Second dorsal length 41.7 8.0
Fork length 422.0 81.3 Second dorsal anterior margin 31.1 6.0
Precaudal length 378.0 72.8 Second dorsal base 22.2 4.3
Pre-second dorsal length 315.0 60.7 Second dorsal height 25.8 5.0
Pre-first dorsal length 150.2 28.9 Second dorsal inner margin 23.7 4.6
Head length 116.0 446.1 Second dorsal posterior margin 26.2 5.0
Prebranchial length 94.1 18.1 Pelvic length 45.6 8.8
Preorbital length 31.4 6.0 Pelvic anterior margin 38.0 7.3
Prepectoral length 101.4 19.5 Pelvic base 27.8 5.4
Prepelvic length 242.9 46.8 Pelvic height 30.2 5.8
Snout-vent length 254.5 49.0 Pelvic inner margin length 16.7 3.2
Preanal length 313.3 60.4 Pelvic posterior margin length 28.6 5.5
Interdorsal space 109.1 21.0 Anal length 43.1 8.3
Dorsal-caudal space 40.5 7.8 Anal anterior margin 35.6 6.9
Pectoral-pelvic space 107.8 20.8 Anal base 28.0 5.4
Pelvic-anal space 56.8 10.9 Anal heght 27.9 5.4
Anal-caudal space 40.3 7.8 Anal inner margin 19.0 3.7
Pelvic-caudal space 119.9 23.1 Anal posterior margin 26.9 5.2
Vent-caudal length 260.5 50.2 Head height 54.0 10.4
Prenarial length 17.1 3.3 Trunk heght 66.9 12.9
Preoral length 35.9 6.9 Abdoment height 69.7 13.4
Eye length 13.3 2.6 Tail height 49.7 9.6
Eye height 10.5 2.0 Caudal peduncle height 19.4 3.7
Intergill length 23.2 4.5 First dorsal midpoint-pelvic origin 60.5 11.7
First gill slit height 17.9 3.5 First dorsal midpoint-pectoral insertion 47.6 9.2
Second gill slit height 17.8 3.4 Pelvic midpoint-first dorsal insertion 43.2 8.3
Third gill slit height 18.3 3.5 Pelvic midpoint-second dorsal origin 65.2 12.6
Fourth gill slit height 18.2 3.5 Second dorsal origin-anal origin 0.0 0.0
Fifth gill slit height 15.1 2.9 Second dorsal insertion-anal insertion 4.6 0.9
Pectoral anterior margin 93.6 18.0 Mouth length 26.9 5.2
Pectoral base 27.3 5.3 Mouth width 43.8 8.4
Pectoral inner margin 46.9 9.0 Nostril width 8.6 1.7
Pectoral posterior margin 71.1 13.7 Internarial width 31.3 6.0
Pectoral height 90.2 17.4 Anterior nasal flap length 4.4 0.8
Dorsal caudal margin 143.6 27.7 Clasper outer length 13.9 2.7
Preventral caudal margin 67.0 12.9 Clasper inner length 28.0 5.4
Upper postventral caudal margin 78.0 15.0 Clasper base width 3.4 0.7
Lower postventral caudal margin 27.9 5.4 Girth 211.0 40.7
Caudal fork width 41.5 8.0 Interorbital space 56.7 10.9
Caudal fork length 44.5 8.6 Head width 59.0 11.4
Subterminal caudal margin 17.3 3.3 Trunk width 57.8 11.1
Subterminal caudal width 15.2 2.9 Abdoment width 46.4 8.9
Terminal caudal margin 34.4 6.6 Tail width 32.7 6.3
Terminal caudal lobe 36.9 7.1 Caudal peduncle width 17.2 3.3
First dorsal length 73.5 14.2
First dorsal anterior margin 80.5 15.5
First dorsal base 47.2 9.1 Upper tooth rows
First dorsal height 56.5 10.9 Lower tooth rows
First dorsal inner margin 23.6 4.5 Precaudal vertebrae
First dorsal posterior margin 48.9 9.4 Caudal vertebrae 85

Counts
12+1+12
11+1+11

118

表 1，Table 1 
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九州沿岸初記録・分布北限記録となる長崎県野母半島沿岸で採集された 

ナンヨウマンタ Manta alfredi (Krefft, 1868) 

The northernmost and first records of the reef manta ray, Manta alfredi, in Kyushu, Japan 

 

山口敦子・原康二郎・古満啓介 

Atsuko Yamaguchi, Koujiro Hara and Keisuke Furumitsu 

 

長崎大学大学院 水産・環境科学総合研究科 

Graduate School of Fisheries Science and Environmental Studies, Nagasaki University 

 

 

Abstract 

A specimen of the reef manta ray, Manta alfredi, was caught in a net set off the Tameshi port, Nagasaki Prefecture, 

Japan, on September 10, 2017. The specimen was a male with a disc width of 3.458 m, which is larger than the 

previously reported maximum size for males of this species. The testis was fully developed and a large amount of 

semen was observed in the seminal vesicles; therefore, this specimen was regarded as fully mature. Here, we report the 

northernmost record of M. alfredi; this is also the first record in Kyushu, Japan. 

 

 

はじめに 

世界最大のエイとして知られるオニイトマキエイ属魚類は，通称マンタと呼ばれ，主にダイビングや水

族館などで親しまれている魚類である。通常，日本では食用とはされていないが，乾燥させた鰓板は中国

では漢方薬の原料として需要が高く，高値で取引されるため，インドネシアやスリランカ，インドなど世

界各地で強い漁獲圧がかけられてきたものと推定されている。マンタの繁殖力は弱く，成熟に達するまで

に長い年月を要する上に，数年に一度，1個体の胎仔を産むに過ぎない。また世界各地の熱帯域を中心に，

それぞれ独立した小さな個体群が点在しており，最近になってそれらの移動性はきわめて小さく，個体群

間での遺伝的交流も少ないことが明らかにされている（Stewart et al., 2016）。詳しい生態や生息状況，個体

群動態や系群構造などの詳細は未だ明らかにされていないが，こうした状況を鑑み，国際自然保護連合

（IUCN）のレッドリストでは，野生絶滅の高い危険性にさらされた種である危急種（vulnerable）に指定さ

れている。また，ワシントン条約（CITES）では付属書Ⅱに掲載され，取引を規制しなければ将来絶滅の

危険性が高まるものと危惧されており，国際的な商取引にも規制が入るようになってきた。 

これまで世界にオニイトマキエイManta birostris一種のみが分布すると考えられてきたが，Marshall et al. 

(2009)によりM. alfredi (Krefft, 1868)が有効種として復活することとなり，世界に二種となった。Marshall et 

al. (2009)では日本産の個体についても言及しており，M. alfrediは南日本沿岸に多く，M. birostrisは小笠原

周辺海域に多いと考察している。その後，柏木ら（2010）や佐藤ら（2010）により日本産オニイトマキエ

イ属魚類についての過去の記録や標本に基づく詳細な再検討がなされ，柏木ら（2010）では八重山諸島周

辺で伊藤氏が個体識別している 300個体が全てM. alfrediであったことに加え，与那国，慶良間，沖永良部

島，奄美大島などでも出現を確認したほか，佐藤ら（2010）は沖縄産と高知産のものにはいずれも二種が

混在していたものの，M. alfrediの方が多かったことを報告している。これらも踏まえ，日本産魚類検索（中

坊，2013）では二種の新たな分布域をそれぞれ次のようにまとめた。 
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 オニイトマキエイM. birostris…小笠原諸島，陸奥湾，静岡県富戸，駿河湾，和歌山県太地，高知県以布

利，沖縄島，与那国島，台湾，インド－西太平洋（紅海を含み，ニュージーランドまで），ハワイ諸島，東

太平洋・大西洋の熱帯～温帯域。 

 ナンヨウマンタM. alfredi…高知県以布利，奄美大島，沖永良部島，沖縄諸島，八重山諸島，インド－太

平洋（紅海を含む），東大西洋（モロッコ～ギニアの沿岸） 

 

 二種ともに，これまで東シナ海を含む九州沿岸，本州の日本海側からの報告は過去になかった。今回，

2017年 9月 10日に長崎県長崎市為石町沖に敷設された定置網ではじめてナンヨウマンタ 1個体が採集さ

れたことから，本稿では標本に基づきその出現をここに記録することにした。これにより，長崎県を含め

た九州沿岸での初記録となることに加え，本種の分布の北限が長崎県沖まで拡大することとなる。 

 

ナンヨウマンタの採集記録と外部形態による同定 

2017年 9月 10日に長崎県長崎市為石漁港から南へ約 900 m，水深 20 mのところに敷設された定置網に

入網しているところを発見された（図 1）。 

 

図 1 ナンヨウマンタの漁獲場所 

船長の平山さんによれば，定置網を引き上

げたときにはひどく弱っており，すでに虫の

息であったとのこと。そのまま漁港に持ち込

まれることとなった。ちょうどその電話で連

絡をもらったのは，タイミング良く長崎にい

る日曜日の朝であった。急ぎ大学のトラック

を借り，約 1時間走って港に駆けつけること

ができた。電話でマンタがかかった，とは聞

いたものの，これまでの経験上イトマキエイ

類ではないかと半信半疑で向かった港で本

物のマンタを目にしたときは正直驚いた。性

別は雄で，体重は約 380kgもあった。平山さ

んは長年漁業を営んでいるが，マンタを見た図 2 ナンヨウマンタと平山孝文船長 
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のは初めてとのこと。私も長崎に来て約 17年が経つが，マンタがとれたのは初めてのことである。平山さ

んをはじめ為石漁協の方々の協力を得て，何とかトラックに積み込むことができ，長崎大学へ運ぶことと

なった（図 2）。 

 大学に戻り，あらためて外部形態を観察したところ，口は頭部前縁に開き，体盤背面は黒色，腹面は白

色で，体盤背面の白色斑の前縁が体盤の正中部に向かって後方へ伸び，口裂に並行しないこと，第五鰓孔

に黒斑がないこと，口裂周辺は上顎，下顎ともに一様に白色～薄灰色であったこと，体盤上の表皮に顕著

な溝状の構造は見られなかったこと，歯は細くまばらに配列することなどで，オニイトマキエイと識別で

き，ナンヨウマンタと同定された（図 3）。 

  

  

 

図 3 漁獲されたナンヨウマンタ 

a) 背面，b) 腹面，c) 背面表皮，d) 腹面表皮， 

e) 下顎 

 

 

 

 

 

 

ナンヨウマンタは体盤幅 3.458 m，体盤長 2.100 mの雄で，交尾器の状態や精巣の状態を見ると，明らか

に成熟していた。ナンヨウマンタの繁殖周期は，通常は 2年に 1回（個体によっては 1～3年に 1回）と報

告されているが（佐藤ら 2010），その詳細については不明である。この個体の精巣は発達しており，貯精

a) b) 

c) d) 

e) 
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嚢には精液が充満していることが確認された。胃の中に内容物は確認されず，空胃であった。過去の研究

や出現報告のうち，サイズを目視で計測しているものや性別が書かれていないものを除くと，実測された

ナンヨウマンタ雄の最大体盤幅はモザンビーク沿岸で採集された個体の3.42 mである（Marshall and Bennett, 

2010）。今回の雄の体盤幅は 3.458 mあったことから，雄の最大記録を更新する。 

 野母半島沿岸の定置網にはこれまでも様々な魚種が入網している。しかし，これまでオニイトマキエイ

属魚類がとれたことはなかった。なぜ今回ナンヨウマンタが網に入ったのだろうか。福岡管区気象台に問

い合わせたところ，2017年度の東シナ海北部の夏季における水温は平年に比べて 1℃程度高かったが，野

母半島周辺について言えば，平年並みとのことであった。ナンヨウマンタが出現した 9 月 10 日の周辺水

温はおおよそ 26℃である。ナンヨウマンタの出現は水温と関連が深いといわれているが，実際にマンタが

好む水温範囲についての詳しい研究はない。モザンビーク沿岸では，ナンヨウマンタが 18～21℃の低水温

を避けていたことが観察されているため（Rohner et al., 2013），今回の 26℃という水温であれば出現したこ

と自体は不思議ではない。また，オニイトマキエイ属魚類の魚体は非常に大きく，体重も著しく重い上に

日本沿岸では水産有用種として利用されてはいないことから，積極的に漁獲しようとする漁業者はほぼい

ないだろう。船上に揚げることすら物理的に不可能な場合も多いため，網に入った場合はそのまま逃がし

てしまうことも多いと予想される。もともとオニイトマキエイ属魚類の個体群ごとの生息数は多くないと

考えられることから，これまで偶然とれていなかった可能性もあるかもしれない。今回のナンヨウマンタ

は，雄としてこれまでに実測されているものの中では最大であり，入網時にも既に弱っていたことから考

えると何らかの原因で偶然長崎にたどり着いたのかもしれない。今回の出現が偶発的なものかどうか，今

後の継続的な調査により明らかにしていく必要があるだろう。 

 なお，オニイトマキエイ属Mantaについては遺伝的な情報に基づきイトマキエイ属Mobulaのシノニム

とする報告がごく最近なされたが（White et al., 2017），形態学的な特徴などからは疑問も残るため検討する

時間がほしい。そのため，ここではManta alfrediを適用した。 
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駿河湾で採集されたシロシュモクザメ妊娠魚 
Record of pregnant smooth hammerhead, Sphyrna zygaena (Linnaeus, 1758), 

 from Suruga Bay, Japan 
 

田中	 彰・大見	 周（東海大学海洋学部） 
Sho Tanaka and Shu Ohmi  

(School of Marine Science & Technology, Tokai University) 
 
 

Abstract 

Pregnant Smooth Hammerhead, Sphyrna zygaena (Linnaeus, 1758), was collected with the fixed fishing nets off 

Yui on June 16, 2017 in Suruga Bay, Japan. The shark was 2876mm TL and has 25 fullterm embryos. External 

morphometrics were recorded. 

 

はじめに 

シュモクザメ科には現在 2属 9種のサメが含まれ，日本からはアカシュモクザメ Sphyrna lewini，ヒラシ

ュモクザメ S. mokarran，シロシュモクザメの 3種の出現が確認されている。これら 3種のうち，前 2種は

国際自然保護連合（IUCN）のRed Listでは絶滅危惧ⅠB類（Endangered）に，シロシュモクザメは絶滅危

惧Ⅱ類（Vulnerable）に分けられている。またワシントン条約（CITES）では 3種とも附属書Ⅱに掲載され，

輸出入には許可書が必要となる。日本からは本研究会の元会長である谷内が 1974年に南西海域における 3

種の分布について報告し，アカシュモクザメが最も多く出現し，ヒラシュモクザメが少なく，主たる個体

群は東シナ海に生息するとしている（Taniuchi,1974）。近年，本研究会報で中村（2014）が玄界灘の定置網

に入るシュモクザメ類について，その入網個体の主体は全長 1m以下のものであること，シロシュモクザ

メの妊娠個体が 1 個体採取されたことを報告している。駿河湾ではシュモクザメの 1.5m を超す大型個体

の採取はまれであり，今回初めて採集されたシロシュモクザメ妊娠個体について報告する。 

報告するシロシュモクザメは静岡県由比沖に設置されている定置網に 2017年 6月 16日に入網した全長

2,876mm，体重 138.5kgの妊娠した個体である（写真 1）。 

 
写真1. 2017年6月16日に静岡県由比沖の定置網で採集されたシロシュモクザメの妊娠魚（全長2876mm） 
Photo 1. Pregnant Hammerhead Sphyrna zygaena collected with the fixed nets off Yui, Shizuoka, on June 16, 2017.  
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Taniuchi	 (1974)，Bigelow and Schroeder (1948)は全長 1m以下の個体について，Cadenat and Blache (1981)

は 2m以下の個体について外部形態の計測結果を報告しているが，大型個体の詳細な外部計測データがな

いためそれらのデータと比較しTable 1に計測結果を示す。計測データが大きく異なるところは少ないが，

本標本が大型雌個体であるためか第 2背鰭や臀鰭の位置が若干後方に位置している。また捕食，呼吸，行

動に関連して口幅，鰓孔の長さ，胸鰭の前縁・後縁の長さの割合が大きくなっているようである。 

 

 

Table 1-1.  シロシュモクザメの外部計測値（Mesurements of Sphyrna zygaena）
B & S, Bigelow and Schroeder; C & B, Cadenat and Blache
*は基底の起部（前端）から起部までの長さの割合を示す.

計測値(mm) % of TL C. & B., 1981
measuremets % of TL % of TL % of TL % of TL % of TL

Total length(TL; mm): 2876 876 928 524 687 1230 & 1860
Body weight（Kg) 138.5
Sex female male male male female male & female
Snout tip to:

outer nostrils 3.8 3.4 5.9 5.4
eye 4.6 4.5
mouth 186 6.5 5.7 5.4 6.9 6.1 4.8-5.4
1st gill opening 450 15.6 16.8 15.8
3rd gill opening 545 18.9
5th gill opening 604 21.0 21.1 19.8
pectoral fin insertion 724 25.2
pectoral fin origin 20.0 18.1 22.1 21.3 17.1-19.4
pelvic fin insertion 1473 51.2
pelvic fin origin 46.5 44.6 47.5 46.5 42.4-44.8
cloaca 1418 49.3
1st dorsal fin origin 765 26.6 25.5 25.3 27.3 28.3 23.6-25.2
1st dorsal fin insertion 1054 36.6
2nd dorsal fin origin 1816 63.1 61.8 60.3 60.2 60.5 59.1-61.3
2nd dorsal fin insertion 1888 65.6
anal fin origin 1729 60.1 59.6 57.4 57.8 58.0 55.6-57.6
anal fin insertion 1849 64.3
upper caudal origin 2113 73.5 72.5 70.4 69.8 69.4 69.5-71.6
lower caudal origin 2055 71.5

Distance between fin bases:
1st and 2nd dorsal 827 28.8 23.6 25.3 34.1-36.3*
2nd dorsal and caudal 228 7.9 7.8 7.0
pectoral and pelvic 628 21.8 26.5* 27.0* 24.2-27.3*
pelvic and anal 242 8.4 12.0* 12.8*
anal and caudal 218 7.6 7.8 7.0 11.7-13.5*

Maximum head width 750 26.1 25.7-28.0
Internarial space 598 20.8 19.3 18.6 19.7 20.6 19.1-20.7
Mouth:

width 235 8.2 6.8 6.6 7.6 7.1 6.5-7.3
length 102 3.5 3.8 3.0 4.2 4.4 3.2-3.7

Gill opening length:
1st 109 3.8 2.2 2.5
3rd 113 3.9 3.2 2.9 2.5 2.6
5th 78 2.7 2.0 2.1

Eye diameter:
horizontal  32 1.1 1.8 1.6 2.4 2.3 1.3-1.6
vertical  30 1.0

Taniuchi, 1974 B. & S., 1948
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解剖した結果，胃には内容物がな

く，条虫が観察された。各臓器の重

さは肝臓：3,975g，エピゴナル器官

付きの卵巣：445g，脾臓 320.7g，膵

臓 81.9g であった。尾鰭起部までの

脊椎骨数は 97であり，Springer and 

Garrick (1964)が報告している本種の

尾鰭起部までの脊椎骨数 99(日本産)，

102（米国産）と大差がなかった。 

左の子宮に 14 個体，右の子宮に

11 個体の出生直前と思われる胎仔

がいた（写真 2）。胎仔の性別，サイ

Table 1-2.  シロシュモクザメの外部計測値（Mesurements of Sphyrna zygaena）

計測値(mm) % of TL % of TL % of TL % of TL % of TL % of TL
measuremets

Total length(mm): 2876 876 928 524 687 1230 &1860
1st dorsal fin:
 overall length 397 13.8 11.4-12.9

length of base 321 11.2 10.3 8.9 9.7 9.5
height 357 12.4 10.5 10.6 11.1 12.4 11.3-13.0
length of anterior margin 459 16.0
length of posterior margin 394 13.7
length of inner margin 80 2.8 3.1 3.2

2nd dorsal fin:
 overall length 242 8.4 6.7-8.4

length of base 92 3.2 3.0 2.8 3.2 3.3
height 74 2.6 2.1 2.0 2.4 2.3 2.0-2.4
length of anterior margin 109 3.8
length of inner margin 155 5.4 4.9 4.8

Anal fin:
overall length 253 8.8 7.7-9.4
length of base 129 4.5 4.6 3.9 5.3 4.6
height 83 2.9 2.7 2.8 3.7 3.5 2.6-3.4
length of anterior margin 155 5.4
length of inner margin 127 4.4 4.2 4.0

Pectoral fin:
length of base 172 6.0 5.3 5.4
length of anterior margin 429 14.9 12.2 11.5 12.0 12.5 12.2-13.0
length of posterior margin 343 11.9 8.7 8.3 9.2 9.5
length of inner margin 88 3.1 3.7 3.4 4.4 4.1

Pelvic fin:
overall length 217 7.5
length of base 143 5.0 4.2 5.1
length of anterior margin 138 4.8 4.4 4.4 6.5-7.6
length of posterior margin 154 5.4 5.3 5.0
length of inner margin 83 2.9

Caudal fin:
length dorsal lobe 788 27.4 29.3 28.9 30.2 30.6
length ventral lobe 372 12.9 11.5 11.1 11.6 13.2
dorsal tip to notch 125 4.3
depth notch 48 1.7 2.3 2.2

写真2.	 出生直前と思われるシロシュモクザメの胎仔 
Photo 2. Fullterm embryos of Hammerhead, Sphyrna zygaena. 
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ズ，体重などのデータをTable 2に示す。雄雌の性比は 8:17で雌に偏っていた。全長は 551～605mmの範

囲であり性による違いは見られなかった。駿河湾では 6月頃より全長 600mm前後の臍の緒痕がまだ開い

ている状態の個体が採集され始め，8 月頃まで出生直後の個体が採集される。今回，初めて親魚が採集さ

れたがいまだにどこで出産しているのかは不明である。本種は絶滅危惧種としてRed Listに，ワシントン

条約では附属書Ⅱに掲載されていることからその生物学的・生態学的研究を進めていく必要があり，現在

個体群識別や有機塩素系化合物の蓄積状況の調査なども行っている。フカヒレ問題に関連して外洋性のサ

メ類の資源動態が注目されがちであるが，沿岸・沖合のサメ類の生物調査も生態系維持のためには重要な

課題である。 

 

 

	 標本採集に当たり由比漁港の定置網漁業の漁師の方々，そして計測と解体にあたり東海大学海洋学部田

中彰研究室の学生諸君に大変お世話になった。また使用した写真は光川悌史君が撮影したものである。皆

様の協力に感謝する。 
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Table 2.  シロシュモクザメの胎仔の計測結果（Mesurements of embryos of Sphyrna zygaena）
TL,Total length; BL, Precaudal length; BW, Body weight; LW, Liver weight;
 CL, Clasper inner length; F, female; M, male

子宮部位 性別 全長 体長 体重 肝臓重 交接器長
sex TL(mm) BL(mm) BW(g) LW(g) CL(mm)

Left uterus F 588 416 775 54.74
〃 F 603 425 865 63.90
〃 F 594 417 840 64.12
〃 F 551 386 690 51.77
〃 F 578 404 775 59.57
〃 F 605 423 880 68.46
〃 F 605 429 840 59.69
〃 M 575 406 740 47.98 24.65
〃 M 582 415 825 62.53 24.80
〃 M 563 400 770 47.16 26.65
〃 M 590 413 810 61.87 27.05
〃 M 587 412 800 65.98 24.30
〃 M 595 418 855 68.07 24.45
〃 M 595 420 825 57.95 25.25

Right uterus F 590 415 815
〃 F 565 396 775
〃 F 597 422 915
〃 F 579 409 815
〃 F 601 422 890
〃 F 597 419 805
〃 F 585 412 840
〃 F 605 426 860
〃 F 585 411 805
〃 F 591 420 795
〃 M 578 409 755 25.50
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Taniuchi, T. 1974. Three species of Hammerhead sharks in the Southwestern waters of Japan. Japan. J. Ichthyol., 

21(3):145-152. 
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Jones et al. (2015)による Müller & Henle (1838-1841)に記載された板鰓類種の 
命名者変更の説明 

Change of authorship for some elasmobranchs in Müller & Henle (1838-1841) explained by 
Jones et al. (2015) 

 
石原	 元（㈱W&Iアソシエーツ） 

Hajime Ishihara (W&I Associates Corporation) 
 
 

学名の命名者とは 

分類の世界では学名の変更は日常茶飯事であり，この事をもって分類はサイエンスではないとする科学

者が多く存在する。こういう科学者にとっては，サザエにはこれまで学名がなかったという話もどうでも

良いことなのかも知れない。ましてや，ある動物種の命名者が実際には命名者ではなく，他の人物を命名

者とすべきであるという事になれば，分類をサイエンスではないという科学者から，それはもうサイエン

スの枠外の，更に枠の外との誹りを受けることになるだろう。命名者の変更は問題外の極北，闇の奥，論

外と言われるような話ではあるが，国際動物命名規約上は命名者の変更は起こりうる話なのである。 

Jones et al. (2015)はMüller & Henle (1838-1841)に記載された板鰓類61新種（総数214種）の一部の命名者は

Müller & Henleに帰するべきではなく，彼らMüller & Henleが種の記載をするに当たって引用した引用元の

人物に帰するべきであることを論証した。その根拠になっているのはInternational Code of Zoological 

Nomenclature 4th Edition (1999)国際動物命名規約（1第4改訂版の条50条50.1.1）である。 

－国際動物命名規約条50条50.1.1－ 

しかし，当該著作物の著者ではない誰か別の人物のみが，学名か行為に対してと，実際の公表以外の適

格性の要件を満たすことに対しての両方に責任あることが内容から明らかである場合，著者ではないその

人物がその学名や行為の著者である。当該著作物自体のなかからはその人物の正体が明らかでない場合の

み（石原追加），当該著作物を公表した人物を著者と見なすものとする。 

刊行物の中で種が有効な命名者と共に記載されていれば，命名者は刊行物の著者ではなく，刊行物で引

用されている著者となる。そこから，Jones et al. (2015)はAchille Valenciennes，Gabriel Bibron，Heinrich Bürger，

Andrew Smithの4人をMüller & Henle (1838-41)中で記載された板鰓類の一部の命名者とすべきであると説明

する。 

 

Valenciennes（Jones et al., 2015） 

Müller & Henle はメジロザメ属Carcharhinus28種中11種を含む20種の命名をValenciennesに帰している。

この内，10種は現在でも有効である。以下の10種の命名者はValenciennesとなる。 

Carcharias (Prionodon) dussumieri (=Carcharhinus dussumieri)	  

Carcharias (Aprion) isodon (=Carcharhinus isodon)	  

Carcharias (Prionodon) leucas (=Carcharhinus leucas)	 オオメジロザメ 

Carcharias (Prionodon) limbatus (=Carcharhinus limbatus)	 カマストガリザメ 

Carcharias (Prionodon) sorrah (=Carcharhinus sorrah)	 ホウライザメ 

Carcharias (Scoliodon) lalandii (=Rhizoprionodon lalandii) 

Urolophus armatus 
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Aetoplatea tentaculata (=Gymnura tentaculata) 

Myliobatis milvus (=Aetomylaeus milvus) 

Cephaloptera kuhlii (=Mobula kuhlii)	  

 

Bibron（Jones et al., 2015） 

Müller & Henle はCarcharias (Prionodon) falciformis (=Carcharhinus falciformis)クロトガリザメの命名者を

Bibronに帰しており，模式産地からしてもBibronがこの標本を採集したことには疑いがない。Carcharhinus 

falciformisクロトガリザメの命名者はBibronである。 

 

Bürger （Jones et al., 2015） 

Müller & Henle はRaja kenojei (=Okamejei kenojei)コモンカスベとTrygon zugei (=Dasyatis zugei)ズグエイの

命名者をBürgerに帰しており，Bürgerの記載と描画を使用している。更に，Trygon akajei (=Dasyatis akajei)

アカエイは Müller & Henle によってBürger が使用したPastinachusという属名ではなくTrygonの属名が使

用されているとしても，記載と描画はBürger に基づいているので，アカエイもまた命名者はBürger に帰

せられる。 

 

Smith（Jones et al., 2015） 

Müller & Henle は6種の板鰓類の命名者をSmithに帰しており，内5種は現在でも有効である。 

Scyllium bivium (=Schroederichthys bivius) 

Scyllium capense (=Scyliorhinus capensis) 

Scyllium pantherinum (=Poroderma pantherinum) 

Rhinobatus (Syrrhina) annulatus (=Rhinobatos annulatus) 

Trygon purpurea (=Dasyatis purpurea) 

	  

Smithのケースはやや複雑である。というのは，彼の命名した6種の板鰓類はThe Government Journal of 

Capeに記載されたようだが，これは入手困難な雑誌である。Smithは他の雑誌にも板鰓類を記載しているが，

それらの雑誌は正体不明の刊行物である。3種，Scyllium bivium，Scyllium capense，Scyllium pantherinumは

Proceedings of the Zoological Society of Londonの1838年5(57)号85-86ページにその学名が初めて登場するが，

種の記載と明示が省かれている。経緯はこのようであるが，上記5種も命名者はSmithとなる。 

 

結論 

以上の事から，上述したValenciennesの10種，Bibronの1種，Bürgerの3種，Smithの5種の命名者は，Müller 

& Henleではなく，これらそれぞれの著者に帰せられるべきである（Jones et al., 2015）。日本産では，オオ

メジロザメ，カマストガリザメ，ホウライザメ，クロトガリザメ，コモンカスベ，アカエイ，ズグエイの7

種の命名者が変更となる。 

 

Müller & Henle（1841） 

博物学の伝統が貧困な日本ではMüller & Henleは1841年に刊行されたとものと考えられてきた。しかし，

Jones et al. (2015)は正しくその年代を特定している。ページ1-28は1838年，ページ17-28と29-102は1839年，

ページi-xxiiと103-200は1841年である。かつて私は，この本を参照するべく東京水産大学の魚類学講座で故
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石山礼蔵教授に質問したところ，東京大学総合研究資料館でコピーしたものと，描画のカラー写真がある

との事で感動を覚えつつ閲覧した。石山教授はSamuel GarmanのPlagiostomiaは所有していたが，Müller & 

Henle のSystematische Beschreibung der Plagiostomenは所有していなかった。望月賢二氏のご努力で入手でき

たそうである。なお，Plagiostoma(横に開く口)は菌類ゲノモニア科の属，二枚貝ミミガイ科の化石属に名

称を留めているが，板鰓類では現在使用されなくなっている。 

今ではHarvard大学のBiodiversity libraryのサイトでこの書の閲覧が可能である。Raja kenojeiは149ページに

あり，種名の後にBürgerと記してある。Müller & Henleが命名したケースでは種名の後に”N”（new species

の略）と振ってある。ズグエイもBürgerと振ってあるが，アカエイは”N”となっている。アカエイでは今後

命名者論争が起きそうである。 

	 シーボルトが持ち帰った標本は，硬骨魚類に関してはオランダ人のTemminckとSchlegelが分類を担当し

たが，板鰓類についてはドイツ人のMüller とHenleが標本にアクセスすることを許可されたという。Müller 

とHenleはSmithが南アフリカの標本へのアクセスを許可した事に対して非利己性（Uneigennützigkeit）と形

容しているが，TemminckとSchlegelもまた寛容であった事になる。 

 

命名者の変更手続きの周知は何時どこでなされるか 

2015年にこの論文が発行されて以降の板鰓類の包括的な文献としてはWeigmann (2016)とLast et al .(2016)

があるが，いずれもこの命名者の変更を踏襲していない。国内では学名の変更をアップデートする場所と

して日本魚類学会の以下のサイトがある。遠藤広光高知大教授が責任をもって行っている。遠藤教授に質

問したところ，命名者の変更もこのウェブサイトで行う準備があるとのことであった。 

http://www.fish-isj.jp/info/list_rename.html 
なお，以下のウェブサイトは学名変更ではないが，日本産の新種と日本新記録種の日本産追加種リスト

である。 

http://www.fish-isj.jp/info/list_additon.html 
学名の変更，命名者の変更がサイエンスではないという話をしたが，Jones et al. (2015)の論文の冒頭に

David Starr Jordanの言葉が引用されており（Jordan, 1902），献身的に魚類研究を行う科学者が称えられてい

る。種の命名とは地道な研究を行う学徒にとっての１つの「勲章」なのだと考えられる。 
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書評	 Book review 

書評：サメの国際法 
Book Review: International Law of Sharks written by Erika J. Techera and Natalie Klein 

 
石原	 元（㈱W&Iアソシエーツ） 

Hajime Ishihara (W&I Associates Corporation) 
 

 

オランダの出版社であるBrill NijhoffではLegal Aspects of Sustainable Development（持続的な開発におけ

る法的視点）と題する書籍シリーズを刊行しており，その 24 番目の著作として本年 International Law of 

Sharks（サメの国際法）が刊行された。このシリーズは国際法の権威であるジョージ・ワシントン大学の

David Freestone教授が編集を担当しており，これまでに漁業関連では 6. Promoting sustainable fisheries，8. 

Recasting transboundary fisheries management arrangements in light of scientific principle，13. Fisheries management 

in areas beyond national jurisdictionsの 3冊が刊行されている。 

本書にはObstacles, Options and Opportunities（法の障害物，選択肢，好機）の副題が付いており，著者ら

は 2人とも女性で，Erikaは西オーストラリア大学教授，Natalieはマッコーリー大学教授である。専門は共

に法学であり，既にイギリスのRoutledge社から出版された Sharks: Conservation, governance and management

の編集も担当している。今後このシリーズでは，鯨類，マグロ類の国際法が刊行されると思われるが，生

物のグループ単位の総論ではサメ類が嚆矢となった。以下にContentsをそのまま掲載する。 
 
Contents 
Series Editor’s Preface  
Acknowledgements  
List of Figures 
List of Abbreviations 
List of Treaties  
List of Foreign Legislation  
List of Cases  
 
1 The Case for Sharks  
I Why Sharks  
1.1 Scientific Knowledge 
1.2 Scientific Attitudes and Approaches  
1.3 Values 
2 Legal Dimensions  
2.1 Legal Responses  
2.2 Legal Challenges 
3 Global Influences  
3.1 Holistic Approaches  
3.2 Ecosystem-based Management  
3.3 Inter-Disciplinarity 
4 Moving Forward  
4.1 Underpinning Principles, Concepts and Approaches 
4.2 Fragmented Governance  
4.3 Implementation  
5 Conclusion  
 
2 International Law Framework  
1 UN Convention on the Law of the Sea (UNCLOS) and the 1995 Fish Stocks 
Agreement  
2 International Plan of Action for Sharks  
3 Convention on the International Trade in Endangered Species  
4 Convention on Migratory Species and the Sharks Memorandum of 
Understanding  
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5 Key Environmental Principles  
5.1 Sustainable Development and Sustainable Management 
5.2 Precautionary Approach 
5.3 Environmental Impact Assessment 
5.4 Ecosystem-based Approach  
5.5 Biodiversity Protection  
6 Conclusion  
 
3 Governance and Regulation  
1 Linking Governance and Sustainability 
1.1 Defining Sustainability  
1.2 What is Good Governance  
2 Environmental Governance Theories  
2.1 Hierarchical Theories  
2.2 Multi-layered Approaches  
2.3 A Return to Principles 
3 Regulation  
3.1 Regulatory Theory  
3.2 Environmental Regulation  
3.3 Regulatory Pluralism 
4 Governance, Regulation and Sharks  
4.1 Foundations  
4.2 Achieving Goals  
5 Conclusion  
 
4 Species-based Measures  
I Species based Approaches  
1.1 Background  
1.2 The Emergence of Law and Policy  
1.3 Defining Species based Approach 
1.4 Substances of Species based Approaches  
1.5 Inter-Disciplinarity  
2 Legal Frameworks for Protection of Species  
2.1 Historical Developments  
2.2 International Environmental laws  
2.3 Fisheries Regulation  
2.4 Other Activities Impacting Species: Marine Ecotourism  
3 Shark Specific Measures  
3.1 Fishing and Finning Bans  
3.2 Gear and Equipment  
3.3 Supply Chain 
4 Gaps and Challenges 
5 Conclusion  
 
5 Spatial and Area Measures  
1 Exploring Area-based Measures  
1.1 Background  
1.2 The Value of Spatial Measures  
1.3 Defining Protected Ocean Areas  
1.4 The Substance of Protected Ares 
2 Spatial Measures in International Law  
2.1 International Treaties  
2.2 Regional Agreements 
3 Implementation of Spatial Measures  
3.1 Shark-focused MPAS 
3.2 Sanctuaries  
4 Challenges and Opportunities  
4.1 Gaps and Challenges  
4.2 Synergies and Solutions 
5 Conclusion  
 
6 Institutions: Key Roles and Structural Issues  
1 Background to the Law of International Organizations  
2 Key Roles for International Environmental Institutions  
2.1 Law-making and Standard Setting  
2.2 Stakeholder Participation  
3.3 Collection of Information 
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2.4 Monitoring, Compliance and Dispute Settlement  
3 UNEP, FAO and Treaty Organizations  
3.1 UNEP  
3.2 FAO  
3.3 CITES  
3.4 CMS and the Sharks MoU  
4 Responses within RFMOS  
5 A Shark Commission? Lessons from Whales  
6 Interaction between International Institutions  
7 Conclusion  
 
7 Enforcement and Compliance  
1 Legal Framework for Enforcement under UNCLOS and the 1995 Fish Stocks Agreement  
1.1 In the EEZ  
1.2 On the High Seas  
1.2.1 Exclusive Flag State Jurisdiction  
1.2.2 Boarding and Inspecting Vessels Flagged to Another State  
2 Port State Measures  
3 Inspections, Monitoring and Other Enforcement Processes: Lessons from RFMOS  
4 Compliance with Treaty Obligations: CITES, CMS and CBD  
4.1 CITES  
4.2 CMS  
4.3 CBD  
5 Dispute Settlement Options  
6 Sanctions and Trade Restrictions  
7 Conclusion  
 
8 Broader Lessons Learned: A Principled Approach  
1 Lessons Learned for Sharks  
1.1 International Legal Regime  
1.2 Spatial and Species Measures 
1.3 Structural Issues 
1.4 Compliance and Enforcement  
2 Lessons Learned for Other Marine Species  
2.1 Commonalities between Sharks and Other Marine Species 
2.2 Lessons from Other Marine Species 234 
3 Lessons for Governance and Sustainability 
4 Virtual Treaty Regime  
5 Conclusion  
Bibliography  
Index  
 

ここで，これまでの世界のサメ保護運動の流れを振り返ってみると以下のようになる。 

1963年	 IUCN（国際自然保護連合）による最初のレッドデータリスト 

1972年	 国連人権宣言（水俣病患者の訴え） 

1973年	 国連ワシントン条約（CITES） 

1977年	 国連海洋法条約（1994年発効） 

1987年	 国連ブルントラント報告（持続可能な開発） 

1988年	 IWC（国際捕鯨委員会）における商業捕鯨モラトリアム 

1991年	 IUCNにサメ専門家グループ（SSG）発足 

1992年	 FAOカンクン宣言 

1993年	 国連生物多様性条約発効 

1995年	 FAO責任ある漁業のための行動規範 

	 	 	 	  国連公海漁業協定（UNFSA）－複数の海域にまたがる魚種および高度回遊性魚類資源の保全と

利用，対象はマグロ類，マカジキ，メカジキ，サメ類など 

1997年	 FAOサメ行動計画（同時計画に IUU，海鳥，統計整備） 
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2000年以降	 CITES会議 

＊国連人権宣言，海洋法条約，ブルントラント報告はサメ保護ではないが，生物多様性条約に至る過程と

してここに挿入した。 

 

野生生物の絶え間ない絶滅は，人間をして如何に生物多様性を維持して行くかを真摯に考える契機とな

って来た。保護派と利用派という区分があるが，整理すれば①保護を一顧だにしない利用，②保護を念頭

に置いた利用，③野生生物は一切利用しない，の３つの区分となり，今の世の中で①は既にあり得ない話

となっている。②と③の対立は IWC，CITES会議を見れば自明なように双方が全く歩みよりをしない議論

となっている。本書ではサメの保護は議論の余地のない事項であることを前提として，国際法がサメ類の

保護に寄与すべくどのような法整備を行っているのかが解説されている。このため，②と③の対立の解消

には言及していない。生臭い議論の過程を知りたい読者には不向きな本と言える。 

 

Techera, J.E. and N. Klein. 2017. International law of sharks.  Obstacles, options and opportunities. Brill Nijhoff, 

Leiden/Boston. xviii+282 pp. 

 

（受付：2017年 8月 12日	 	 Received: August 12, 2017） 
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イベント・シンポジウム	 Events	 &	 Symposium 

板鰓類シンポジウム 2016 IN葛西臨海水族園の参加報告 
Report on the Elasmobranch Symposium 2016 in Tokyo Sea Life Park 

 
原	 康二郎（長崎大学水産・環境科学総合研究科） 

Kojiro Hara (Graduate School of Fisheries and Environmental Sciences, Nagasaki University) 
 
 

2016年 12月 3日に開催されました「板鰓類シンポジウム 

2016 IN葛西臨海水族園」に参加しましたので，ご報告しま

す。 

今回の板鰓類シンポジウムでは，22題の口頭発表に加え，

9題のポスター発表があり，他に新たな試みとして懇親会の

際に 6題のライトニングトークが行われました。今回の会場

は葛西臨海公園内にある「ホテルシーサイド江戸川」で，会

場の収容人数の制約があったため，事前申し込み制でした。

台湾からの 4名を含め，日本全国から集まった参加者は 140

人を超え，会場内は満員で通り抜けるにも苦労するほどでし

た。講演では，形態，資源，生態，生理，遺伝，水族館での

飼育，寄生生物など，板鰓類に関する様々な内容について発

表が行われました。私の所属する長崎大学水産学部海洋動物

学研究室からは，山口敦子先生がアカシュモクザメとシロシ

ュモクザメの出現と生態，大学院生の渡邊真緒さんがナルト

ビエイの安定同位体比分析，私がガンギエイの成長特性の地

理的変異についてそれぞれ口頭発表を行いました。講演に対

する質疑も非常に活発に行われ，私の発表の際も内容につい

て参加者の方々から質問や貴重な意見を数多くいただきました。発表を通してあらためて私が行っている

研究の楽しさを再認識することができ，今回発表する機会をいただけたことに感謝の気持ちでいっぱいに

なりました。 

 

図1グラバー図譜（長崎大学所蔵）のガン
ギエイをもとにデザインされたシン

ポジウムのポスター. 

図2 発表会場の入り口に設置された受付の様子.  図3 口頭発表の様子.  
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口頭発表終了後は，会場のホテルから同じ敷地内にある水族園の方へ移動し，ポスター発表，水族園ツ

アー，懇親会が行われました。ポスター発表では，口頭発表と同様に自由闊達に討議が行われていました。

その合間に行われた水族園ツアーでは，バックヤードまで案内していただきました。水族園の方の説明が

とても上手で大変興味深かったです。懇親会を兼ねたライトニングトークは，業務のために昼間のシンポ

ジウムに参加できなかった水族園のスタッフの方々も大勢加わり，170人以上の大人数で，葛西臨海水族

園内のレストランで行われました。ライトニングトークでは，板鰓類や全頭類に関する貴重な映像や写真

が，これまでに見たことがないほどの大きなスクリーンに映し出され，みな食い入るように見ていました。

田畑園長による挨拶で始まった懇親会は大いに盛り上がっていました。懇親会では，みな酒杯を片手に美

味しいご飯を食べながら，板鰓類の話などをして楽しい時間を過ごしたことと思います。 

私が 2年に 1度開催される板鰓類シンポジウムに参加し，発表するのはこれで 3回目となりましたが，

今回初めて目にするような分野の発表も数多くあり，日本で板鰓類の研究がますます盛んになっているよ

うに感じました。また，会場の手配やプログラムの編成，要旨集の作成，ポスターの準備や発送といった

事前の準備は山口先生がなさっていたのですが，私たち学生もそのお手伝い等を通して学会の裏方の仕事

というものに関わることができ，学会やシンポジウムが開催されるときにどれほど多くの人手や手間がか

かっているかということを改めて認識することができました。当日は私たちのほかに葛西臨海水族園のス

タッフの方々も受付や会場の設営を手伝ってくださいました。特に水族園ツアーや懇親会では水族園の

方々が本当によくしていただきました。おかげさまで，朝から晩までとても楽しい，また中身の濃い充実

した一日になりました。こうして得ることができた貴重な経験を今後の活動にも活かしていきたいと思い

ます。最後になりますが，今回大学院での研究成果を発表する貴重な機会を頂けましたこと，葛西臨海水

族園の皆様，板鰓類研究会の皆様，そして山口先生に，この場を借りて御礼申し上げます。 

 

（受付：2017年 7月 27日	 	 Received: July 27, 2017） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図4 ポスター発表の様子.  



	 –32– 
  

図5水族園ツアーの様子.  

.  

図6 葛西臨海水族園 田畑園長による乾杯． 

.  

図7 ライトニングトークの様子.  

.  

図8 水族園のレストランでの懇親会の様子.  

.  

図9 余ったプログラムやポスターは，希望する方に
配布されることとなりました. 

.  

図 10 懇親会の終了後には，ディズニーランドの花
火を遠目に見ることができました. 

.  
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第 2 回サメ・フォーラム報告 
Report on the 2nd Shark Forum at Tokyo Sea Life Park 

 
後藤友明（岩手大学三陸水産研究センター） 

Tomoaki Goto (Sanriku Fisheries Research Center, Iwate University) 
 
 

12 月 3 日（土）の板鰓類研究会シンポジウムにあわせ，日本板鰓類研究会と東京都葛西臨海水族園の共催に

より 12 月 4 日（日）に第 2 回サメ・フォーラム—サメ・エイの世界にようこそ—を開催しました。このフォーラムは，日

本板鰓類研究会による板鰓類研究への理解の促進と次世代の板鰓類研究を担う子供達への普及・啓蒙活動の

一環と位置づけ，研究会シンポジウムにあわせて開催しています。第 1 回は，「サメ・エイの世界を知りたい—板鰓

類多様性研究の今と未来—」と題してサメを研究する 3 校の高校生から研究成果を発表してもらいました（後藤, 
2013）。今回は東京都葛西臨海水族園内のレクチャールームを会場として，午前中に一般の方々を対象とする講

演会，午後に小中学生によるサメ研究紹介と研究者を交えたトーク・セッションを行いました。会場の都合により，

事前予約制で午前中のセッションが高校生以上，午後のセッションが小・中学生に限定しての開催となりましたが，

両セッションともに募集人数を超える応募があり，潜在的なサメへの注目度の高さをあらためて認識しました。当

日は小春日和の中，会場を埋め尽くす性別を問わない広い年齢層のサメ・ファンからの熱い視線がサメ研究者に

注がれ，各講演やトーク・セッションでは研究者が答えに苦しむほどの高度な質問が多数投げかけられました（図

1）。 

 

 

  
 

葛西臨海水族園の錦織副園長による挨拶でフォーラムが始まりました（図2）。午前中のセッションでは，仲谷一

宏会長から「サメ研究の自分史」，佐藤圭一会員（沖縄美ら島財団）から「サメ研究の最前線：ジョーズの不思議な

子育て術」，小味亮介さん（葛西臨海水族園）から「水族館とサメ：葛西臨海水族園のサメ飼育の取り組み」が報告

されました（図 3）。サメ好きの参加者にとって，サメに関する多数の著書や様々な講演会を通じて板鰓類をより親

しみやすい存在として広めてこられてきた仲谷会長からの講演は，幅広い年齢層で大きな反響があり，講演後も

質問攻めにあっていました。また，「サメの歌」の誕生話は，参加者にとってさらに「サメの仲谷先生」が身近にな

ったものと思います。次に紹介された佐藤さんの話は，つい最近 Biology Open 誌（Sato et al., 2016）から発表され

図 1 サメ・フォーラムの様子． 図 2 錦織副園長による開会の挨拶． 
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たばかりの，まさに最前線中の最前線の話題ということもあり，すべての参加者を釘付けにしていました。小味さ

んの話は，普段水族館を覗いてもなかなか知る事のできない飼育の苦労と様々な工夫が手に取るように伝わり，

普段何気なく見ていた，入り口エスカレーターを下りた目の前の水槽を泳ぐアカシュモクザメに対する見方も変わ

ると思います。 

  

 
午後のセッション（図4）では，4名の「ジュニア・サメ博士」から自己紹介を兼ねてそれぞれの研究内容を紹介し

てもらいました（図5）。沖縄県在住の小学 5 年生，岩瀬暖花さんから「大メジロザメの歯の密度比べ〜海岸の化石

調べ Part Ⅳ〜」と題した発表がありました。岩瀬さんの発表は，我々研究者もびっくりするくらいのとても小学生

の研究とは思えない高い完成度で，緻密で地道な採集と標本作りから仮説の検証に至る盛りだくさんな成果を紹

介してくれました。埼玉県在住の中学1 年生，饗場空璃くんから「僕と海洋生物」と題した発表がありました。饗場く

んは，自宅の水槽で様々な板鰓類を飼育し，一部は繁殖まで行っているとのことで，工夫をこらしたスライドを活

用し，飼育下での綿密な観察と記録に基づく新たな知見を紹介してくれました。東京都在住の小学 2 年生藤野陽

斗くんから「海のハンターサメについて」と題した発表がありました。ホホジロザメ，アオザメ，シュモクザメ，ネコザ

メの特徴を餌の種類と関連づけて紹介しくれました。東京都在住の小学 2 年生，石澤燈太くんから「はじめまして。

ぼく，シャー吉です。」と題した発表がありました。前日のシンポジウムから小学生には難しいであろう（分野が異

なれば研究者同士でも分からない内容も多い）研究発表を熱心に聴講し，懇親会でもサメに対する人一倍強い

思いを披露してくれました（図 6）。発表ではサメの歯列についての研究成果を紹介してくれました。4 名の研究紹

介の後は，サメ研究者（仲谷一宏会長，東海大学の田中彰教授，後藤），シャーク・ジャーナリストの沼口麻子さん

と小中学生とのトーク・セッションとなりました。参加申し込みの際にサメ研究者への質問をお願いしたところ，限ら

れた時間の中ではとてもすべての質問に対応出来ないほど多くの質問（表 1）が寄せられ，時間を忘れてしまうほ

どの白熱した質疑が行われました。続いて本物のアオザメ，ミツクリザメ，フジクジラを前に仲谷先生，田中先生，

堀江琢先生の解説を受けながらのタッチング・タイムです（図 7）。著名なサメ先生から直接指導を受けながらサメ

に触れる機会は子供達にとっても貴重な経験になったと思います。その後，発表してくれた 4名の「ジュニア・サメ

博士」たちには仲谷会長と葛西臨海水族園より記念品が送られ，最後に全員で記念撮影を行いました（図 8）。午

後のセッションの間，子供達が座るテーブルにはノートと筆記具，図鑑などが用意され，それぞれ思い思いにサ

メやエイの絵を描いていただきました（図 9）。どの絵も大変素晴らしい出来映えで，良く特徴を捉えていました。 

図 3 午前中の講演会（左：仲谷会長，右：佐藤会員）． 
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図 5 「ジュニア・サメ博士」による研究発表の様子 

左上：岩瀬暖花さん，右上：饗場空璃くん，左下：藤野陽

斗くん． 

図 4 午後のセッション． 
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図 6 石澤燈太くんの自己紹介． 

図 7 サメ先生とともに行った標本観察． 

図 8 集合写真． 
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図 9 子供達が描いたサメ・エイの絵． 
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会場の都合で希望するすべての方の要望に添えなかったとことは残念ではありますが，参加することができた

幸運な方々にとって，サメとサメ研究をより身近なものとして感じていただけたのではないかと思います。日本板

鰓類研究会が目指す，板鰓類研究の裾野を広げる取り組みは，このような活動を通じて実を結んでいくと確信し

ました。 
 最後に，このフォーラム開催と共催を快く受け入れて下さった東京都葛西臨海水族園の田畑直樹園長には感謝

申し上げます。特に午後のセッションでは，雨宮さん，天野さんほか水族園の皆様には司会と子供達へのきめ細

かな対応を担っていただきました。また，東海大学の学生諸氏には子供達に危険のないよう標本観察でサポート

していただきました。この場を借りて厚く御礼申し上げます。 
 

引用文献 
後藤友明. 2013. 2012 年度日本板鰓類シンポジウムおよびサメ・フォーラム報告．板鰓類研究会報, 50, 38–41. 

Sato, K., M. Nakamura, T. Tomita, M. Toda, K. Miyamoto and R. Nozu. 2016. How great white sharks nourish their 
embryos to a large size: evidence of lipid histotrophy in lamnoid shark reproduction. Biology Open, 2016 5: 
1211-1215. 

 
（受付：2017 年 9 月 18 日  Received: September 18, 2017） 
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ˢ̂λÕåÃÌ¶Þȶ�Ŧ̧ҧ 

Revision of the genus Deania (Squaliformes: Centrophoridae) in Japanese waters 
̊̂� Єɫ(̉ͰǹíԨíͰͦ)íνĀ� ɳ(̉ͰǹíͰͦ) 

Akihiro Matsumoto (Graduate School of Oceanography, Tokai University), 

Sho Tanaka (School of Marine Science and Technology, Tokai University) 

 

_ϕϐ`γǜ, ÕåÃÌ¶Þȶ Deania �˻ƅϻ� 4 ϻ�b�(Compagno, 1984), ˢ̂λÕåÃÌ¶Þ

ȶ�, ÕåÃÌ¶Þ D. calcea �µ¬Ü¶Þ D. hystricosa � 2 ϻ�p��c�(ĀǠ, 2013). ̂ȶ�µ

Þ�Ƕԃɰʗhĭq�f�, Ƿj�ƱϻχƲhȎǜs�y�, қԹ�ŰƬ ʴ}. ˢ̂��ӶƠ

� Jordan & Snyder (1902)h D. eglantina  ǪƸq, Garman (1906)� ա͛�ϗ̰g�ɼyÛ

ë¶¥¶Þ Acanthidium rostratum, µ¬Ü¶Þ A. hystricosum,  Æ²¶Þ A. aciculatum � 3 ϻ 

˝ϻ�q�ǪƸq�c�. �y, ա͛��ÕåÃÌ¶Þ�µ¬Ü¶Þ�Āԟϐ�Ƕԃɰʗ ʴ}Ń

ĲhⅡұp��c�h, n���ŃĲ�Ԡs�ʐǪ�ú˦����b�. ̂ϣϾ�, ÕåÃÌ¶Þ�

µ¬Ü¶Þ�þϻ�ɰʗ Ж̗s�n��, ˢ̂λÕåÃÌ¶Þȶ�Ŧ̧ҧ Ґdn� ϕϐ�qy.  

_̃˛�˞͢`̃˛�, ա͛Ť��źЮ�ɞ˵Ю, ɞɥи��ɼ��yÕåÃÌ¶Þ(Ե:112 ŃĲ, Ը: 

220 ŃĲ), µ¬Ü¶Þ(Ե: 131 ŃĲ, Ը: 203 ŃĲ), ǻɖͦ, ¥ëÇͦ, ǹҝͦg�ɼ��y D. 

quadrispinosa (Ե: 15 ŃĲ, Ը: 11 ŃĲ), D. profundorum (Ե: 5 ŃĲ, Ը: 6 ŃĲ), D. calcea (Ե: 16

ŃĲ, Ը:19ŃĲ) μcy. ǶԃҦͿ�, ǧ̂ϐ�� Compagno (1984)�ɻ|yh, єկǧԃ�єկ̢

 ӑΙ�q�ҦͿ Ґ|y. ɼ��yҦͿÅî¿�, ЩҦҤ̌½ÒÆ R �ÏÂ±î¸ Vegan (Ver. 

2.3-5 ) μc�Ґc, ՂҦԌǷ‐ŔȮɠ͢(non-metric MDS)��|�Ҥ̌ Ґ|y. °çîÔԟ�͋

ӝ��, ĭɠҐųŰ̌(ANOSIM) μc�Ҥ̌ Ґc, °çîÔԟ�˻ʓɋhⅡұp�yǫƯ(P ֊

0.05)�, ɰӎ�ȡûα ϟ�y��ĭɠϏŰαŰ̌(SIMPER) Ґ|y. 

_Ц̏�чȤ`ANOSIM �Ц̏, ˢ̂�ŭγq�c�ÕåÃÌ¶Þf��µ¬Ü¶Þ(ŝԛ 600 mm)

��, ˻ʓɋhⅡұp�y(P ֊0.01; !�!= 0.90 ). SIMPER ��|�ŵ˜p�yþϻ�ɰʗɋ�ȡû

qyɰӎ�, Ȱկù҄Žԛ, Ȱկø҄Žԛ, Ѥկű�ӣ�Žԛ, љկրѤկԟԛ, Їôєկǧɞԛ, Ї

ôєկԛ, єկԟԛ, Їôєկԛ / Їôєկ́Ѕg�ЇĐєկ̢���ԛp�͋α�b|y(ȡûα�

եcՋ). Ā��Їôєկǧɞԛ�, ÕåÃÌ¶Þ�� 10 %TL Ĥù, µ¬Ü¶Þ�� 10 %TL Ĥø�

��y�, þϻ Űs�ø��ԊҞ�ɰӎ�b��чe���. �y, ÕåÃÌ¶Þ� D. 

quadrispinosa, µ¬Ü¶Þ� D. calcea ԟ��ϻ���͋ӝ��, ˻ʓɋhⅡұ�i�g|y(P 

0.05; !� = 0.0025, P 0.05; !�= 0.0004). n���°çîÔ , Їôєկԛ / Їôєկ́Ѕg�

ЇĐєկ̢���ԛp�͋α μc�Ҥ̌ Ґ|y�n�, ÕåÃÌ¶Þ� D. quadrispinosa ԟ��

͋α 80 %, µ¬Ü¶Þ� D. calcea ԟ�� 126 %�ŵŶqyǫƯ�˻ʓɋhⅡұp�y. ÕåÃÌ¶

Þȶŝϻ μcyҤ̌��, ÕåÃÌ¶Þ, D. quadrispinosa, D. profundorumg���°çîÔс�

µ¬Ü¶Þ, D. calcea g���°çîÔ�ŰԺp�y. Žш�°çîÔ�, ЇôєկǧɞԛhϠc°

çîÔ�b�, ɹш�Їôєկǧɞԛhԛc°çîÔ�b|y. γǜ, ˢ̂�ŭγs�ÕåÃÌ¶Þ

�, D. calcea �·ÌÉÝ�p��c�h, ɰʗϐ�� D. quadrispinosa �ĭq�f�, D. calcea �

·ÌÉÝ���p�qj�c�чe��y. �y, ˢ̂�µ¬Ü¶Þ�̩①�Garrick, 1960�ǪƸp

��c�Éáî¸îåëÇλ D. calcea ����ĭq, Ƕԃɰʗ�fc�ǹҝͦλ D. calcea �ĭ

hҠ���y�vµ¬Ü¶Þ� D. calcea �þϻhͷƱp��c�ƪњʈhϮǂp�y.  

2 
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Ë³¶Þ�ÇÁ¶Þ�ѯíծɩíծʂѩíǕʂѢf��̱ԯѦ�͋ӝϣϾ 
h� ծg�ђ��Ӳƍ�Ԡs�ԊƂӲƍȑϐϣϾ ռЇփǪս 

 
 

Comparative studies on the tongue, branchial arch, brachial heart, pericardiac 
cavity, and diaphragm between Heterodontus japonicus and Triakis scyllium. - Research on 
evolution from the gills to the lungs by means of Gravity Evolutionary Theory (the first 
report) 
 
 sҝƟřʝռҝƟϣϾʢսv̳͚ͦռĘʇ͜ǳÛæëÏî¯ս 

sKatsunari Nishihara (Nishihara Institute) 
Hiroshi Kabasawa (Keikyu Aburatsubo Marine Park) 

 
 
ш��vԊƂ¨Ëç®î�Ĵμ��ƆΧ�ȥʄ��|�ў̦ƆΧ�Ӳƍhӑn|�c�n

� vƯʝÐÇé·£Ï¿¥Æռ£Ï¿¥Æ�υsս�ǷȌΞЦĲ μc�Ĥù�ȂjРїè
Öç�̧ҫqywў̦ƆΧ ҡȘs�́�գ�ԐΧӎ�Ưʝ£Ï¿¥Æ μc�ĴҚqyĚɈ
գդӯҏÁàëÎî vǁċƆΧ�ǹǢ�ЊьŤ�Ϸ̥s�n����vÁàëÎîŤ�ӯգ�
Šɵqyӯҏɇ ҏͫ���Ҳȩs�n��ʝƃqywn�ĚɈգŤ�fl�ӯҏРї�Ҳȩ
γӄ�vԊƂĴμ�ȥʫq�ҏͳ ĲĀ�j��jɆ�sƆΧ�ҏǛ ī|yͫĲƂȑĴμ�v
w��Šɵq�κ²�ͫƆԽĮ�ҥȉĴμ����vƯʝ£Ï¿¥Æ�Χʈ�ҥȉĴμ���
̀Űƍԟ҄Рї�ŰƍҲȩγӄռӾĪȋόγս���n� аƯϐ�ϣϾ����̧ҫqyw 

n��κĲƂȑ¨Ëç®î�£Ï¿¥Æ�Χʈ��þш�ҥȉĴμ���ƍκռÞ¿Ôå¸£ս
γӄ�b�wϷƆs�n� Ψʁ�s�ƆΧռÐÆս�Ƃȑγӄ ϣϾȥӄ�s�]κĲƂȑ^
��vƆΧ�ȥq�ɒ�ԊƂhԏϖ�Ĵμs�y��vϷƆĀ� 60 ŖŃ�Рїg�ʝ�ƆΧռÐ
Æսhôˢ�КôŖŃ�Рї æßÅæë°s�˭�vϷƆ˞Ƴ�ԊƂ˞Ƴ�ƯʝÖ¯Æç�ɻ
|�ʘʈ�͢ż�ż|�ƆΧ�ɰhǴ��w}��Ӳƍ�cdγӄhʉɒϐ�κͪιǮ�Ǵƍ�
�ƆΧ�κĲƤʄ�κĲƂȑ�ǧ~jƆΧ�хʘʈ�ƤɾӵƆ��|�vǞδ�ԊƂ¨Ëç®î
����μúμ�͢ż�ż|�ӑn|�c�n����w 

ў̦ƆΧ�Ӳƍ�˹�Ɓϐ�ɰʗhǴȟs���vЇĐՄƼ�øԫƁ�vծѣƻƶǍȗ�ђ�
�ǴȟƁ�b�wђ�όκ��vþκíⅠգըռհսíΤҍí②�ИЩ�ǁċƆΧ�И
Щ�Đϻhb�wш��n�ђ�όκ�qj� ԊƂ���~jκĲƂȑ����˦�g�
s�ϕϐ�ƟȆў̦ƆΧ�ÇÁ¶ÞռTriakis scylliumս�Ë³¶ÞռHeterodontus japonicusս
� μcvծƻƶǍ�qj� Ă�q�Đϻ�µÞ ɰʗȑϐ�͋ӝs�����ǁċƆΧ�
ѕś��ȥ͋qvԊƂĴμ� 6 ńƍ�vͰ͏g�Ͽ͎Ā��Ѡŭ�cdĐ}�ÞÅ¤¦Ýռκ
ͪȉĲս�Ǵƍ��ƆΧ�ȥʄ�q�ʨ˅qywԊƂĴμ�ǯɮ�ȥq��v�yd¹ɦ�µÞ
�̂њӵƆ�ӑn�ҏǛ�ńǯƍ���ͫƆԽĮ�ǯɮ�cd¨Ëç®î�ҥȉĴμ�vͰ͏g
�Ͽ͎��Χʈ�ΧεϐƍȑϐǴƍ�ҥȉĴμ���µÞ�ϻ[̬[�Фн�Рї�ӾĪȋό
γ�ӑn�ƍκռÞ¿Ôå¸£սγӄ�vɰ�ői�Ǵƍs�wĜǑ�vЇôǪ�q�vɻ̈ч
e���cyĐϻ�̋ծ�µÞ�ծѣԃ�ɰʗȑϐ͋ӝ Ґd����vɻ̈Ϯp��cy
ɰʗȑϐҠҤ�̂ϣϾ�ɼ��yʢҠ��ӹc Ϯsw 

ɻ̈g�vRomer ͍�̋ծ�ծѣƻƶЊь ծ̋ԃ�ϮqvDean ͍�Ë³¶Þ�әգʈգ
̛ǖ ϮqvHertwig ͍hժ�ƟՏ҈íѩգƢ�ў̞ǖ Ϯq�c�wqgq Romer ͍hЊь
�q�Ϯsծ̋ԃ�ŤՃ�҉cծɧ�ծ҄��i�f�vn�ԃĮ�Њь�Ȏǜq�cw 

ȚԱ�Ҥžq�Ҡ��͏ɖ˜��µÞ�ƿǉԃ�Ɔg�cѯhȎǜq�c�wn�ѯŤ�Њь
nw Romer ͍hծ̋ԃ�˂cyծ ƆgsծѣƻƶЊс�b�wË³¶Þ�ÇÁ¶Þ�ծѣЊ
�vѯєԃ ҟdәգ̋�vѯ�ծѣƻƶЊс� Ц�ծɩәգс�ʂѩ�̱ԯѦ�ĮоԠĽ�v
µÞ�ϞΪ˜�ӰЬű℃̯̂�˦Ϯp��w 

ծɩ Ɔgsѯ�Њь�ӫӶǢԽȋՕɿԙ TEM Œ�ɖΊЊ�ĭy̱ЛЊŒ ϮqvѤŋ�ѯ
ɞԃ�ƽǏԃ�Њь� TEM Œ�̱ЛЊŒ Ϯswɉƭ�ծɩ ƆgsծѣЊhȚԱ��ɉƭ�
ѯЊ�b�vծ�ʂѩռծ�ԥȶs�ʂѩս��yɉƭ�ѯ�ƻƶЊь�ξ̈s�wʂѩ�ƹǕ
��vʂѩ ҟdǕʂѢhȎǜqvw�Ȱŋɞ�ʂѩ�эѩ ԯ��̱ԯѦhb�vǕʂѢŤ�
Ձѝͧԃ�áÑ¨Џhb�wn���ծҕ�ѯŤ�Ȏǜs�ծɩәգíծɩЊсíʂѩ�Ǖʂ
Ѣf��ǕʂѢ�Ȱŋɞ ɰ~j�̱ԯѦ�κĲƂȑ�ҏͳ�ͫĲƂȑ�Ĵμf��Ͽ͎�ԉ
П�͏��ΈҤɠ��ԠĽ����ǕʂѢ�όκ̵ɝ Ƈ̝q�ĐИЩ�ђ�όκ чȤqyw 
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եcҏЏʭʫ�ʤ¹Ɖ|�ôɠ�Ƿj�ҏͳ ʰŭ�i�w]ǁċ�ʂѩh���d�γ

ǜ�ɰʗ ΰɼqyg^�cdωǆ�ȥs�Ћe Ҡŭsy�vʞ[�ôʂʡôʂȜ 
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̋ծ�ȡκs�¦Ü¯ê¬¿ռο͈ĔԜ։Љџϕս 
Gnathiid isopod crustaceans parasitic on elasmobranchs 

 
ǻνʎӯռȸԪͰȽ¸ªÏî¯Ͱ�ǹǞ�ѫΝ՜ս 

Yuzo Ota, San’in Kaigan Geopark Museum of the Earth and Sea 
 
ȡκʈ�«¥£·v̇ҍvƙκ��v̋ծ��Ƿj�ȡκҍhǪƸp��c�w

¦Ü¯ê¬¿�vɚκ˾���ը�Ƕԃȡκs�Љџϕο͈�b�wɚκ�ɰʗ�

ϻԟ�Ղɒ�ĭ�f�vª¹ʝĲ�ɰʗ��|�ϻ�ƱȘhҐ���wqgqvª¹ʝĲ

�vը�ȡκs�n���jvͰɞ�Գ��κͪq�c�y�v̯̂�ŜʣhǔԻ�b

|ywӥɗ��¦Ü¯ê¬¿ɚκ�ϣϾ�vը�ȡκʈο͈�ϣϾ����¡�Λ

Ңp��iyw 
� ш�v2005 ɗg�̋ծ�ȡκs�¦Ü¯ê¬¿�Ű�κʗ�}c�ϣϾ Ґ|

�iyww�Ц̏vˢ̂ǘŤ��vȫ�j�� 10 ϻhvĂ�չΐͫǥg�Ҡ}g|yw̋

ծ�ȡκs�¦Ü¯ê¬¿ɚκ ՙёqy�n�vŝ� 3 ˾ɚκ�b�v‐�Ѡϒ�

ʝĲ���n�hŰg|ywª¹ʝĲ�ɰʗ ҰР�ңȤqyЦ̏vc²��̀ҨӞϻb

�c�ˢ̂ŴҨԕ�b�vҨӞ Ґ|�c�w 
� ͬͰǥ�̋ծg��v¦Ü¯ê¬¿ɚκ�ѹc¹Äî¸ռ1 ˾v2 ˾սhɼ���g

|ywqgqvĨӂǹɀ�¹áîÎÀ¥Ñë°�ԋǶңȤ�ՙёȚբ��|�vÕÑ®

ëÚ�Ĳғ�ѹc¹Äî¸hǶԃȡκq�c�n�h˦�g��|yw¦Ü¯ê¬¿

�ϻ�Ƿj�vɚκ�όё��|�ȠĂ Ǵe�n��vn���ǪƸp��c�g|yw

̋ծ�ȡκs�ϻ�ǫƯv3 ˾ɚκg�ȠĂ Ⅰգըg�̋ծ�Ǵe�c�n�h˦

�g��|yw 

 
 

�  
ŧϙց¦Ü¯ê¬¿�ɚκռɉս�ª¹ʝĲռƭս 
3 ˾ɚκh̋ծ�ȡκs�ªª¦Ü¯ê¬¿ Gnathia dejimagi (A)�ÝÃÙ·¦Ü¯ê¬¿

Gnathia trimaculata (B)wⅠգը�ȡκs�ÜÈÜ·«ÃÌ¦Ü¯ê¬¿ Elaphognathia 
nunomurai (C)�ÇéØæ¦Ü¯ê¬¿ Gnathia limicola (D)�͋���v҅qjǹicw¹±îç

�փmmw 
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ա͛ͶͰǥ�fl�øĮʻш�ɵƀ�Ԡs�ϣϾ 
Ecological roles of deep-sea top predators in Suruga Bay 

 
ҋƟтɫ 1íǚνϙĐ 1í͛ʠƉ 1íİҋƏ 1í̊̂ʋɘ 1íІēɲ՝ 1íե̴ɘʔ 1íƂϡǌ

Ě 1տ2íǹ͛Ťϖɱ 1íҋłřż 1տȸĀȦ˼ 3տǹҝԵĐ 4տνĀɳ 5 

ռ1ͰͦϣϾԞό̵̫í2Ǝǹí3̉ĘͰͦǹí4Ⱥȸǹí5̉Ͱǹս 
 

Yoshihiro Fujiwara1, Shinji Tsuchida1, Masaru Kawato1, Takumi Sato1, Yasuyuki Matsumoto1, 
Ayaka Kasai1, Yoshimi Takahashi1, Yoshito Chikaraishi1,2, Naohiko Ohkouchi1, Katsunori Fujikura1, 

Toshiro Yamanaka3, Yuji Ohnishi4, Sho Tanaka5 
(1JAMSTEC, 2Hokkaido Univ., 3Tokyo Univ. Mar. Sci. Tech., 4Okayama Univ., 5Tokai Univ.) 

 
γǜӲҐĀ�ǞδιǮǴƆ�κʗИ�̬[�ɴՈ Ƣ�q}}b�hտw�Ā��Ψ�

Օ҅�ɴՈ Ƨl�c���̘՚͇Ԯ�եcøĮʻш�b�n�hϟ���c�

ռDobson et al., 2006սցιǮǴƆ�īcøĮʻшhͼȫs��տκʗИ�w����Îå

ë¹ ǹijɃqտ˹Уϐ�κΧǷ̬ʈ�κΧԌ�ǹi�Ǵƍhκr�ռZarnetske et al., 
2012սցn��d�̘՚͇ԮøĮ�κΧhùĮ�κΧ�γȎԌ�ɴՈ Ƣ�sγӄ�ÆÂ

ÔíÀ¦ëí³ëÆéîç�ƻ���ռWeis, 2014սց 
ͶͰǥ�fc��͎ŅǴƆ�īd͏;ø˥տԉʈƍտӈԉПƍ�ƄeտΌ̨տ͜¬¹Ԟ

όտʾԐտɤ̠Χ�ʪ̠�c|y̬[�ĚԟͪƆhκʗИ�Ƣ�sɴՈhʜʅp��c�

ռLevin & Le Bris, 2015սցΨ�Ό̨�ʇӮ�ͶͰ��w�ͪƆБǕ ʳm�f�տ1950 ɗ

ģĤԦտ10 ɗԟ� 62.5m �×î¹�ǹͶɠƍq�c�ռWatson & Morato, 2013սց�yͶ

Ͱǥ�Όΰȥӄ��|�c���Ă�øĮʻш�b�տôԃ�ըϻ��ˡ�Ӌ΅Ԍ�Β

ͼ�̐hǪƸp��c�ռWorld Ocean Review, 2015սց 
n��d�տͶͰǥ�fc��øĮʻш�ǋǾ�w��īdκʗИ��ӆ�ɴՈhƜ

ʑp��ցqgqտͶͰǥ�øĮʻш�Ԡs�ʐǪ�˜℃ϐ�տw�Ƿ̬ʈ�κΧԌs

�ʨ˅p��c�cΪ͟�b�y�տøĮʻш�ͼȫhκʗИ����d�ɴՈ ûe

��g ŢĲϐ�Ϯqyĸ��cց�yԫǥ�ͬͰǥ��χ��տøĮʻш ĚΚϐ�

ԩƠs��d�γǫȚբ�Ț˟�ǔԻ�b��g���jտŃĲ˖hȫ�jտʝԛ�ʝΡ

�˭ԟhgg����ˀȘp��ͶͰǥ�øĮʻшԷǓ�ǹi�ÀÞî¸ Țբϐ�Ƅ

e��տκʗИŝĲ�ǱΉϐ�ɴՈ ûeg��cցwn�ʞ[�κʗИßÅæë°f�

�·Üáèî·ãë��|�տͶͰκʗИ�fl�øĮʻш�̵њտΨ�ÆÂÔíÀ¦

ëí³ëÆéîç�˻Λ�w�ɴՈ ˦�g�s�n� ϕϐ�տ2014 ɗɠ��ϣϾ�ϛ

ʣqyց  
Ƿϻ�øĮʻш Ʊ˭�Ʀ�ʥdn�hƪњ�տѧǹ�Ò¤îçÇÅî¿ ʃҞ�u

²տΌ̨�ɴՈ�Ƅƺs�n�h�i�n�g�տκʗИßÅç�� Ecopath with Ecosim
 ӽʬqyց�yϣϾȥӄͰǥ��ա͛ ӽȘqyցn�Ͱǥ��κʗИßÅç̫В�

y��ʃՌ�øĮʻш�Ԡs�ʐǪh͋ӝϐӃμ�b�n��Ƅeտ̋ծ Ă�ȥӄ

�qyͶͰ�eиΌ̨hȚ˟p��c�y�̬[�Ò¤îçÇÅî¿f��ͷΰҭ˛ μ

cyŰ̌ Ț˟s�n�hƪњ�b��c|yŷΙhb�ցßÅæë°�by|�ʃҞ�

Åî¿�d¹տΨ�ʐǪh̹Ȃq�c���øĮʻш�κΧԌ�՛̫ʝ�b�ց՛̫ʝ

�}c��տŗӧ�ͷΰҭ˛�ϱǿɄϘЃͰͦ϶ȑեЉȑ̙��ŠƱ�eиҷ̗�ʾԷq

yҭ˛ μc�ѓŤȟΧŰ̌ Ț˟Ā�b�ցκΧԌ�Ԡq��Ö¥Æ«Þåռ՛ġi«

Þåս μcyκʌȢɠˀȘ ͏Ͷ 200a1,000m �Ț˟qyց̂·ëÚ¸¦Ý��տn�

���ϣϾ�γΪ�}c�ǪƸqտҿҸ Ͷ�ycց
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ҭբ�ϕϐֈ˻˦Ͱ�Đ̎ӅΌǫ�ŭγqyÈçÆÑ¨¥ Ĺҭը�q�vʻԌЉ�ǧϭÅî¿ 

ɼ�����v��ƅ̏ϐíƅαϐ�ȞԢԩЌ ̧ҧs�y�vϤϡ���ȞԢԩƅ̏�ʨ˅Ƣ�ƅ

̏ϐ�ԢӀ̖�ԟԯ�ʨ˅ ϕϐ�qy͏̭ՙёҭբ Ґ|yw 
ĹҭqyÈçÆÑ¨¥ֈҭբ��v2016 ɗ 8 ˺�˻˦Ͱ�£µæΌǫġӥ��ʻΰqyÞ¹�Èç

ÆÑ¨¥(ҭբУčɹ�ͿȘ�vĲϔɓ 91 ñvĲԊ 10.1 ï) μcyw 
ҭբǫʢֈҭբμ͏̭�øǺѼɎ�ʢǜs�Π̂Ϙ͏λϣϾ»ë¿î�ȴǶ�ҩоp�yϖɷև֑�

³ë¯æîÆҚ͏̭ μcyw 
£µæʻԌֈ՛��͈ġ�ͪ£µæ μcyw՟ѭɹg�ҭբ˾ԟĀ(9 ˺ 1 ˢ֒9 ˺ 15 ˢ)�Ч՛

̇ħù��ʻԌ�ɖǟ� 3.4 ï/ˢ�b|yhvҭբ�y�ΛЧ՛�qyфˢЉ�vʻԌhǷj��v

˹ǹ�� 6.2 ï/ˢ�b|yw՛�μcy£µæ�әĲԃԊԌ�͈ġԊԌ� 16.8ջ�b|yn�g�v̂

ҭբ�Ĺҭqy 10.1 ï�ÈçÆÑ¨¥�ôˢby��ʻԌ�ĲԊ�ȥq�͈ġi£µæ�ɖǟ

33.7ջí˹ǹ 61.0ջv£µæәĲԃ�ɖǟ 5.7ջí˹ǹ 10.3ջ�b|yw 
� Ϥϡ���ȞԢԩƅ̏�ʨ˅ֈȟԌК 30֎�³ëÄÈ�vҭբƐoֈɷК 15 ð�ϤϡvҭբƐpֈ

Ϥϡ(1/2)վͰϢ(1/2)vҭբƐqֈͰϢ ˘iҮ�vҭբԞȆ�Žˢg�£µæ Ύ�uyw³ëÄÈ ҭ

բ͏̭�ʪŜqvˉ՛Ϊ͟�ңȤ Ґcv2 ˢɹvʻp�y£µæ�Ԍ ⅡұqywҭբԞȆфˢ�̽

ƔՊg�ҭբƐo�ͪό�ˉ՛ҐƆh���vƮҭբƐ��ʻԌ�vҭբƐo� 92ջvҭբƐp� 82ջv

ҭբƐq� 30ջ�b�vҭբ�μcyµ¥º�Ϥϡ��£µæ�ȞԢ̼ƅ̏�˾ɸ�i�c�cdЦ̏

��|ywqgqvϤϡ�v£µæϺӅ�ϛɞ ǯǹpu�ƅ̏Љ�ǪƸ�b�vΪ͟�ʄry˻ƅ�ͪ

μ˞͢ ̧ҧs�ʃҞhb�w 
ƅ̏ϐ�ԢӀ̖�ԟԯ�ʨ˅ֈҭբ͏̭ Đ

Űƀqv֍֏Ï¥Ô(ϖɷ 40 ð)�ԢӀ̖ ҩо

qywԢӀ̖�ԟԯ�vҭբƐo(Ï¥Ô�Āʂg

�� � � � Āʂ�� 250 ðvԟ 210 ð)vҭբƐ

p(375 ðv335 ð)vҭբƐq (500 ðv4 60 ð)v
ҭբƐr(750 ðv710 ð)�qywĐŰƀqyþ¹

×î¹�՛ ԅоs�n����vĹҭը�ԢӀ

̖�ӭӶΪ͟ ңȤqyww�Ц̏vĲϔɓ 91 ñ

�Ĺҭը�Րɠ�ȫ�c��� 33.5 ñ(ҭբƐp)
�ԟ ӭӶqywԢӀ̖�ҩо ̧ҧs�ǫƯ

�vȥӄ�s�ÈçÆÑ¨¥�Ĳϔɓ� 1/օĤø

�ԟԯ bl�q�d�ӭӶs�ƜԬhb���

�ʆ��yw 

�

I� ��c}��qj�
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ÈçÆÑ¨¥�ȔȘƱĮĲ͋Ű̌���Đ̎Ӆ�ȞȚʗҤ˦�ҭ� 

Foraging impacts on bivalve fisheries by Aetobatus narutobiei using stable isotope analysis 
sͽԀϙбíƩ΄Ǉĝí̟Α˻íȸƨ˔ȋռԛɂǹȑǹȑԨ͏λíιǮ϶ȑаƯϣϾ϶ս 
sMao Watanabe, Keisuke Furumitsu, Yu Umezawa, Atsuko Yamaguchi (Graduate School of 

Fisheries and Environmental Sciences, Nagasaki University) 

 

ĈɅ˹ǹ�Ť�b�˻˦Ͱ��vƩjg�£µæv«vµçÙ¦v¿¥å®��

�Đ̎Ӆ ȥӄ�qyʾӅΌ̨hϓ¡�Ґ���iywqgqv1990 ɗģg�ÈçÆ

Ñ¨¥ Aetobatus narutobiei hǯƄqvĐ̎ӅΌΰԌ�ͶŻ�ͼȫ �y�qy�ч

e��v2001 ɗg�ՠԩď̨hҐ���c�wn����vÈçÆÑ¨¥�Ŵǵg�

ϵ�gl�˻˦Ͱ�ͬͰǥ�̈ӴqvµçÙ¦ Āʂ�qyĐ̎Ӆ Ă�ˉ՛s�n�

h˦�g�p��c�hռȸƨտ2014սvӋ΅���ΌǫŤ�Đ̎Ӆ ��Ϲɠˉ՛q

�c��g�Űg|�f�²vw� ʨ˅s�ʣЃ���cy�Đ̎ӅΌ̨�Ƣ�sҔ

Ȟ�Țʗ�}c��ú˦�ΙhǷc�hγΪ�b�wш��n����vÈçÆÑ¨

¥�w�՛κΧ�b�Ӆ�ΘПíЁПȔȘƱĮĲ͋Ű̌ ҐcvѓŤȟΧŰ̌�Ц̏

�Ư�u�w�ˉ՛κʗ�Ҥ˦ Ґ|�iywĜǑ�vȔȘƱĮĲ͋ ʵ̯�ÈçÆÑ

¨¥�ȞȚʗ�ʨ˅hƪњ�b�gҷ��n� ϕϐ�qyw 

̃˛��v˻˦Ͱ� 2005 ɗ 6 ˺ĤԦ�Όΰp�yÈçÆÑ¨¥ռn = 200vĲϔɓ

340֒1536mmս�Њь�vΌǫŤǶ�ʾԷqyӅռn = 431սƢ�ÈçÆÑ¨¥�ѓ

ŤȟΧĀg�ʾԷqyӅռn = 153ս�әĲԃ μcywƮҭ˛�}c��vūЦČ

ΣɹvД́Ŭε Ґcv¯ééØçÝíÞ¿Ìîçռ2ֈ1սͷƯͳ���ѠћƢ� 1N

ǭԉ���ԉŬε Ґ|yɹvȔȘƱĮĲ͋ӎԌŰ̌ͿȘҖоռEA Conflo IV DELTA 

VֈµîßÒ¤Â·àîµ¥¨ëÄ¤Ò¤Â¯ϯҚս μc�ΘПíЁПȔȘƱĮĲ͋

ռe13Cve15Nս ͿȘqyw 

ÈçÆÑ¨¥�e13C �e15N Ň�vw�x�ր16.9֒ր14.1j� 12.2֒15.7j�Б

Ǖ�b|ywô˞vӅ�e13C �e15N Ň�vw�x�ր20.5֒ր14.0j� 7.3֒13.6j

�БǕ�b�vƮϻӅ�Ň�ˡȎ�Γйα ơч�s��vÈçÆÑ¨¥�ĂҞ�՛

κΧ�ô}�µçÙ¦�b��ˀȘp�yw�yvµçÙ¦�e13Cve15N Ň�ʾԷ

ǫʢ��|�˻ʓ�χ�|�cyŵ ϣϾ�Ц̏g�vѓŤȟΧĀ��ʾԷqyµçÙ

¦�e13Cve15N Ň ҷ��n��vÈçÆÑ¨¥hΌǫŤ�µçÙ¦ �y�g

�dg b�ϹɠˀȘƪњ�b�vȔȘƱĮĲ͋ ʵ̯�ȞȚʗ ʨ˅�i�ƪњʈ

hϮǂp�yw
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ĈɅƎҝ͞Ƚ�fl�£«·áß¯¶Þ�·é·áß¯¶Þ�ŭγ�κʗ 
Occurrence and Biological aspects of two hammerhead sharks, Sphyrna lewini and S. zygaena 

in the northwestern coast of Kyushu  

 
ȸƨ˔ȋ 1íƟɢĐԂ 1íĀ̄ԶĄ 2íƩ΄Ǉĝ 1 

Atsuko Yamaguchi, Kojiro Hara, Masayuki Nakamura and Keisuke Furumitsu 
ʢȶ 1ֈԛɂǹȑǹȑԨ� ͏λíιǮ϶ȑаƯϣϾ϶ 
Graduate Scool of Fisheries Science and Environmental Studies, Nagasaki University 

2ֈͰ�ĀӷͰͦκʗ϶ȑ՜� Marine World Umino-Nakamichi 
 

ĈɅf��͗иg�ĀǘvƫvՆǘ�Ǖ��yǻɖͦ�зͰ�b�̉·ÈͰ�w�ƹ

Ӣ�κΧǷ̬ʈhեjvˢ̂��˻˖�Όǫ ɰʝq�c�n�g�vȑґϐ��λ̨ϐ

��ӉԊ�Ͱǥ�q�ϟ���c�w˹Ͷԃ�К 2700֑�Ӹs�ô˞�vͬcǹԫ̣�Ƿ

j ƛ��f�vɖǟ͏Ͷ�ͬjv200֑�΄y�cwn�Ͱǥ���yvǷj�̋ծh

κʌqvΌ̨Ӌ΅�q�ŷμp��c�ϻ�ʪ̠p��ϻ�b��v˻ȞκΧ�q�ՠԩ

p��c�ϻ�b�wg}��ǹǢµÞhӃμ�κʌq�cy�cdhvγǜ��w�

��ͼȫŐƳ�b�vg�|�ĀíȪǢ�̋ծhǯƄqy�чe���c�n�g�v

κʗИ�̫ӯ�ʇΒ�ǴƍqvÎåë¹ ̹c�c��������wwn�vш��v

̉·ÈͰ�w�ƹӢ�κʌs�ը Āʂ�κʌΪ͟�ϻФʝ ˦�g�qvΧЮ̫ӯ

�κʗИ̵њ�Ҥ˦ ҭ��c�wΨ�vե‐ʻш�b�̋ծ�}c��ʐǪ�n�

��̪��ȫ�g|yn�g�vϻo��ŰɏΪ͟�ȐАǑӴvκͪƬ�Ҥ˦�� ʇ

c�c�w 
� ˢ̂�� 3 ϻ�·áß¯¶Þhκʌs��p�vĈɅƎҝ͞Ƚǥ��£«·áß¯¶Þ

�·é·áß¯¶Þ� 2 ϻh�j����wg}��s�ӗ���Ɵ˛μ�Όΰp��c

yn��b|yhvӥɗ��ͷΰp�y��hŷμp��Ϲɠ�b�w·é·áß¯¶Þ

���£«·áß¯¶Þ�˞h��˴gcͰǥ�Ƿc��������v2 ϻ�ͷƱp��

c�ǫƯ�ǷjvĈɅ͞Ƚǥ �r��qyˢ̂͞Ƚ��ŭγΪ͟�κͪƬ�}c���

�¡��g|�c�cwш�h 2006 ɗ֒γǜ�gl�Ґ|�iyκʗ�ǑӴЉ�ϣϾg

�v·é·áß¯¶Þ�˻˦Ͱ�Ōόϐ�̈Ӵs�ô˞v£«·áß¯¶Þ�˻˦Ͱ ŭ

λvʝё�ǫ�q�c�n�h�g|�iyww��ȥq�vǶͰ�ՃqyϲȺ͞Ƚ��

·é·áß¯¶Þ�˞hǷjvκɹԟ��c�ʆ���ɚը�ʝըռԸսhǹԃŰ ƛ�

�c�n�g�vͰǥ��|� 2 ϻ�ŭγΪ͟�χ�|�c�wў̦գ μcyɗպ̗Ș

�Ц̏v£«·áß¯¶Þ� 0֒33 ͂v·é·áß¯¶Þ� 0֒16 ͂�ˀȘp�yw�yv

n���ǵȐ Āʂ�qy;gc˭˾ Āʂ�͞Ƚ�ʾԷp��c�wΨ�w�ŐƳ�£

«·áß¯¶Þ�ɮcw�yvþͰǥ�fl�c²��ϻ�fc��ʝը�ɚը�Āԟ�

µ¥ºvɗպ����Ҡ}g|�f�²vw�ԟ�ǑӴκʗ�}c��ú˦�b�wn�

һ��vn��d�·áß¯¶Þքϻ�ŭγΪ͟�Ĳԛf��ɗպФʝvʈ�ǑӴ

Љ�}c� 2 ϻ�͋ӝ Ėe�ǪƸqycw
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҆ҝѪͰ͏ˠǙ��̋ծՙёȵϮ�Ʀ�Ф� 

Effort of developing the elasmobranchs exhibitions at Tokyo Sea Life Park. 

 

ǷνҹvЈ͝СôvsȪƺęĝ 

(̉ĘԄ҆ҝѪͰ͏ˠǙ) 

 

Satoshi Tada, Sasanuma Shinnichi, sRyousuke Komi 

(Tokyo Sea Life Park) 

 

̉ĘԄ҆ҝѪͰ͏ˠǙռĤùv͏ˠǙս��ǶͦʈvͶͰʈ�µÞ�ʾԷíՙё

 Žӗ�b�ʊӌøԋƆΧǙ͏ˠ՜˭ģg�Ґ|�iywĜǑ�όғ��͏ˠǙhn

���Ґ|�iyvwq�γǜҐ|�c�̋ծՙёȵϮ�Ʀ�Ф��}c�Тĝs

�w 

� ͏ˠǙ�Žӗ�b�ʊӌøԋƆΧǙ͏ˠ՜g�Ʀ�Ф¡�iy£«·áß¯¶Þ

Sphyrna lewinivwq�Ƕͦʈ�µÞ��b�ä·æ¶Þ Prionace glaucavp��

�ͶͰʈ�åÓ« Chlamydoselachus anguineusvÜÃ¯æ¶Þ Mitsukurina owstoni

�͏ˠǙhʾԷíȵϮ�Ʀ�Ф¡�iy̋ծ�Ƿȹ�ͽ�w£«·áß¯¶Þ��

ӠӪĀ�ˇ��ՙё͏̭�͏ͫvΟ˦�Įо�� ˏǈs�n��ԛ˾ՙё ʝƃp

u�c�wä·æ¶Þ�ȪǢ�ŃĲ ӠӪíՙёs�n�� 246 ˢԟ�cdՙёҨ

ԕ ͅq�c�wͶͰʈ�µÞ�}c��γǜ�ЫЬĀ�b�hvåÓ«�ÜÃ¯

æ¶Þ�ʾԷíȵϮ��Ʀ�Ф¡�c�wÜÃ¯æ¶Þ�}c��͏Ԍ 3t �ǛƂ͏̭

�ƥȟqyŃĲh 14 ˢԟκͅqyn�hb�vȵϮ͏̭�� 16 ˢԟȵϮ Ґdn�

h�iywn�ŃĲ��ȵϮ͏̭Ť�Ψʁϐ�£´ Ԟԝs�̬ȋhⅡұp��c�w 

� p��ӥɗ��ÛªÈ¬ Alopias vulpinus �¥¿Á¶Þ Galeocerdo cuvier ���

�Ʀ�Ф¡�c�w˝qcŜʣХӖhʱg�y�n��b�vÛªÈ¬�ՙёˢ˖� 1

ˢ̀΄�b|yhvĜɹ�ЫЬq�Ʀ�Ф¡�ciycw¥¿Á¶Þ�ȪǢ��b|

yhЧ՛̡g�ˉ՛ qy�vɞ�҃¹y՛ ѫόϐ��y�s�̬ȋ�Ⅱұp�v

112 ˢԟ�ՙёȵϮ Ґdn�hŭ̈ywͶͰʈµÞ��γǜvÌ³®æ¶Þ ԛ˾

�ՙёĀ�b�hvȪǢÃÌ¶Þ��ǛƂȟǍ μcyʾԷíӠӪ�Ʀ�Ф� Ы

ЬĀ�b�wƄǛΪʗ�ÕåÃÌ¶Þ Deania calcea �� 7 ˢԟκͅqyhvɒǛ��

ՙё�� 8 ˢԟՙё Ґdn�hŭ̈ywĜɹ�ƄǛ���ՙёh˻ƅ��g�dg

�ӨƢq�ciycw 

� n��էƂϐ�Ψʁ�ǷcµÞ ՙёȵϮs�n����vȚԱ�κiyȇ ϕ

�Ž�ңȤs�n��v̀ϟ�ԃŰhǷcκʗ�ϣϾ�˒ё˰ƢͪƆ�}�m�h�

i��чe���w
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ä·æ¶Þ�ՙё 
Rearing of Blue shark, Prionace glauca 

 
s҂ňô 1íΑ˿Ě 2íǹӁ˦Б 2íԤԃթр 2íѽɄрб 2íҋ̤Нô 2 

ռ1̱ͭíŞ˱ɀ·îÏåÀ¥¹í2Ģƫd��̅͏ˠ՜ս 
yMichikazu Yorozu1տKiyoto Sawaki2տAkinori Otani2տAyumi Abe2տ 

Mio Arakawa2տJunichi Fujimori2 
ռ1YokohamaHakkeijima Seaparadiseտ2Sendai Umino-Mori Aquariumս 

 
 

� ä·æ¶Þ Prionace glauca �ŝýσ�ɑg�;ɑ�gl�Űɏs�µ

Þ�b�wˢ̂ƮǞ�Ҡ������vՙёǔԻ�p�v͏ˠ՜��ՙёĸ�

ԧ��y����|�c�w2015 ɗ 7 ˺�Ԟ̨qyĢƫd��̅͏ˠ՜��Ǟ

Ŕ÷ԫ�Ͱ�ȵϮ�ģғκΧ�q�ä·æ¶Þ�ՙёȵϮ Ґd�jҭҐԔ

Ҵ  3 ɗԟ��y�Ґ|ywʾԷ��ɥи���Ԏ�ʾԷ ҐcvӠӪ��

restrained ɨ ʾμqvp��շԆҊ ķμs�n��¹¿ÂÒ�Ȕŝʈ�Ⅱ

ŀ�ä·æ¶Þ�¹Æè¹�Ӝͼ Ґ|ywøҨɈǼ���v2016 ɗɠ� 5
ŃĲ�ä·æ¶Þ ʻΰqvŝ��ŃĲ�͏̭Ť��ˉ՛ Ⅱұs�n�h

�iyw�yՙё͏̭�ǹip�ɛp ԊҢs�n���ťɰ�͏ͫhb�͏

̭�˞hΪʗѴjԛ˾ԟՙё�i�n�h�g|ywĢƫd��̅͏ˠ՜�Û

ëÙ¦͏̭ռť̔Ǣ͏̭� ͏Ԍ 74.1 óս�fc� 2016 ɗɠ� 3 ŃĲ�ä·

æ¶Þ ȩŜqywd¹ 2 ŃĲh 10 ˺ 28 ˢγǜκȎq�f�vNo17ռȩŜ˭

189cmTLս�ՙё 130 ˢϕvNo20ռȩŜ˭ 170cmTLս�ՙё 108 ˢϕ Ӥe

�n�h�iyw�yä·æ¶Þ�ՙёңȤ Ґdn��ɼ��yϟҠ�Ґ

Ɔ�}c��Тĝs�w

12 
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ԋǶ�fl�¸ëÖ¨¶Þ�Ĳ;ŴҨԕ 
First record of body temperature from free-ranging whale sharks 

 
1Ā̄ć͏տ2̊̂θŉտ3İҋř˙ 
ռ1.ԛɂǹȑι̉·ÈͰιǮӋ΅ϣϾ»ë¿îտ2.͗ир�Ͱ͏ˠ՜, 3.̉Ęǹȑǹ͎

ͰͦϣϾʢս 
1Itsumi Nakamura, 2Rui Matsumoto, 1Katsufumi Sato 
 (1. Institute for East China Sea Research, Nagasaki University, 2.Okinawa 
Churaumi Aquarium, 3. Atmosphere and Ocean Research Institute, University of 
Tokyo) 
 
¸ëÖ¨¶ÞRhincodon typus�ŝԛ10 mĤø���ýσ˹ǹ�ը�b�wƆΧ

�ӗĲhǹic��ʘʈhǹijvǶσ�;ɠ�Ǵƍ�ȥq�Ĳ;hǴƍq�jj

��wɊǹ�ĲӘ ʴ}¸ëÖ¨¶Þ�Ղɒ�ǹi�ʘʈ ʴ|�c��чe��

�wӥɗ�Խȋ̯ҽ μcyϣϾ���¸ëÖ¨¶Þh͏;2k�ͶͰ��Ύ�n�

h�g|�iyhvԛjΎ|yɹ��ͰՃ�ԛjǜs�n�hϟ���f�vҐƆ

ϐĲ;ҷАz�cdҵh˻Ƃ�b�wqgqvԋǶ�fc�¸ëÖ¨¶Þ�Ĳ; Ҧ

Ϳqyĸ��cy�vȚʗ�ú˦�b�wwn�v̂ϣϾ�¸ëÖ¨¶Þ�ԋǶ�f

l�Ĳ; ȚԱ�ҦͿqv¸ëÖ¨¶Þhǹi�ʘʈ ʴ}�g ̧ҫqyw 
ːͫȚբ��v͏ˠ՜�ՙёp��cyՙёŃĲ2ŃĲռŝԛ7.0mјǑ�2.5mvŝ

ԛ7.2mјǑ�2.5mս�ȘоЮ�ʻΰp�yԋκŃĲ1ŃĲռŝԛ4.4mјǑ�2.1mս

 μcywєԃ�Ĳ;Ҧ Җϛqvԛp15cm�;ɠ»ëµ ʺŜq�Њь;ɠ Ĳ

;�q�ҨԕqywĲ;Ҧ�ːͫɹ1a10ˢɹ�ːͫŃĲg�Ƕ�vͦø�ͯøqy

ɹ�Ǒƥq�Åî¿ ɼyw 
ՙёŃĲ�d¹1ŃĲ�ːͫɹͶɠ390m��Ύ�vw�Ͷɠ�3˭ԟτ�|�cyw

ͰՃ͏;28k�ȥq�w�Ͷɠ�͏;�14k�b�vːͫ˭28kb|yĲ;�3˭ԟ

�23k��įùqywĲ;�˹į�19k��įùqvw�ɹͯøq�1ˢԟgl�

28k��ǑɾqywՙёŃĲ1ŃĲ�ԋκŃĲ�ːͫɹ�ͶͰ��Ύ�ҐƆ�Ҡ��

²vʇΒ�Ĳ;�įù�Ҡ���g|ywŝŃĲ�Šӭs�ҐƆ�q�Ҡ��y˖ƒ

Ű�į͏;Ā��ļŜ��Ĳ;��²g�įùs�Ϲɠz|ywn��v¸ëÖ¨¶

Þ�ʘʈ�ǹip Ƥ˩q�c��чe���wʘʈ�ǹip ȘԌϐ�Ϯsy

��v͏ ;�¸ëÖ¨¶Þ�Ĳ;�ɋg�ƥˎßÅç μc�ŝӗĖ˄Ľ˖ Ў

ŭqy�n�vĲ;hùԦs�˭�ø˥s�˭��χ��Ľ˖hˀȘp�vø˥s�

˭�˞h2~3ńǹi�Ľ˖z|ywÛëÙ¦�ä·æ¶Þ���fc��Ĳ;�ø

˥˭vùԦ˭�Ė˄Ľ˖hχ��n�hϟ���f�vκεϐ�ҷАq�c�n�

hчe���c�hv̧ ëÖ¨¶Þ��Ė˄ κεϐ�ҷАq�c�n�hϮǂp

�yw�yvˀȘp�yĖ˄Ľ˖�Ĳԛh˹�ȪpcԋκŃĲ�fc�˹�Ȫpc

Ň ϮqywԋκŃĲ�ՙёŃĲ���ŝԛ�ȥq�јǑ�hǹijvŃĲ�ÔéÚ

î·ãë�ӹchĖ˄Ľ˖�ԠĽs�n�hϮǂp�yw 
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ա͛λ£«¨¥�ɗպ�л͆ 

Age and reproduction of Dasyatis akajei in Suruga Bay, Japan. 
Ȼν� ȭɐ(̉ͰǹíԨíͰͦ)íνĀ� ɳ(̉ͰǹíͰͦ) 

Naoki Iwata (Graduate School of Oceanography, Tokai University),  

Sho Tanaka (School of Marin Science and Technology, Tokai University) 

 

_ϕϐ £̀«¨¥ Dasyatis akajei �v£«¨¥϶£«¨¥ȶ�ȶqvƎͰӷƘԃg�̉·ÈͰv

ĀǘЉ��ɛjŰɏs�¨¥�b�(ϡƟ, 1994)wՁȺϘ��ա͛�͕͏ǥ�ͭƲ��κʌ

q�c�w£«¨¥�κͪƬ�ԠӰs�ϣϾǪƸ�ȫ�jv1993 ɗ� Taniuchi and Shimizu
��|�̉Ę�Ґ���f�vա͛�fl�ϣϾǪƸ��cwա͛�κʌs�£«¨¥�v

ȘоЮΌ�źЮΌ�fc�ͷΰp��f�v’¡z��Ͱøʪ̠p��c�wӥɗvǹǢ¨¥

�ЪΉhƜʑp��f�(ӁŤ, 2008)v¨¥�µÞ�Ʊ̬�ͰͦκʗИ�ե‐ʻш�Įо

q�c�n�g�vӋ΅Џε�Ճg��л͆�ʝԛ���κΧȑϐϟҠ�ʃҞ�b�ŵ ϣϾ�

ϕϐ�vա͛�κʌs�£«¨¥�л͆vɗպ���κΧȑϐʐǪ ˦�g�s�n��b�w 
_̃˛í˞͢`̂ϣϾ�μcyҭ˛�v2014 ɗ 4 ˺ 14 ˢ~2016 ɗ 10 ˺ 7 ˢ���ʾƦp�

y£«¨¥�Ե 365 ŃĲvԸ 383 ŃĲvƯҦ 748 ŃĲ�b�wʾƦǫʢ�vՁȺϘ�ա͛�

Ճq�c�ξ͋�ϗѴ�b�vΌ͢��¹��ȘоЮ�b�wĲԊvĲϔɓЉ�ǶԃҦͿ Ґ|

y�¹vԸԵw�x��ŤԃǍȗ�ͿȘ Ґcvκ͆ѥЉ�Ϊʗg�ʝΡ͇Ԯ ŵ˜qywόӸ

qyԸ�Ɲ͈ѥ�vŤԃ�Жȋhͅτq�c�gⅡұ Ґd�jФнű℃̯̂�s�y�v10ջ
Ͱ͏ØçÛæë�ŀȎ qywwq�vǑӚɨÜ¯éÆîÝ� 6fm �ƞp�҉űqvÕÛÆ

·æëí¨ª¸ë̒ѵ Ґ|ywɗպ̗Ș�μc�ў̦գ̦Ĳ�vѤѢԃg�аʼ͠Ѣԃ���

̦Ĳ Ʀ�ԩiv̄ æîÉë°Ĵ̨ ҐcvƦ�ԩcy̦Ĳ�Ā�ϖɷh˹ǹ��� ɗպ̗Ș

�̦Ĳ�q�μcyw̦Ĳ� 5%Ҏԉ�ƒŰ�ѠΗ ҐcvΊӐɨÜ¯éÆîÝ� 100fm �ƞ

p�҉űqvÕÛÆ·æë�μc�̒ѵ Ґ|yw 
_Ц̏`ʾ Ʀp�y£«¨¥�ĲϔɓБǕ�vԵ� 110~513mmvԸ� 110~768mm �b|yw

ξ͋vϗѴ�fc�ʈ͋�ɋ��j(p=0.39>0.05)vƮ˺�ʈ͋�Ԡq�� 8 ˺��ʈ͋hχ�

�Ц̏��|y(z=2.6>1.96)wȐАŶ�ŭγՐɠ��v˪(3~5 ˺)�ǵ(6~8 ˺)�ʝΡŃĲhǷj

ŭγq�f�vϵ(9~11 ˺)�ũ(12~2 ˺)�ŭκĲϔɓռ110mm)�ŃĲhǷg|ywɗպ̗Ș

�Ц̏vӟЛ˖�Ե� 0~11 ӟvԸ� 0~19 ӟ�b�vĠ�£«¨¥ȶ�Ʊ̬�Ĳϔɓµ¥ºv

ӟЛ˖Š�Ե��Ը�˞høǑ|ywGSI �Ц̏�vԵ�Ňh 3 ˺g� 5 ˺�gl�ø˥qv6
˺g� 8 ˺�gl�ͼȫq�c|ywԸ��v3 ˺g� 11 ˺�gl�г�g�ͼȫqywGSI
zl��jԸ�˺Ŷ�˹ǹƝɷ� 1 ˺g� 3 ˺�gl�ǹij��v4 ˺g� 6 ˺�gl�Ȫp

j�|�c|ywn���n�g�v˪˭˾g�ǵ˭˾�gl�ĖȰhҐ��vǵíϵ˭˾ĤԦ

�ѕĞhŭλp��c��ˀȘqyw�yv̂ɗɠ� 7 ˺g� 8 ˺�fc�ȃȈŃĲh 8 ŃĲ

ʾƦp�yn�g��vƱ̬�n�hчe��ywѕĞ�όӸ͇Ԯ�ȃȈŃĲ��|�χ��v

Ŵ˾όӸ͇Ԯ�ŃĲg�ŭκԟԱ�ŃĲ��Ⅱұp�ywѕĞ�ǶƝոǎ�ǹip�Ɲɇ�ңȤ

p�y˹ǹƝɷ 21.2mm ���Ʊɷ�b�vƝɇƝhК 20mm �Ӹs��ʼƝp���чe�

�ywǶƝոǎ ˻s�ѕĞ�ȋȝg�ǷԌ�ȋȝŤͳhⅡұp�vѕĞ�όё��ǶƝոǎz

l��jȋȝŤͳ�ԊҞ�ɵƀhb��чe��yw 
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̉·ÈͰ�ˢ̂Ͱ�fl�¬ë®¨¥�ʝԛΨʈ�ǞεϐǴχ 

Geographic variation in growth characteristics of Dipturus cf. kwangtungensis, in the East China Sea and 
Sea of Japan 

 
ƟɢĐԂíƩ΄ǇĝռԛǹԨ͏ιսíøƟĬĐíŞ˿ıǻռ͏λ̵̫ˢ͏ϣսíȸƨ˔ȋռԛǹ

Ԩ͏ιս 
1Kojiro Hara, 1Keisuke Furumitsu, 2Shinji Uehara, 2Yuta Yagi, and 1Atsuko Yamaguchi 

1Graduate School of Fisheries and Environmental Studies, Nagasaki University, 2Japan Sea National 
Fisheries Research Institute, Japan Fisheries Research and Education Agency 

 
_ϕϐ`¬ë®¨¥Dipturus cf. kwangtungensis �ˢ̂͞Ƚ�ɛjŰɏs�¬ë®¨¥϶ը�

b�ռLast and Lim 2010; ͣʠȺ� 2013սց̂ ϻ�̉·ÈͰ �r�ˢ̂ƮǞ�Ό̨Ӌ΅�q�

ŷμp��c�hտκʗϐϟҠ��̪��ąqcn�g�տԛɂǹȑͰͦƆΧȑϣϾȜ��

2011 ɗ��̉·ÈͰ Āʂ�̂ϻ�κͪƬ�}c�Ұqjҷ̗ Ґ|�c�w̋ ծ��տʝ

ԛ�ʝΡЉ�κͪƬΨʈ�ǹi�ǞεϐǴχhҠ���n�hq�q�ǪƸp��f�

ռYamaguchi et al. 1998, Frisk and Miller 2006 ��ստӋ΅ҬĻ�ϻ�ŀŝ�y���տͰǥԟ�

�Ǵχ�}c��̧ҧs�ʃҞhb�ցwn�տ̂ϣϾ��տ̉·ÈͰλ�ŃĲ�Ƅe�տ̂

ϻ�Űɏ�Ǝԧ�ӥcˢ̂Ͱλ�ŃĲ�}c��ɗպտʝԛf��ʝΡ ˦�g�s����

�տw���Ц̏�ǧ~iտͰǥԟ�ʝԛΨʈ�͋ӝ Ґ|yց 
_˞͢`̯ ̂��̉·ÈͰλ681ŃĲտs ̂Ͱλ209ŃĲ�Ҧ890ŃĲ�¬ë®¨¥ μcyց

n�d¹տ̉·ÈͰλ�ŃĲ�տ2009 ɗ 4 ˺g� 2016 ɗ 3 ˺�Ĥҝɞ˵ЮΌ̨�ԛɂǹȑе

хѳ]ԛɂā �̂��Æéîçҷ̗��|�Ēɀųɀҝ˞Ͱǥ�ʾԷp�տs ̂Ͱλ�ŃĲ�տ

2013 ɗ 8 ˺g� 2015 ɗ 8 ˺�ˢ̂ͰƐ͏λϣϾʢΌ̨ҷ̗ѳ]�²�ā^���Æéîçҷ

̗��|�˝Ώ͗�ʾԷp�yցϣϾȜ�ͿȘ�Ҥž Ґ|yɹտɗպ̗Ș�y� 25 φϕġ

ӥ�ў̦գ Ĳӛ�͞|�µëÇ×îÏîտϥϡ�ϣϫqտƞpК 0.5 mm �̦Ĳű℃ Ĵʝ

qyց̦ Ĳ�ɰʝp��ӫ˦ɑ ӟЛ�q�w�ӟ˖ Ҧ˖qտƮŃĲ�}c�̦Ĳƕɷ�Ʈ

ӟЛɷ ͿȘqyցn���Ц̏ ���տЩҦҤ̌½ÒÆKy Plot ver5.0  μc�Ղвɰ˹Ȫ

ĐĆ͢���Bertalanffy �ʝԛɨ Ўŭqyց�yտLogistic ɨֈY = (1 + e(!!!!))!!g�Ʈ

ÏåÞî¿ ˀȘqտ50%ʝΡɗպռ= −!"!!ս Ўŭqyց 
_Ц̏`ʾԷp�y¬ë®¨¥�ŝԛБǕ�̉·ÈͰλ�ŃĲhԵ� 111 6֒00 mmտԸ� 115

6֒84 mmտˢ̂Ͱλ�ŃĲhԵ� 142 6֒94 mmտԸ� 116 7֒66 mm �b�տþͰǥ��Ը�

˞hԵ����ǹij�����ˀȘp�yցƮ˺�fl�зӢʝԛα�̦ĲзӢԃ�fl�

ӟЛ�ɰʝΪ͟ ͋ӝqyЦ̏տþͰǥ��ӟЛ�ǵg�ϵ�gl�ɗ 1 ӟɰʝp���ˀȘ

p�yց̉ ·ÈͰλ�ŃĲ��տ˹ եɗպ�Ե 13 ͂տԸ 15 ͂�b�տBertalanffy �ʝԛɨ�տ

Եֈ!! = 768(1 − exp!(−0.108 ! + 1.28 )տԸֈ!! = 831(1 − exp!(−0.103 ! + 1.20 )�ғ

p�yցԸԵ�ʝԛ�տ5 6֒͂����Љqchտw�ĤԦ�Ը�˞hǹij��n�hҠŭp

�yցô˞տˢ̂Ͱλ�ŃĲ��տ˹եɗպ�Ե 16 ͂տԸ 18 ͂�b�տBertalanffy �ʝԛɨ

�տ!! = 887(1 − exp!(−0.097 ! + 1.25 )տԸֈ!! = 978(1 − exp!(−0.081 ! + 1.58 )�
ғp�yցԸԵ��ʝԛ�տͰǥԟ�ЩҦϐ��˻ʓ�χ�|�f�ռF-test, Ե: F = 40.5, 
P<0.001, Ը: F = 16.6, P<0.001ստŰɏ�Ǝԧ�ӥcˢ̂Ͱλ�ŃĲ��տƘԧ�ӥc̉·ÈͰ

λ�ŃĲ�͋�տŴ˾�ʝԛ�г�g�b�hտ��ǹijʝԛqտԛȦ�b��ˀȘp�yց

�yտ50ջʝΡɗպ�տ̉·ÈͰλ�ŃĲ��Եֈ8.23 ͂տԸֈ9.39 ͂տˢ̂Ͱλ�ŃĲ��

Եֈ9.87 ͂տԸֈ12.0 ͂�ҦЎp�տˢ̂Ͱλ�ŃĲ�ԸԵ��̉·ÈͰλ�ŃĲ�͋��տ

��եպ�ʝΡs�n�h˦�g��|yց 
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³ßë«¹Ö�fl�ӾĪϐԷǓ̫ӯ 
Genetic population structure of the Japanese ocellate spot skate Okamejei kenojei 

 
÷Α� ӿ 1íʝ̊ɣĐ 2íӺҋɛŘ 3íο˚ǌˮ 4 

1 ĘԄǹȑӡȑϣϾ϶� 2 ǘЃϣϾԞό͢Ě͏λϣϾí˒ё̵̫� ̉ƎƐ͏λϣ

Ͼʢ� 3 եϟǹȑεȑ� 4 ĘԄǹȑÒ¤îçÇ϶ȑ˒ёϣϾ»ë¿î� Ѱ③͏λ

Țբʢ 
1Ryo Misawa, 2Yoji Narimatsu, 3Hiromitsu Endo and 4Yoshiaki Kai 

1Graduate School of Agriculture, Division of Applied Biosciences, Kyoto University 
2Tohoku National Fisheries Research Institute, Fisheries Research Agency 

3Laboratory of Marine Biology, Faculty of Science, Kochi University 4Maizuru 
Fisheries Research Station, Field Science Education and Research Center, Kyoto 

University 

 
_�r��`¬ë®¨¥϶³ßë«¹Ö Okamejei kenojei �տƎͰӷƘԃg�

ƫƘԃ���ǻɖͦ͞Ƚ�ˢ̂Ͱ͞Ƚտ̉·ÈͰտƘ·ÈͰ�͏Ͷ 150 m Ĥ

ͬ�Űɏs�ց¬ë®¨¥϶ը�ǹɰ�ġϛʈ�Ɲ λ�n�g�տŰ˓њ

Ƃhįc�чe���ց̂ϻ�ˢ̂λ¬ë®¨¥϶ը�Ā��ɛcŰɏǥ 

�¹տĲѵ�Ĳµ¥º���ǞεϐǴχhb�n�hϟ���c�ցwn�տ

̂ϻ�ˢ̂ƹӢͰǥ�fl�ӾĪϐԷǓ̫ӯ ˦�g�s�n� ϕϐ�qyց 
_˞͢`ȸƨϘ֒Կ̤Ϙ͞Ƚ�ˢ̂Ͱ (59 ŃĲ)տԛɂϘ͞Ƚ�̉·ÈͰ (26

ŃĲ)տԑȋ֒Կ̤Ϙ͞Ƚ�̉Ǝǻɖͦ (55 ŃĲ)տȝɂϘ͞Ƚ (1 ŃĲ)տǹԡ

 (6 ŃĲ) �ʾԷp�yƯҦ 147 ŃĲ μcyցÜÆ³ëÇæ£ DNA �ҷА

Վǥ 597 ǭǧȥ�ԅų ͔ȘqտÍÔé¿¥ÔËÂÆêî¯ ˀȘqyց�yտ

ŃĲ˖�Ƿcˢ̂Ͱտ̉·ÈͰտ̉Ǝǻɖͦ�ƮԷǓ�ÍÔé¿¥ÔǷ̬ɠտ

ǭǧǷ̬ɠտf��ԷǓԟ�Űƍ Ϯsʵ̯�b� FST Ň ˀȘqyց 
_Ц̏`11 ɡĮ�ǭǧо˄h���տ12 ϻ�ÍÔé¿¥Ôḩŭp�yց

ÍÔé¿¥ÔËÂÆêî¯�ff��Ͱǥo��Űg��ŐƳh���yhտ

ˢ̂Ͱտ̉ ·ÈͰտ̉ Ǝǻɖͦ�ƮԷǓ�Š˻s�ÍÔé¿¥Ô�̧ŭp�yց

ˢ̂Ͱ�̉·ÈͰԷǓ�տÍÔé¿¥ÔíǭǧǷ̬ɠh���Ġ�ԷǓ���

եjտÍÔé¿¥ÔËÂÆêî¯hқԹ�̫ӯ Ϯqyn�g�տ͋ӝϐԛ˾

ԟ��y|�ȔȘqyԷǓ�b�n�hϮǂp�yցô˞տ̉ ƎǻɖͦԷǓ�տ

ÍÔé¿¥ÔíǭǧǷ̬ɠh���҅qjįcn���g�տӥɗʇӮ�ԷǓ

µ¥ºhʳǹqy�ˀͿp��ց̉ƎǻɖͦԷǓg��Ǘ˻�ÍÔé¿¥Ôh

̧ŭp�տFST Ň�˻ʓʈg��ˢ̂Ͱ�̉·ÈͰԷǓ��ӾĪϐ�χ���

чe��yցqgqտȻʣϘ֒Կ̤Ϙ�ôԃ�ŃĲ��տˢ̂Ͱf��̉·È

Ͱ�ŃĲ�ƱrÍÔé¿¥Ô Š˻q�c�n�g�տȥ՞˴ͫ���įՐɠ

�Ű˓hϮǂp�yց�yտȝɂϘ�ǹԡ�ŃĲg��Ǘ˻�ÍÔé¿¥Ô

��ḩŭp�տΨ�ǹԡ�Ġ�Ͱǥg�ǹijӾĪϐ�Űƍq�c�n�

g�տĳ�g�χӎ�ԷǓ ɰʝq�c�ƪњʈhեc�чe��yց 
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̋ծ�fl�£çÒ¢µéë�շԆƅ̏ 

The anesthetic efficacy of alfaxalone in elasmobranch 

 

Ϟԋͻ 1í̕ΑΦǽ 1íɯϙѻĄ 1í̄Լр 1 

Nagisa Yano, Makio Yanagisawa, Hideyuki Toma and Kiyomi Murakumo 

1 ͗ир�ɀӇǓ Okinawa Churashima Foundation 

 

 

ǹǢ̋ծ�ʻΰĴ̨�Ŭо��ǹi�ƜԬhīdw�yvЮ�����Ʀøm�vŬ

о ҐdԱ�ŀȘhκΧ��ӆʯ���n�hb�wշԆ�vn���æ¹¯ ͼȫpu

�Κ�˻ƅ�ʣ͇�b�wqgqvը��Ă�ͳͱշԆhķμp��c�y�v̋ծ

��d�ǹǢκΧ��շԆ�Ț˟hՂɒ�ǔԻ���w 

͗ир�Ͱ͏ˠ՜��v¸ëÖ¨¶ÞЉ�ƦømĴ̨�ÜÀ¾åÝ�ЊьŤռIMսʪû

���ԘՁ Ț˟q�c�hvʪû���ƙάúƆƍ ɼ�n�hŭ̈�cwô˞v£ç

Ò¢µéë�շԆȩŜҊ�b�vƙάúƆƍhƪњ�b�w£çÒ¢µéë�ˢ̂�

� 2013 ɗ�ΩήμͤȧշԆҊ�q�ʦұp�y͋ӝϐ˝qcշԆҊzhvs��ή�� 

Ƶ�˖ϻ�κΧ�fc� IM ʪû���շԆƅ̏hǪƸp��c�wqgqvլ��ôȘ

̇ħù�b���gg��²£çÒ¢µéë� IM ʪû˭�Ƥʄ�ŃĲɋhҠ��y�

ǪƸp��c�w 

ĜǑ�v̋ծ�fl�£çÒ¢µéë�շԆƅ̏ Ⅱұs�y�v̋ծ 3 ϻv¥

¿Á¶Þ  Galeocerdo cuvierv¦·ÎÈÆÑ¨¥  Rhinoptera javanicavÛÀåÆÑ¨¥ 

Aetobatus narinari �Ґcvʻΰ˭�շԆƅ̏ Ⅱұqyw¥¿Á¶Þռ60kg BWս��

1.3mg/kg IMռn=2ս�ȟ˧�ʻΰƪњ���v2mg/kg IMռn=1ս�úƆƍhɼ��yw

ô˞v¦·ÎÈÆÑ¨¥ռ30kg BWս�� 3.3mg/kg IM ��շԆƅ̏hⅡұp��g|y

hv5mg/kg IVռՁѝŤʪûս�ǰ�ұҽЉhǔԻ���̬ȋhⅡұp�v10mg/kg IV �

úƆƍhɼ��yw�yvÛÀåÆÑ¨¥ռˀȘ 80kg BWս�� 5mg/kg IM �ʻΰӜͼh

Ⅱұp�yw 

˝ҡշԆ ķμs��by�vκΧ��ɴՈҷ̗�Ȕŝǥ�Ҡ̪�húƪ̹���w£

çÒ¢µéë� IM ʪûhƪњ�˖ȫ�cշԆҊ�b�vǹǢ̋ծ��ƅ̏ϐ�շԆh

˾ɸ�i�wqgqvµÞ�¨¥��£çÒ¢µéë�ʕƧʈ�ɋhⅡұp�yΚv

ŃĲ˖�ϻ˖ ǯ�qκΧ��ɴՈ�Ȕŝʈ ҷ̗s�ʃҞhb�w 

17 
 

 60 

�

ÃÌ¶ÞѕĞ�ʃҞ�ԉП��ng�̈�g�

�

Ũν̾Οռр�ɀӇǓаƯϣϾ»սv6RS=�6YAAY;�	 ÒéæÀɅЃǹ�v� �

ʠνȚռр�ɀӇǓս�

�

�

ǁċ��͉Ĳ�ѕĞhѕϔ�}�h|�f�vѕĞ�ѕϔ ӭr�ԉП ĹЧp�

�c�wô˞vÃÌ¶Þ �r��s�Ƿj�ѕκ̋ծ�͉Ĳ�ѕĞ�ϖʿϐ�}

�h� ̹jn�g�vѕĞ�ǁċ��χ��˞͢�ԉП�ĹЧ Ƨl�c��чe

���wôѲϐ�ѕκ̋ծ�fl�ѕĞ��ԉП�ĹЧ��ȋȝŤǰ�όӸs�Ш͌

hԊҞ�ői s��чe���iywn�ĥҵ����vШ͌��ԉПhǷjΈlӣ

¡zҏͳhͫ��f�vn�ҏͳg�ȋȝŤͳ�ԉПhΈlӣ�wwq�ѕĞ�ȋȝŤ

ͳ�Έlӣ¡zԉП ծg�ƶƥs�wqgqvԉПŰȋ�Ɔʗ Өdn��Իqpg

�vn�ĥҵ�̧ҫp�yn���g|yw�

� wn�v̂ ϣϾ�vȋȝŤǰg�ѕĞ�ƒŰԌ�ԉПhĹЧƪњgΧεȑ�ңΙg�

̧ҫ Ґ|ywʞ[�vÒéæÀ͗�κʌs�ÃÌ¶Þȶ ) ϻ�ȋȝŤǰ�Ѧʳ˓˞Ϲ

ɨ ʄμs�n��vȋȝŤǰg�ȋȝŤͳ��ԉПĹЧӮɠ�Ҡϼ�� Ґ|yw�

²vȋȝŤǰ�ՕɿԙςŒg�vȋȝŤǰ�ғՃϼ�ҏЏғՃg�ȋȝŤғՃ���ɖ

ǟӔԺ ҦЎqvw���Ň Ѧʳ˓˞Ϲɨ�ģŜqyww�Ц̏v) ϻ��ȋȝŤǰ

�ԉПĹЧӮɠ�˹ǹ��К .-
�;WYV&WS; �ˀȘp�ywn�Ň�λ���ϖŽ�ѕ

Ğ�ԉПʃҞԌ� * ƀ�΄y�cw}��vȋȝŤǰ�ѕĞ�ƒŰԌ�ԉП ĹЧ�i

�cn����vȋȝŤǰĤǶ�ԉП�ĹЧ΅hb�n�hϮǂp�yw�

� ѮƺͶcn��vӶƠ�ϣϾ�ȃȈɹ˾�ÃÌ¶Þ�ȋȝŤͳ�¥ªëʝŰhͰ͏�

Ղɒ�ĭ�c�n�hϮp��f�vÃÌ¶Þ�ȋȝŤͳ�q�Ͱ͏ μc�c�ƪ

њʈhʵˊp��c�wȘ˾ϐ�ȋȝŤͰ͏ ĲǶ�Ͱ͏�Ŝ�˸e�c��s��v

ȋȝŤ�Ʀ�ӣ��yͰ͏hѕĞ��|�ĂҞ�ԉП�ĹЧ΅��|�c�ƪњʈh

b�wn�ĥҵ�vĜɹp���̧ҫhʃҞ�b�w�
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Ȫ̍Հȭ (ӥψǹȑí͏λȑ϶í͏λκΧȑϣϾȜ) 

Histological observation of sexual organs of red stingray (Dasyatis akajei) 

Yasuhisa Kobayashi (Laboratory for Aquatic Biology, Kindai University) 

 

 әգը�л̬͆ɨ�Ƿ̬�, Ɲκϻg�ѕϔ ʴ}ѕκϻ��hȎ

ǜs�. qgqȚբµëÔç�ⅡŀhǔԻ�b�n�hÙÆçËÂ¯���, 

әգը�κ͆�Ԡs�ҰР�κεȑϐϟҠ�ԧ���c�. wn�ʞ[�, 

µëÔçⅡŀhȟ˧�£«¨¥(Dasyatis akajei)  ßÅç�qyκ͆κεȑϐϣ

Ͼ Ґ|�c�. 

 ˹Ŵ�v£«¨¥�ƝɇŤ�b�Ɲї µ¥º͊�ŰlФнȑϐҤ̌

 Ґ|y. w�Ц̏, ңȤqyƝї�Ƿjh, ƧЖúњ�b��чe���ոĲ

(corpus luteum)�b�n� ˦�g�qy (ǖA). wn�‐�, ոĲ�κεȑϐ

ɵƀ ҷ��y��, ʈ¹Äé¥ÇØçßë�b�¨¹Æé²ëλκ�ԊҞ�

Đϻ�ģҼԇП (P450scc, P450arom)�ӾĪȋόγԌ ͿȘqy. w�Ц̏, 

þԇП�ոĲ�Ղɒ�ɮjόγq�cy. p��þԇП�ȥs�ΨχʫĲ Ĵ

ʝq, w�Ȳǜ ҷ�yʢ, P450scc�ոĲƝѦ�Ťŋ�(ǖB), P450arom�ոĲ

�ՒЕѦРї�Ȳǜs�ď ˦�g�qy(ǖC). Ĥø�Ц̏g�£«¨¥�Ɲ

ɇŤ�b�ոĲ�, ȫ�j��¨¹Æé²ë�λŭ�ԊҞ�ɵƀ ʴ}�Ϯǂ

p�y. 
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ªªÞ¸é¶Þ��vɄ�ø��g 
―ҝғɀͮŤɄ�fl�ӻø�κʗ― 

Upstream migration and Biology of Bull shark 
   in the Urauchi River, Iriomotegjima Island 

 
 ○̸ē��ȋ�	 ζδǹȑǹȑԨεɈȑϣϾ϶�տĜԠ�Ÿտšҋ�˯�	 ̉Ęǹȑǹ͎ͰͦϣϾʢ�տ�

ЃƟôʛ�	 ζδǹȑεȑԃ���

Momoko Sakurai (Graduate School of Engineering and Science�University of the Ryukyus)�Itaru 
Imaseki�Susumu Hyodo (Atmosphere and Ocean Research Institute�The University of Tokyo)�

Katsunori Tachihara (Faculty of Science�University of the Ryukyus) 
 

[ϕϐ]� ªªÞ¸é¶Þ Carcharhinus leucas �տÞ¸é¶ÞϕÞ¸é¶Þ϶�ȶs�ը�b�տʝԛ

s�� 3 m Ĥø���ǹǢ�µÞ�b�ց̂ϻ�տǻɖͦտ¥ëÇͦտǹҝͦ�ɑg�Ĕɑ�κ

ʌqտՐл�͛Ʉ�ӲŜs�n�hϟ���c�ցͰǶ��տɄ�ӻøs�ŃĲ�µ¥º�ʝԛ͇Ԯտ

ιǮ��ԠӰʈ�}c�ǪƸhb�hտζδųɀ�͛Ʉ�ӻøs�̂ϻ�ҰР�}c��ϟҠhąqcց

�yտ̂ϻ�տե‐ʻш�b�տ̂ϻhκʌs�ɑտĔɑǥ�͞ȽκʗИ�ԊҞ�Įо ƛ��ց

wn�տ̂ϣϾ��տͮŤɄ�ӻøqyªªÞ¸é¶Þ ʾԷqտŝԛտɗպտʈ ˦�g�s�n

��̂ϻh͛Ʉ�ӻøs�εξ�Ҥ˦ ϕϐ�qyց 
  
[̃˛�˞͢]� 2014 ɗ 3 ˺֒2015 ɗ 10 ˺տ2016 ɗ 6֒8 ˺�͗иϘҝғɀ�˺ 1 ǑտͮŤɄ� 3 տ4
ȘΙ ҩlտ÷ԊźЮ (ϕƯ: Ťŋ 85 mmտǶŋ 350 mm) ���ʾԷ Ґ|yց�yտ2016 ɗ 7տ8
˺��Ԏ����ʾԷ�Ґ�|yցʾԷqyªªÞ¸é¶Þ�տŝԛ ҦͿqտѨɑϋ�Ϊʗg� 3 ͇

Ԯ (¹Äî¸l: ԞƨԃhǬh|�c�cΪʗտ¹Äî¸m: Ԟƨԃ�Ǭh|�c�hϋhͅ|�c�Ϊ

ʗտ¹Äî¸n: Ԟƨԃ�ϋ�ͅ|�c�cΪʗ) �ŰlҨԕqyց�yտў̦գ ˊŭqտў̦գ�ϖ

ɷտԛpտԊԌ ͿȘqyɹտƞp 0.6 mm �҉ȷű℃ Ĵʝտ£æ¶æëèÂÇ S �̒ѵqտӫ˦ɑ

 ɗպ�q�Ҧ˖qyցp��տ̯̂g�ѓ Ʀ�zqտʈ Ҥ̌qyց 
 
[Ц̏�чȤ]� ªªÞ¸é¶Þ�տźЮ��|� 2014 ɗ 3֒9 ˺տ2015 ɗ 6 ˺տ2016 ɗ 6֒8 ˺� 51
ŃĲʾԷp�տԎ���|� 2016 ɗ 7տ8 ˺� 2 ŃĲʾԷp�yցʾԷp�ŷϻ�ŝԛБǕ�տ64.5
֒110.2 cm (ɖǟ 83.1 cmտN=53տFig. 1) �b|yցѨɑϋ�͇Ԯ�տ¹Äî¸l1�43 ŃĲտ¹Äî¸

m1�8 ŃĲտ¹Äî¸n1�2 ŃĲ�b�տ53 ŃĲĀ 51 ŃĲ (96.2%) �Ѩɑϋh���yցў̦գ�տ

ϖɷ 6.49֒11.36 mmտԛp 3.23֒5.40 mmտԊԌ 0.12֒0.57 mg �b|yցў̦գ���ɗպ̗Ș�

Ц̏տɗպБǕ� 0֒3 ͂� (N=46տFig. 2)տ0 ͂h 78.3ջ ƛ��cyցʈҤ̌�Ц̏տϿѓα�

36.7% (N=49) �b�տ͗иɀ͞Ƚ�ʾԷp�yµÞ�Ͽѓα (72.2%, N=36) �͋�տįcŇ�b|

yց�yտ՛κΧ�տըhĂĲ�b|yhտÛë°éîÓǥ�κʌs�Ì³®æ¬¶Ü�ŭγqyց

Ĥø��տªªÞ¸é¶ÞѹպŃĲh͛Ʉ�ӻøs�ϕϐ���}�տʾ ՛�b�ƪњʈhˀȤp�yց 
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ªªÞ¸é¶Þ��vɄ ø�n�h�i��g 
hՙёȚբ�Æåë¹¯æÔÆîÝҤ̌���ɛǭʈÞ«ÉºÝ�ϣϾh 

How do bull sharks inhabit rivers? 
hUnderstanding euryhaline mechanisms using transcriptome analysis in captive sharksh 

sĜԠŸ 1vѹ̍ц 1vɈ̮̲ͦ 2, ƟԵôԂ 2v̸ē��ȋ 3vЃƟôʛ 4všҋ˯ 1 
sItaru Imaseki1, Midori Wakabayashi1, Shigehiro Kuraku2, Yuichiro Hara2, Momoko Sakurai3, 

Katsunori Tachihara4, Susumu Hyodo1 

1̉Ęǹȑǹ͎ͰͦϣϾʢ (Atmosphere and Ocean Research Institute, The University of Tokyo) 
2εƍȑϣϾʢ å¥Òµ¥¨ë¹ʧґǧϔϣϾ»ë¿î (RIKEN Center for Life Science Technologies) 

3ζδǹȑǹȑԨεɈȑϣϾ϶ (Graduate school of Engineering and Science, University of the Ryukyus) 
4ζδǹȑεȑԃ (Faculty of Science, University of the Ryukyus) 

_ϕϐ`Ƿj�әգըhέǭʈ�b�ĀvªªÞ¸é¶Þ (Carcharhinus leucas) �˖ȫ�cɛǭʈ

ϻ�b�wªªÞ¸é¶Þ�͵͏Ā��ĲŤ�ȱП�ǭ եΓɠ�ŀʴqЬl�hv���d�ğФ�

�n��d�Ĳͳ Эʴ�i��g�ú˦�b�ŵϣϾ��v͵͏ιǮ��ĲŤ�Ӷſ���͏ ʼ

ŭs�y��ѡѩhԊҞ�b�n�g�v͵͏ιǮ��ϷҐ�īdѡ̵њ�Ǵƍ ҷ��κεȑϐϣϾ

�ƄevȚԱ�͛Ʉ�ªªÞ¸é¶Þh���d�κεíκʗ ʴ}�g ҷ��y�vÒ¤îçÇϣ

Ͼ�ÿҐq�Ӳ�yw 
_˞͢`͵͏ϷҐȚբ�fc�ɼ��yvªªÞ¸é¶ÞͰ͏с�͵͏с�ѡѩµëÔç μcv‐ý

ģ·î±ëµî(Illumina HiSeq 1500) μc�Æåë¹¯æÔÆîÝҤ̌ ҐcvόγԌhсԟ�˻ʓ

�χ��ӾĪȋ Юпϐ�ƱȘqywόγԌhΨ�ǹijǴƍqyӾĪȋ�Ԡq�ȘԌ PCR ���Ⅱұ

 Ґ|yĠvNaCl ӠӪ�Ԡ��ѦӠӪŰȋ�ϛϕq�vin situ hybridization ���ѡËÒéë��Ȳ

ǜ ҷ�ywԋǶҷ̗�}c��vҝғɀͮŤɄ�͊˺ 1 Ǒv÷ԊźЮ���ʾԷ ҐcvʻΰŃĲ�

ҏͳ�ѡѩ Ƶ�ƮФнµëÔç ɼywԋǶҷ̗�ҰР�v̸ē��όғ�Ϯsw 
_Ц̏`͵ ͏Ā�όγhø˥qyӾĪȋ��vCa2+ÁàËç ԣȞs� EnkurinvNa+-Cl-ŠӠӪĲ(NCC)v
øϒʈ Na+ÁàËç(ENaC)v°ç³î¹ӠӪĲ(GLUT12)vРїԟʿϛǒȋ(NCAM)��hƵ��yw

ô˞�vϧԉ¥ªëӠӪĲ(slc26a1)�Ø¦ԉǭӠӪĲ(slc4a11)���όγ�͵͏Ā�ͼȫqywĤø�

n�g�v͵͏ՙёŃĲ�ѡѩ��vNaCl � Ca2+vЗ���Ŧƶƥ ľӲqvĐĻ¥ªë���Ű͡

 ʩŹs��dѡ̵њhű�˸��n�hϮǂp�yw͵͏ՙёŃĲ��vӺĮȱРЏɹԃ� NCC �ό

γhՕ҅�ե��vӠӪ�ՠƆƂ��� Na+/K+-ATPase �Šόγq�cywp���ԷƯРЏ�� NCC
� ENaC �όγhңȤp���d���vӺĮȱРЏɹԃ�ԷƯРЏ�fl� NaCl ŦƶƥĕӲhªª

Þ¸é¶Þ�ɛǭʈ��|�ԊҞ�b�n�hϮǂp�ywô˞vͮŤɄ�ªªÞ¸é¶Þhʻΰp�

yǞΙ�ιǮ�vĲŤ���įͱӫǛιǮ�b|y���vNaCl Γɠ�ĲŤ�ƱЉb�c�ĲŤ���

եcn�hĎʒp�ywȕŝ�͵͏ιǮ��ôɠ�ʻΰp��g|yn�g�vªªÞ¸é¶Þ�͵͏

ιǮ�Ջʄs�n��ƪњzhvȕŝ�͵͏ǥ ȁ��l���c�чe��ywͮŤɄ�ʻΰp�y

ŃĲ�ѡѩ�fl� NCC �όγԌ�vϷҐȚբ�͵͏ŃĲ�Ͱ͏ŃĲ�Āԟϐ�Ň ϮqvκʌιǮ�

ͱӫǛíǭΓɠιǮ Ƥ˩s����чe��ywyzqŃĲɋhǹijvĠ�ѦӠӪŰȋ�όγ��

˦Ⅱ�ŐƳ�ұ����g|ywĜɹ� NaCl ĤǶ�Űȋ��ϛϕqvªªÞ¸é¶Þ�ɛǭʈ ƪњ�

s�ğФ� ˦�g�q�cjw 
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̋ծ²ÌÝϣϾ�ƆƳֈӾĪȋ���µÞ�qp���

Recent advances of elasmobranch genome analyses:  

what characterizes sharks at the molecular level?�

�

Ɉ̮�̲ͦ�

Shigehiro Kuraku 

εƍȑϣϾʢå¥Òµ¥¨ë¹ʧґǧϔϣϾ»ë¿î�

RIKEN Center for Life Science Technologies 

�

ӾĪȋ�¿ëÏ¯ӎ��ŰȋèÖç�ʐǪ�vŃĲҽŶ�ԷǓ̫ӯ�Ҥ̌g�κεγӄ�

ɰʗɰʝ�Þ«ÉºÝ�Ҥ˦�Ѭ���vγģ�κƼ϶ȑ ˎe�ԊҞ�ǧϔ�b�wә

գը�ŰȋИЩȑϐϟҠ�²ÌÝʐǪ�˗Ŏ�}c�v2012 ɗ�Ԟŏp�ŷϣϾĩ�

fc�w�ɯ˭�Ϊ͟ ˗εqǪƸqyww�ɹv̻Ʌ�ԞȆp��cyÍÈ«±Æå¶

Þ Scyliorhinus canicula �²ÌÝÔé¸§¯ÆhՍʸs�ô˞�v2014 ɗ��¾¦®ë¶Þ

Callorhinchus milii �ŝ²ÌÝԅų�Ҥ̌Ц̏h B. Venkatesh ��°çîÔ��|�şғp

�����Ɔih���yw 

ӒÿųǢ DNA Ҷ�Ʀ�Җоռc���]‐ýģ·î¯¨ëµ ս̂ Ƿ̬�κƼ϶ȑϣϾ

�y��ӵμq�c�ϴ�ϣϾȜ��v2013 ɗ�Æå¶Þ Scyliorhinus torazame �ŝ²ÌÝ

·î¯¨ë¹�ϛʣqvw�ɹv2015 ɗ��ǹԡͰӴ՜�ƗƂ ɼ�¥Ê¶Þ Chiloscyllium 

punctatum �Ôé¸§¯Æ��ϛʣqywÿҐq�v¸ëÖ¨¶Þ Rhincodon typus �}c�

�vГí¨ßæîǹȑ�¸ãî¸£͏ˠ՜��|�şғp�yκÅî¿ Đ‐ŷμs�n

����vŝ²ÌÝԅųʐǪ�˗Ŏ ϴ�ϣϾȜ��Ґ|�c�w̋ծ�²ÌÝµ¥º

ռРїby�� DNA Ԍսhǹicn��ôԃ�ϟ���cyhv�p�w�ɴՈ�vȕʝ

ɠ�եc²ÌÝԅųʐǪhȟ˧��ɼ���c�cdn�hvʞ[�n����ҭ��f

c�˦�g��|�i�c�wc|�d�vÎ¥ª¥ëÒ©ÛÄ¤¯¹ ՠķqyŰȋӲ

ƍȑϐҤ̌��|�v̋ծ�²ÌÝӲƍ�}c�Ƿj�˝y�ϟҠhɼ��}}b�w

γǜv˗Ŏqy²ÌÝԅųæ½î¹�şԞ�Ҥ̌Ц̏�όғ�Ƴl�ΆŎ Ӳ��c�w 

̂όғ��vøҨ�әգըϻ�²ÌÝҤ̌g�Ҡe�iyŰȋèÖç�]µÞ�qp^

�}c�Тĝs�����vÞ¬Û¦¹¶Þ���ɐȫϻ Ƶ�Ġ�әգըϻ�}c�Ű

ȋèÖç�ʐǪ ƥԷíͪμs�y��£¥Å£�vәգը�}c��ϣϾhκƼ϶ȑ

ŝĲ��y�qd�ϟҠ�}c�ȵ˽s�w 
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¥Ê¶ÞіռChiloscyllium punctatumս�όκÔé»¹ 

Embryonic staging of the brownbanded bambooshark (Chiloscyllium punctatum) 

 

զā ͩ 1vŔ̚ ˙Ե 1vǊȴ̾ ̲ 2vҝν ʀ 2vɈ̮ ̲ͦ 1 

1.εϣå¥Òµ¥¨ë¹ʧґǧϔϣϾ»ë¿î (RIKEN Center for Life Science and Technologies) 

2. ǹԡͰӴ՜ (Osaka Aquarium Kaiyukan) 

 

Abstract 

Cartilaginous fishes (Chondrichthyes) have been keystone species to study the vertebrate evolution as they occupy 

an important phylogenetic position, the sister group of bony fishes (tetrapods, coelacanth, lungfish and ray-finned 

fishes). In particular, knowledge about cartilaginous fishes is necessary to define the characteristics of the 

gnathostome clade (jawed vertebrates). In addition, cartilaginous fishes provide us with a unique opportunity for 

molecular biological studies. One of the strong advantages is that cartilaginous fishes have not experienced 

additional whole-genome duplication unique to their lineage, unlike teleosts and paddlefishes, facilitating 

one-to-one gene comparison with tetrapod counterparts. Also, a recent study suggests that human gene regulatory 

sequences are more conserved in the elephant shark (a holocephalan) genome than in teleost genomes. Despite 

such important features of cartilaginous fishes, there have been no promising study system that satisfies all of the 

following conditions critical to molecular developmental biology: the availability of whole-genome sequence 

information, accessibility to embryos, and a precise embryonic staging table. To overcome this limitation, our 

laboratory has chosen the brownbanded bambooshark (Chiloscyllium punctatum). Thanks to aquarium exhibitions, 

its embryos are accessible without sacrificing wild populations. Importantly, its relatively small genome size 

allows higher fidelity of various analyses on the genome scale. To further reinforce molecular studies of 

cartilaginous fishes, this study describes the embryonic development of the brownbanded bambooshark.  We are 

also going to discuss the feasibility of ex ovo culture of embryos. 

 

Ҟˣ�

әգը�Ⅰգը�ȅȄс�q�ԊҞ�ИЩϐĮо ƛ��y�vў̦ƆΧ�Ӳƍ ϣϾs�ø�Ղ

ɒ�ԊҞ�ƆΧ�b�wΨ��әգը�ϣϾ�Քƨռťƨ ԩjў̦ƆΧս�Ψʁ Șтs�ø

�ʃՌ�b�wn��Ƅe�vәգը�ŰȋκΧȑϐϣϾ�fc�vՂɒ�âÉî¯�̵ĩ ûe�

j��wϙգը�ӹcvәգը�w�ИЩάѫ�²ÌÝԊқ ӑnq�c�c�qjvǐюƆΧ�

ӾĪȋ��ôȥô�ȥʄ~lhȟ˧�b�vn��әգը ϣϾ�μc�˹ǹ�ŷΙ���}�b�w

n��ԠӰq�vӥɗ�ϣϾ���vÐÆ²ÌÝŤ�Ȏǜs�ӾĪȋόγ Źɽs� 7A4 ԅųhvϙգ

ը�͋�v��Ӻз�әգը²ÌÝ�ǷjŀȎp��c�n�hϮǂp�ywndqyŷΙ��Ԡ

��²vŰȋόκκΧȑ Ґdø�ԊҞ�vŝ²ÌÝʐǪ�іҭ˛��£¯»¹vf��і�ҰР�ό

κ͇Ԯғ�s��hˁ|�c�ϻhĜ��Ȏǜq�g|ywn�ǆՓ Ҥ͔s�y��vʞ[�ϣϾȜ

��v¥Ê¶Þ (Chiloscyllium punctatum)�  ˝y�ϣϾȥӄ�q�ӽ�vŰȋόκҤ̌�ǧϔ ̫Вs

�ùΆŎ�q�v˭ԟϐҤŒɠ�եc¥Ê¶Þі�όκ͇Ԯ Ҩӧs�n� Ґ|yw�yvcj}g

�ƝǶǦ՚˞͢ ҭ�y��vw�Ц̏�}c��ҿҸqycw�
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ˢ̂Ͱ�Ŵ��ʾԷp�y¥ºÐÞ¨¥ Dasyatis izuensis �£æ£±£«¨

¥ Dasyatis sp. 
First record of the Izu stingray Dasyatis izuensis and the undescribed species  

Dasyatis sp. (Myliobatiformes : Dasyatidae) from the Japan sea. 
 

ěēɁ˲íѿ̂ǇĝíǙȸӉĄíϡ̴ˑЄռùԠɎЃq��ui͏ˠ՜ս 
Takaaki NII, Keisuke OGIMOTO, Takayuki SONOYAMA and Toshiaki ISHIBASHI 

(Shimonoseki Marine Science Museum). 
 

£«¨¥ȶը�տĲϔhƫɰտҀɰտ�qj�ԛcƷ ʴ}Ҁɰ�b�տȰ�ՅΪ�տ

Ԓ́Ϊ�Ȱ̢ �}n����Ψʁ~l��տˢ̂g�� 10 ϻhϟ���c�hտŰɰ

ӎ�ąqjɰʗȑϐ�Ԉĭs�ϻ�Ƿcցш��ȸƨϘˢ̂Ͱ͞Ƚ�ƮǞ�fc�n�

���Ҩԕh�c�ʆ���¥ºÐÞ¨¥ 3 ŃĲf��£æ£±£«¨¥ 2 ŃĲ ʾԷq

y��ǪƸs�ց 
Ʈ̯̂�c²��ȘоЮ��ʾԷp�y���տκիΪʗ�ŧϙˌɴɹտ10%ØçÛæë

�ǗȘqy�¹�Ҧ˖íҦͿ Ґ|yց 
n���d¹ 2015 ɗ 10 ˺�ùԠɎƾăǞŗ�ʾԷp�y 1 ŃĲ (158mmDW, u) f

�� 2016 ɗ 9 ˺�ԛԜɎӭǞŗ�ʾԷp�y 2 ŃĲ (523mmDW, t ; 528mmDW, t) 
�ȰԃѤ̽Āвø�ϒҜhώѵ�b�տƷԛhĲϔɓ� 14.9 ~ 16.3%�b�n���g�

¥ºÐÞ¨¥�ƱȘqyց�yտ2016 ɗ 9 ˺�ԛԜɎӭǞŗ�ʾԷp�y 1 ŃĲ

(383mmDW, t) f��Ʊɗ 10 ˺�ҁɎ÷ҠǞŗ�ʾԷp�y 1 ŃĲ (380mmDW, t) 
�Ї 5 ծȌɹ˞�·hb�տĲϔєՃѐɑԃ� 1 ų�Ȫ̢ (thorn) hb�տȰ̢Ž˞�Ȫ

̢ (enlarged thorn) h�cn���g�տ£æ£±£«¨¥�ƱȘqyց 
¥ºÐÞ¨¥�տʡаƕɀտĨӂƕɀտʔȊϘŞɔͭɎտեϟϘĤɏŷf��˻˦Ͱg

�տ£æ£±£«¨¥�տĒɀΕտǺѼΕտ˻˦ͰտեϟϘİӊΌf��նśɀϘІ͘

g���ǪƸp��c�n�g�, ̂ϣϾ�μcŷ̯с�ˢ̂Ͱg��ŴҨԕ�ŵ˜q

y. 
̂ϣϾ��ҷ̗͏ǥ��տ£«¨¥�Ό̨ȥӄ�p��f�²տǷj�ǫƯƐŶp�

²�ʥ���c�n��Ƅeտɰʗȑϐ�Ԉĭs�ϻ�Ƿcn�g�տn���þϻ�Ʊ

ȶĠϻ�ͷƱp��iyƪњʈhեcցp��v£æ£±£«¨¥�ˢ̂λ�c²��ˡ

ϟϻ��үɯq�c Dasyatis sp. �q� 2009 ɗ�ǪƸp�yϻ�b�n�g�տn��

�ˢ̂ƮǞg�£«¨¥�p��iyҨԕ�ôԃ�Ġ�ϻ Ƶ�ƪњʈ�b�ց 
qyh|�տ̂ȶը�Ύǜϐ�Űɏ�Ҥ˦�y�տĜɹ�ЫЬϐ�ʐǪ�҇ϼhʃҞ

�b�ց 
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ʔϟϘ̉ɔӂ�ɕΏ�����¨¥ϋӕ�ŭγΪ͟ 

The occurrence of traces of the ray at a tidal flat in Higashi Hazu, Aichi Japan 

 

Ǩ͓� ηíե̴� Ŋ՞íưɄ� ȭռ̉ͰǹȑͰͦȑԃսíϡɄ˳ǲռаƯǞδιǮȑϣϾʢս 

Taku Horie1, Kenma Takahashi1, Takashi Yosikawa1 and Satoshi Ishikawa2. 

1. School of Marine Science and Technology, Tokai University 

2. Research Institute for Humanity and Nature 

 

ϕϐֈʔϟϘҝȰɎ̉ɔӂ�b�ɕΏ�տŽɀ� мkÆëÙé ɰʝqտΐɕΫ���

�͏λ̨�ңŘλ̨��|�ԊҞ�Įо ƛ��c�ցӥɗɕΏ��տ¨¥�ϋӕ�ʆ�

��Ђ�hǷ˖ɰʝp��f�տΌ̨шg��£µæ��Ӆ��Ȟ�ɴՈhʜʅp�

�c�ցѫΝӃg�ɕΏ��κʗИ�ŀŝ чe�ø�տǯƄs�ե‐ʻш�ŭγΪ͟

 ˦�g�s�n��ԊҞ�n��b��чe���ց̂ϣϾ��ÆëÙéɕΏ�fl�

κʗИ�ŀŝ чe�ôι�q�տɕΏ�ŭγs�¨¥�ϋӕ�ŭγΪ͟ ˦�g�s�

n� ϕϐ�qyց�fտ̂ϣϾ�аƯǞδ϶ȑϣϾʢ�̉Ƙ£¸£͞Ƚǥ�fl�¨æ

£±¥ÏÑæÄ¤î�Ƴø�ôι�q�Ґ���c�ց 

˞͢ֈ2016 ɗ 5 ˺g� 10 ˺�ˬԟ�ǹΐɕΐ˭տ˺�ôɠɕΏ� 30m ǐ˞�Ɛς  11

ЍʢҩоqտƐςŤ�Ђ��Ҧ˖ ͊˺Ґ|yցҦ˖� 2-3 Ʋ�ͿȘш�Љԟԯ�ϖвΪ�

―iտͿȘшԟ�Ђ��˖ Ҧ˖qyցҦ˖� 1 Ɛςby� 2 ɠҐcտɖǟŇg�Ɛςb

y��Ђ��˖ ͑�yց�yƐςŤ ΛĴΚ�ϖв�―iտϖвġӥ�b�Ђ�  1 Ɛ

ςby�˹ǹ 23 Ń�w�x�ϖɷ�ԛɷ�Ϡɷ ͿȘqտn���ɖǟŇ μcyց�fտ

Ђ��ɰ�˗|y���� ͿȘqyց¨¥�ϻ Ⅱұs�y�տǸԟ�΄ΐ˭�·á

Ìî±æë°���Ύ͏ҷ̗ Ґ|yց 

Ц̏ֈΎ͏ҷ̗��տϢǞ�Ύ�£«¨¥�ŭγ ϕҢ��ⅡұqyցɕΏ�ŭγqy¨

¥�ϋӕ���Ђ��˖� 1 Ɛςby� 2 - 468 �b|yց7 ˺�щъĀ�b|y 2 Ɛς 

ԩj 9 Ɛς�ҷ̗��Ђ��˖� 149 - 468 �b|yց9 ˺� 6 Ɛςҷ̗ Ґ|y�n�Ђ

��˖� 2 - 12 �ͼȫqyhտŽˢ�щъ Ґ|y 10 ˺��տ5 Ɛς� 69 - 384 �ʇΒ�

ø˥qyցЂ��ǹip�БǕ�տ13.5 - 70.5mm �b|yց5 - 6 ˺�gl�Ђ��ϖɷ

�ɖǟ 40mm  Ӓe�f�տ30֑֑̀΄�ŭγα��²g 5ջϹɠ�b|yց7 ˺���

� 30mm ̀΄�ŭγαh 22ջ�ǯǹqտ7 ˺ĤԦ�ɖǟ� 40mm Ĥù��|yց 

чȤֈɕΏƹӢ��Ƿ˖�£«¨¥hκʌqտΨ�щъɹ�Ƿj̈Ӵs��чe��yց

£«¨¥�ʈg�տͪiy£µæ ϖʿʻq�c�ƪњʈ�įjտщъ���͈�Ϧ

ˈqy 2 ̎Ӆ�Ƿ͌տο͈���ǣ‰κΧ�Ծŭտp��ɞӎ�әƍ���ϢǞ��

ǣǜhȟ˧��|yy�Է�|yƪњʈhb��чe��yցΨ� 7 ˺o��ȪǢ�Ђ�

hǯƄs�n�g�տ£«¨¥�ŭλ����cȪǢ�¨¥hǷ˖̈Ӵs�n�hчe�

�տ̂ɕΏ�n���՚ёǫʢ��|�c�ƪњʈhb��чe��yց 

P3 
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Ǝҝǻɖͦ�fl�ä·æ¶ÞʝΡԸ�ǑӴХӖ  

Migration pathways for adult female blue shark, Prionace glauca ,  in the 

western North Pacific Ocean 
ǭɂ� ѱíҋͣ� Ҙ̲íο˚� əɱռ͏λϣϾí˒ё̵̫ ǘԱ͏ϣս 

Ko Shiozaki, Yuki Fujinami, Mikihiko Kai 

National Research Institute of Far Seas Fisheries, Japan Fisheries Research and 

Education Agency 

 
[ϕϐ]� ä·æ¶Þ Prionace glauca �ŝǹͦ�ɑǥg�;ɑǥ��ɛБǕ�Űɏqv

ǶͦʈµÞ�Ā�˹�ӃɠhեcÞ¸é¶Þ϶�µÞ�b�ŵϻ�v�eиΌ̨�ͫ

qЮΌ̨���vΌΰȥӄϻ�qj��k��ͷϽϻ�q�˖ǷjΌΰp��c�ŵ

ϻ�ԊҞ�͏λӋ΅�b�hvƎǻɖͦ�fl�ǑӴ�}c����¡�Űg|�c�cw

̂ϣϾ��vƎҝǻɖͦ�Űɏs�ä·æ¶ÞʝΡԸ�ΜΙ ɯ�vw�ǑӴХӖ ˦

�g�s�n� ϕϐ�qyw 

 
[˞͢]� 2015 ɗ 10 ˺�̂ɅƘ˞Ͱǥռ10-30N, 120-140Eս�fc�vҷ̗ѳĿյā��

�ҷ̗�eи�Όΰqyä·æ¶Þ 14 ŃĲ�ÚÂÔ£ÂÔµÄå¥Æ£î«¥Îç¿°

ռWildlife Computer, MiniPAT-247Aս Җϛq�ːͫqywƮŃĲ�ǑӴХӖ�v£ç

´¹Ғ˨Хξ�ƦɼqyΟɠí͏ ;íͶɠÅî¿g� Wildlife Computer ϯ� GPE3ռGlobal 

Position Estimator Program suite, Wildlife Computers, Redmond, WA, USAս μc�

Ҥ̌qyw 

 
[Ц̏�чȤ ]� Ҥ̌�� 1 ì˺Ĥø�Åî¿hƦɼ�iyԸ 5 ŃĲռȰկŽԛ , 

160.5-222.3cmս�Åî¿ռ80-242 ˢŰս ķμqywn���d¹ 4 ŃĲ�Ѥԃ�яǹ

q�c�n�vӶƠ�ǪƸp��c�̂ϻ�Ը�ʝΡĲԛ���ǹicn�g�ȃȈq�

c��ŵ˜qywn�� 4 ŃĲ�˪Ȑ�gl�˴͏ǥg�vƎ̉˞ƳvŪ͏ǥ�ϷƆqyw

˶�˹ԛ�Åî¿hƦɼ�iyŃĲ�vƎ̉�ϷƆɹvչΐЬͫŽв Ӓe�v˪Ȑ�˖

ˢԟռ3/27-4/4սͷƯǥ�ǜqyww�ɹvːͫǞΙ�ƱЉ�дɠ��Ƙùqyw�yv

n�˾ԟ�ǜ͏Ͷ�ˬǸ ǆ�² 200m Ĥͬռɖǟֈ52.8 mս�b�vŽɹ�˾ԟ��

˦�g�χ��ҐƆ ϮqyŵϣϾ�˦�g��|yʝΡԸ�ǑӴХӖ�ӶƠ�˃ǅp

��c�̂ϻ�Ը�ǑӴßÅç�ХӖ�Ưѭs�n�v̂ϻ�˝κĞhͷƯǥ�Όΰp�

�n�g�vŭλ�ԠӰqyǑӴ�b�ƪњʈhեcw2016 ɗ 10 ˺�Ț˟qyƱ̬�ҷ

̗��vːͫŽ�ӒՇͣҪ˜̵ռ¨³îս μcyȃȈ�ŵŶ ҭ�vѕĞ�ңȤ�ʝƃ

qywĜɹ���ҰР�ʝΡԸ�ǑӴХӖf��ŭλǫ��ԠӰ�}c�ϣϾ ҐdĎȘ

�b�w 
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Ը¥ÆÛ¨¥�κ͆Ǎȗ�όӸ�ʈ¹Äé¥ÇØçßë�ԠĽ 

Development of reproductive organs and changes in sex steroid hormones in the female devilray, 

Mobula japanica. 

ԋͨč 1, Ũν̾Ο 1, ȝ̂ǝ 1, Ϟԋͻ 2, ̄Լр 2, ̊̂θŉ 2, ̊ɂЄɖ 2, İҋǝô 1 

Ryo Nozu, Taketeru Tomita, Kei Miyamoto, Nagisa Yano, Kiyomi Murakumo, Rui Matsumoto, 

Shohei Matsuzaki, Keiichi Sato 
1 ͗ир�ɀӇǓаƯϣϾ»ë¿î (Okinawa Churashima Research Center, Okinawa 

Churashima Foundation) 
2͗ир�Ͱ͏ˠ՜ (Okinawa Churaumi Aquarium) 

 

    Èëä¦Ûë¿ (Manta alfredi) �ýσ˹ǹ�¨¥�ôϻ�b�ŵϻ� IUCN�

Red List �Ɯʇϻ�q�ύԕp��f�ýσϐ�ŀӀȥӄϻ�p��c�wĜɹv̂ϻ

�ŀŝ˟Ќ�q�ՙёùл͆�ԊҞ�ʣ͇�ô}����чe�c�w͗ир�Ͱ͏ˠ

՜�̂ϻ�ՙёùл͆�ýσ�Ǆôʝƃqvл͆ŃĲhՙёù�fc�ʈʝΡs�n�

 Ⅱұq�c�wô˞�vŃĲ˖Ⅱŀ�Իqp�ѭ’ϐ�µëÔæë°h˕Ӻp��c

�y�vʈʝΡíл͆˾íȃȈíŭλЉ�л͆¥ÖëÆ җʤ¹s�κεȑϐϟҠ�ϑ

Λ�b�wĜɹv̂ϻ�ƅαϐ�ՙёùл͆ Țγpu�y���κεȑϐϟҠ�úƪ

̹z�чe���w 

    Èëä¦Ûë¿�ӥзϻ�b�¥ÆÛ¨¥ (Mobula japanica) �͗иӥͰ ǑӴ

q�c��чe��vɠ[͞Ƚ�ȘоЮ�ͷΰp��c�ŵɗ�2˺g�8˺�ʽl

�vԸŃĲzl�ѕĞv̀ ʝΡŃĲvʝΡŃĲf��ȃȈŃĲ�Ҧ14ŃĲhͷΰp��

c�wʞ[�̂ϻg�ɼ���ʐǪhÈëä¦Ûë¿�̹Ȃq�c�л͆κεȑϐʐǪ

�ҙȕ�˻μ�b��чe�c�wwn�̂ϣϾ��v¥ÆÛ¨¥�л͆κε�Ԡs

�ǧϔʐǪ ҇ϼs�n� ϕϐ�qv̂ɗͷΰp�yŃĲ�Ɲɇf��ȋȝ Фнȑ

ϐ�ңȤqvҏĀ�ʈ¹Äé¥ÇØçßëΓɠ ͿȘqyŵόғ��κ͆Ǎȗ�όӸ

�ʈ¹Äé¥ÇØçßëΓɠ��ԠĽ чȤs�w 

P5 
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ա͛�ʾԷqyåÓ«� PCBs � DDE �҇ϼΨʈ�}c�  
Bioaccumulation of PCBs and DDE in the frill shark  

� � � � � Chlamydoselachus anguineus in Suruga BayտJapan 
ԍν� ʹռ̉ͰǹȑԨͰͦսíǨ͓� ηíνĀ� ɳռ̉ͰǹȑͰͦս  

Ryo KanetadտTaku Horiecand Sho Tanakac 
1. The Graduate School of Marine Science and TechnologyտTokai University 

2. School of Marine Science and TechnologyտTokai University 
 

ϕ ϐ :PCBs � DDT �տԛ˾ԟͅτqκΧΓйp���cdʈӎ ʴ¹ŤŰ͡ˍĊΧӎ

�κ͆χɒ ɪiӑnsƪњʈhb��p��c�ց�yտµÞ�ͰͦκʗИ�ե‐

�Įоq�f�տ҇ϼʈ�b�͒̒Χӎ եΓɠ�҇ϼq�c��p��c�ց åÓ«

Chlamydoselachus anguineus �տա͛�ɞźqЮΌ�µ¯å¨ÑΌ���ͷΰp�

�hտn���κʗ�̀zú˦�Ιhb�տPCBs � DDT �Ԡs�ǪƸ���¡��cց

wn�̂ϣϾ��տա͛�ʾԷqŷϻ� PCBs � DDT �͒̒Ϊ͟ ˦�g�qտƱ

ʢ�κʌs�Ġ�ͶͰʈµÞ�҇ϼΪ͟�͋ӝs�n��տ̂ϻ�κʗҤ˦�ôι�

q�҇ϼΨʈ ˦�g�s�n� ϕϐ�s�ց  

˞ ͢ : :ҭ˛�տա͛�ʾԷqyåÓ« C� anguineus �տ͋ӝ�y�ÜÃ¯æ¶Þ

Mitsukurina owstoniտƢ�äé¥¶Þ Dalatias licha  �эѩ�b�ցPCBs � DDT �

ģҼλΧ�b� DDE �Ű̌�ћӎ ˻̵Έȉ�ʹ�dʮŭqտ JIS K 0093 �Άr�ʮ

ŭíЖҚ ҐcտSupelco Қ Supelclean Sulfoxide «åÝ��¹¯êèë���ћӎ�

ŰԺ Ґ|yց  Ű̌��ԽȋʻΰǢ̧ŭǍġi¬¹¯éÛÆ°åÒŰ̌Ҧ (GCg ECD)
 μcyց  

Ц ̏ :åÓ«�ŝԛБǕ�տ 1280 g  1791mm �b|yց  эѩŤ�ћӎƵ˻α�տåÓ

«� 72.9 g  92.2%տÜÃ¯æ¶Þ� 60.1 g  74.4%տäé¥¶Þ� 81.3 g  87.0%�

b|yցåÓ«�ћӎԊԌɯy�� PCBs Γɠ� 0.8 g  2.8µg/gտDDE Γɠ� 0.21 g  
0.36µg/g �b|yցϻԟ�͋ӝ Ґ|yЦ̏տþΓɠ���ΓɠБǕ�Ԋ��h���

yցPCBs � DDE Γɠ�ԠĽ  3 ϻ�͑���̽�ϗԠ Ϯqy (P>0.05)ցåÓ«�э

ѩŤ� PCBs аԌ� 810 g  3800µgտDDE аԌ� 230 g  480µg �b|yցэѩŤ�þ

Χӎ�аԌ�տϻԟ�χ�|�f�տåÓ« >ÜÃ¯æ¶Þ >äé¥¶Þ�Ջ�b|yց

PCBs �χʈĲ�տåÓ«� 28g 41 ʝŰ ̧ŭqտϻԟ�Օ҅�ɋ�����g|yց 

� � � :ӶƠ�ǪƸp��c�Ġ�ͶͰʈµÞ� PCBs f�� DDE Γɠ ͋ӝs��տ

åÓ«�Γɠ�ƱϹɠ�եg|yց̂ϻ�տĂ�Տӓ�ο͈�Ġ�Ⅰգը�ѫŰ

���ȪpcµÞ�ʻs��p��ցPCBs � DDE �κΧΓйs�n�g�տ̂ϻ

�͋ӝϐ�եcǞĮ�b�gտ�qj�ԛƼ�b�ƪњʈhчe���ցэѩŤ�

PCBs � DDE аԌhĠϻ�͋ӝq�եg|y��տåÓ«�ʝΡŃĲhĀʂ�b�n�

g�Ĳµ¥º�ӹc������տ��ԛ˾ԟ҇ϼq�cyy��чe���ց PCBs

� DDT �տw�x�ķμμӬhχ��hƍȑϐΨʈhĭ�c�y�͒̒ǥ�Фʝ͋ Ƥ

˩q҇ϼp��ցn�n�g�åÓ«�Ġ� 2 ϻ�κʌБǕ�տĭӭ|�c�ƪњʈh

b��чe���ց  

P6 
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ա͛ͶͰǥ�fl�ÆÂÔíÔèÅ¿î�ӾĪϐǷ̬ʈ�Ԡs�ϣϾ�

:O;OASM�NSCO?@SAb�YP�NOO=�@OK�AY=�=?ONKAY?@�S;�EB?B4K�5Kb�

�

s͛ʠƉíǚνϙĐíІēɲ՝íե̴ɘʔíҋłřżíҋƟтɫռͰͦϣϾԞό̵̫ս�

s@K@K?B�!KaKAY��ERS;TS�F@BMRSNK��4bKUK�!K@KS��JY@RSWS�FKUKRK@RS��!KA@B;Y?S�9BTSUB?K���

JY@RSRS?Y�9BTSaK?K�	  4@EF86��

�

ΧӰԗ�fc�ՉΙ�Įоs�ƆΧտÆÂÔíÔèÅ¿î�κʗИ�̫ӯ�̵њ�Эʴ�ԊҞ�

ɵƀ ʯ|�c�ցȚԱտÆÂÔíÔèÅ¿î�ЪΉ�ȩŜhκʗИ�Ƿǹ�ɴՈ ûeyn�hϟ

���c�ց¥¨éî¹ÆîëǘЃşǙ�fl�ÆÂÔíÔèÅ¿îտÍ¥¥éªª«Ü�ŦȩŜ�

w�Օ҅�ĸ�b�ցôɠЪΉqyÍ¥¥éªª«Ü ŦȩŜqyn����ѼƆΧ�ĀǢʻƆ

Χ�ŃĲ˖hŹԧp�տw��ƆΧ�Ӷſˉ��|�Βͼq�cy̤̍�κΧǷ̬ʈhǑɾqyց

ͰͦκʗИ�fc��øĮʻш���κʗИ�ŹɽռÆÂÔíÀ¦ëí³ëÆéîçսhҠ��տ

ĸe�͞Ƚǥ�fc�ͰҌ�ǯ͆h��ե‐�ʻƆΧ��|�ԟʿϐ�Źɽp��c�ĸhϟ��

�c�ց��ͶͰ���dz�dg� ͶͰκʗИ�fc��ÆÂÔíÔèÅ¿î�ŃĲ˖�ǯͼ�տ

̘՚͇Ԯ�ùĮ�Įоs�κΧ�ȫ�g�²ɴՈ ûe�n�hĎʒ�i�hտÆÂÔíÔèÅ¿î

 Ʀ�ԩjȚբf��w�ɴՈҬĻh̪��ǔԻ�ͶͰ��տԫǥ�͞Ƚǥ��d�øĮʻш�ù

ĮκΧ��ϗđĴμ ˦Ⅱ�ϮqyǪƸĸ�ϑΛ�b�ց��

ͶͰǥ�fl�ÆÂÔíÔèÅ¿î Ʀ�ɍjιǮ�Ǵ��}}b�ց���lΌ̨ͪƆ�ȥӄͶ

ɠ�ɗ[Ͷp ǯq�f�տΌΰԌg�Ҡ��ͶͰ�øĮʻш�Ӌ΅Ԍ�ͼȫŐƳ�b�ƪњʈh

եcց�yͶͰ�fc��ÆÂÔíÔèÅ¿îŅҙ�b�µÞ�տýσĀ�ŃĲ˖�ͼȫhǪƸp

�տȎЬhƜʑp��c�ϻ�Ƿcռ�G6A èÂÇæ¹Æ��սցƄe�n���ƆΧ�ôѲϐ�ʝΡh

ӳjл͆Ƃ�įcy�տʇΒ�ŃĲ˖ͼȫ�ιǮǴƍ�ќɬ�b�ցĤø��ͶͰǥ�ÆÂÔíÔè

Å¿î�}c�κʗ�Ƿ̬ʈb�c�ќɬʈ�}c�γΪ ʨ˅qտp��κʗИ�fl�̵њ�ɵ

ƀ εҤs�n�hԊҞü}ʇƈ�чe�ցwn�̂ϣϾ��տͶͰǥ�ÆÂÔíÔèÅ¿î�}c

�ӾĪϐԷǓ̫ӯf��ŃĲс�ќɬʈ�� ˦�g�s�n� ϕϐ�qտӾĪϐǷ̬ʈ�Ԡs�

Ҥ̌ Ț˟qyց��

� ȚբÒ¤îçÇ�q�տͶͰɥиΌ̨hȚ˟p��f�͏Ͷ (


W Ĥͬ�Ͱɞġӥg�µÞ Ā

ʂ�qyǷϻ�ǹǢը ͷΰҭ˛�q�Ŝʣq�scա͛ ӽȘqyցҤ̌��ɥиͷΰըϻ�

d¹w�ΌΰԌg�œƛϻ�ˀȘqyµÞ μcyցƮŃĲg� 7A4  ʮŭqÜÆ³ëÇæ£ 7A4

�ҷАՎǥռ6Y;A?YV�DO4SY;ս�ǭǧԅų ͔Șqyցn�� μc�ÍÔé¿¥ÔǷǢҤ̌���

ӾĪϐǷ̬ʈ�}c�ҬĻqyց��

� ̂·ëÚ¸¦Ý��҇ϼq}}b�ǷǢҤ̌Åî¿�}c�˹˝�Ц̏ ǪƸs�����տwn

g�чȤqɼ�ա͛�ͶͰǥ�fl�µÞ�ӾĪϐΨʁտΨ�ˡǪ�Ġϻ�͋ӝqyӾĪϐќɬ

ʈ�տϻf��κʌǞ�ӹc���ӾĪϐԷǓ̫ӯ�}c�Ҹrycց��

�

�

�
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ͶͰøĮʻш�Î¥ªÛ¹ˀȘ�ƳlyÖ¥Æ«Þåҷ̗�̇ħ̧ҧ 

Comparative studies of bait types and light coloration installed on baited camera systems 

for estimating biomass of deep-sea predators. 
sİҋƏփíǚνϙĐքí͛ʠƉքíȪϬ̜ȋօíҋłřżքíҋƟтɫք 

ռփ̉ĘͰͦǹȑíքͰͦϣϾԞό̵̫íօ̉ԁǹȑս 
sTakumi Satoփ, Shinji Tsuchidaք, Masaru Kawatoք, Momoko Koisoօ, Katsunori Fujikuraք, Yoshihiro Fujiwaraք 

ռփTokyo University of Marine Science and Technology, քJAMSTEC, օToho Universityս 

 

� κʗИ�Îåë¹ ŀ}y��vøĮʻшhԊҞ�ɵƀ ʯdn�hϟ���c�hvͶͰ�fc��vʐ

Ǫh˜℃ϐ�b�vw�Ƿ̬ʈ�Î¥ªÛ¹s�ʨ˅p��c�cwͶͰǥ�fc�Î¥ªÛ¹ ˀȘs�ʣ͢

�Ʃjg�чe���iyhvǹǢ�øĮʻш ȥӄ�qyǫƯ��vιǮӆѾ�ȪpcÖ¥Æ«Þå˩Œ�

Ҥ̌ μcy˞͢h˻ƅ�b�ռPriede & Merrett v1996սwŗҐϣϾ��f��¹ÆéÙŘ ķ|yՁ̼ςˌɴ

hμc���c�hvӴͥњƂ�եcøĮʻш�ˌɴ��ɒ�Ř ΙΖqyӰЬƆςˌɴhʃҞ�b�w�y

Widder�(2005)�ӏѵŘ�ŷμ���½³Àå�˩Œ��ŭγ�Ǵƍ ǪƸq�c�hvøĮʻш�}c�

Řѵ�˩Œ��ŭγ�ԠĽ ҷ�yĸ�ȫ�jvÖ¥Æ«Þå μcyÎ¥ªÛ¹ˀȘʣ͢ øĮʻшȥӄ�

μc���Řѵ̇ħ�̧ҧhʃҞ��|yw�y՛�ϻ�}c��ӶƠ�ϣϾ��ͶͰɞ��͖ԦhҠӣ��

cµÎ�ķμhǷjvw�ɴՈ�}c��ƒŰ�̧ҧh�p��c�cwwn�̂ϣϾ��vÖ¥Æ«Þå 

μc�ͶͰøĮʻш�Î¥ªÛ¹ Ӽ̽�ʨ˅s�y��vŘѵ�՛�ϻ�Đ}�̇ħ�}c�̧ҧqyw 
� ա͛�͏Ͷ 200-1000m �fc�v2016 ɗ 6a9 ˺�d¹ 15 ˢԟ��y�vՁȺϘΞͨɎȪɄΌƗʢȶ�Όѳ

]ԛţā  ̂μc�Ö¥Æ«Þåҷ̗ Ț˟qywƦɼqyҦ 37 à¹ÆŰ�ÑÅª˩Œ�d¹vŘѵ̇ħ�͋

ӝ� 12 à¹ÆŰv՛̇ħ�͋ӝ� 18 à¹ÆŰ�˩Œ ķμqywÖ¥Æ«Þå·¹ÄÝռǖփս�«Þåv

Þ¿çÍå¥Çå¥ÆvԽⅢͫƳͫӮҦvCTD �̫ʝp�véîÔ μc�Ͱɞ��ҩоǑƥ Ț˟qywŘ�

}c�� 600nm Ĥù�ͣԛ «ÂÆs�Ò¤ç¿î å¥ÆŽԃ�ҩоs�n��ӏѵŘ�qvÒ¤ç¿î ġ

l�c�� ώѵŘ�qyw՛��ôѲ��jķμp��µÎ�vͶͰɞ��͖ԦhҠӣ���խգ ķμq

͋ӝqyw˩Œ�Í¥Ñ¸ãëռ1080iս��Ҩԕqvϛɞg�å¥ÆͲΖ��� 4 ˭ԟƕϹɠ�˩Œ w�x�

ķμqyw˩ Œg�vŭγqyκΧϻ Ҩԕs�����vw�x��ϻh˹Ŵ�ŭγqy˭ԟռFirst arrival time։

FATս�Ķu�͋ӝqyw 

� å¥Æ�Řѵ ͋ӝqyЦ̏vŭγs�κΧ�Ƿ̬ʈhχ��n�

 Ⅱұqyw͋ ӝϐ̘՚͇Ԯ�եcn�hϟ���«°å¶Þ�¿é

¦¶Þvµ¬Ü¶Þ�c|yǷj�øĮʻш�vӏѵŘķμ˭��

�ŭγqyw 

� ՛�͋ӝ��vŭγs�κΧ�Ƿ̬ʈhχ��n� Ⅱұqywµ

Î ՛�qy�i����¡��à¹Æ�ŭγqyµ¬Ü¶Þ

hvխգķμ˭�� 1 ɠ�ŭγq�g|ywƄe�v՛�µÎ ķ

μs��ƮκΧ�FAT hխգ�͋ӝq�ˤcŐƳ�b�n�h�g

|yw 

� n���Ц̏g�vͶͰøĮʻш�Î¥ªÛ¹ˀȘ�y��Ö¥

Æ«Þåҷ̗ ҐdԱ��vӏѵ�Ř μcv՛��µÎ ķμs�

n�hӼq�c��ЦҸqyw 

 

 

ǖփ. ҷ̗�ķμqyÖ¥Æ«Þå·¹ÄÝ 
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ˢ̂ƹӢ�fl�¬ë®¨¥�ИЩǞε 

Phylogeography of a Japanese common skate Dipturus cf. kwangtungensis around Japan 

 

ˢùӉҘռӥǹԨӡսíƟɢĐԂíƩ΄ǇĝռԛǹԨ͏ιսíøƟĬĐ�

íŞ˿ıǻռ͏λ̵̫ˢ͏ϣսíȸƨ˔ȋí̕ùϖɌռԛǹԨ͏ιս�

Takahiro KUSAKA (Graduate School of Agriculture, Kindai University), Kojirou HARA, Keisuke 

FURUMITSU (Graduate School of Fisheries and Environmental Sciences, Nagasaki University), 

Shinji UEHARA, Yuta YAGI (Japan Sea National Fisheries Research Institute, Japan Fisheries 

Research and Education Agency), Atsuko YAMAGUCHI and Naoki YAGISHITA (Graduate 

School of Fisheries and Environmental Sciences, Nagasaki University) 

�

_ϕϐ`ˢ̂ƹӢ�κʌs�;ɑИ�͞ȽʈⅠգը��տқ˖�Űс�fc�ˢ̂Ͱ

րǻɖͦԟ�˦ϝ�ŰƍqyϻŤ 2 ИЩ �}ϻhǪƸp��f�տn�ӾĪϐŰƍ�Ă

�͐˾�Ű˜�ԠӰġl���c�ցqgqտn���ˢ̂ƹӢ�fl�͞Ƚʈ̋ծ�

ИЩǞεȑϐϣϾ��cցwn�̂ϣϾ��տˢ̂ƹӢ�͏Ͷ 20ր320 m �͞Ƚǥ�ɛj

κʌq�f�տոͰf��̉·ÈͰhĂŰɏǥ�b�¬ë®¨¥ Dipturus cf. kwangtungensis

 ȥӄ�qտӾĪϐԷǓ̫ӯf��ԷǓɰʝӶϹ ʨ˅s�n� ϕϐ�qyց 

_˞͢`ǻɖͦռ̂ɅƎԃǻɖͦȽf��եϟϘստˢ̂Ͱռ˝ΏϘf��ĘԄɟստf�

�̉·ÈͰռĒɀųɀf��πȀсɀսg�ʾԷp�ŷ̯�}c�տÜÆ³ëÇæ£ DNA 

·Æ¯éÝ b ӾĪȋ 931 ǭǧ�ԅų ͔ȘqҤ̌ Ґ|yց 

_Ц̏ ɼ̀��yÍÔé¿¥Ô ǧ�ĴʝqyӥԴЦƯ̲f�� minimum spanning network 

�տˢ̂Ͱf��̉·ÈͰԷǓg���°çîÔ A �ǻɖͦԷǓg���°çîÔ B � 

2 }�°çîÔ�Űg�yցp��տ°çîÔ B �տ̂ɅƎԃǻɖͦȽԷǓ�եϟϘԷǓ

�Űg�yց×£ê¥º FST Ň�տǻɖͦրĠǞǥԷǓԟտf��ǻɖͦԷǓŤ�̂ɅƎ

ԃǻɖͦȽhեϟϘԷǓԟ�˻ʓ�b|yցn���n�g�տ̂ϻ�ǻɖͦԷǓ�ˢ̂

Ͱf��̉·ÈͰԷǓg�ӾĪϐ�Űƍq�f�տp��տǻɖͦԷǓŤ��ӾĪϐ�χ

��cj}g�ȪԷǓ�ȎǜhϮǂp�yց°çîÔ AրB ԟ�Űȹɗģ�К 263ր420 

öɗŽ�ˀȘp�տζδųɀƹӢ�ɛБǕ�ԫǞhɛh|�cyɗģ�ôѭq�f�տ°

çîÔ AրB ԟ�Űȹ�n�ǞεϐŰ˜��|�ɪiӑnp�y�чe���ցÜ¹ÛÂ

ÁŰ̌f��ĀЃʈ�̧Șg�տ°çîÔ A ��К 23ր38 öɗŽ�ԷǓhʳǹqyn�

hϮǂp�yցn�ɗģ�˶˝ýĀ˾�by�տ°çîÔ A �ԟ͐˾�͐ɜhΈl�n�

���Ͱ͏Ճ�ø˥��|�ȥ՞ͰȾhԞiˢ̂Ͱŋ��ϷƆhƪњ��|y˭˾�ԷǓ

 Ǝ�ʇӮ�ʳǹpuy�чe���ց̂ɅƎԃǻɖͦȽhեϟϘԷǓԟ�Űȹɗģ�К 

150ր240 öɗŽ�ˀȘp�տƹӢ�ǞεϐԲǰhȎǜq�g|y°çîÔ B �̉·ÈͰ

�ԯԺp��cy°çîÔ A ��ĤŽ�ԷǓ Ǝ�ʳǹpuտԷǓԟ�ӾĪϐŰƍhκr

y�ˀͿp�yց 

P9 

 

 74 

*9-5��eh:����w A��"��%��� 

What is the ridges on an egg case of ratfish for? 

 

s÷̤ęĝ (̉ĘԄ҆ҝѪͰ͏ˠǙ) 

sRyosuke Mimori (Tokyo Sea Life Park) 

 

®ë¶Þ϶�ȶs�v®ë¶Þ Chimaera phantasma �¹ÚÂÄÂÇåÂÆÒ¤

Â·á Hydrolagus colliei ����vƝ͈�℃ՃĀǽ� 1 ̂�ԭӑвhҠ���wn

��d�̫ӯ�ԭӑвhΛcǫƯ�͋��v��ȫ�c̃˛�ƱЉ�ɮɠ Țγ�i

��чe���hvԭӑв�ɵƀ�w�zl�b�dgwô˞vøҨ 2 ϻ�ʝԛqy

Þ¹��vȰ̑ԃùՃ�ьӎ�ѧ��hb�vw�Āǽ��Ͷp˖ mm ���·Ϊ̫

ӯhҠ���hvn�̫ӯ�̵њ�}c�˷g�yǪƸ�Ҡɯy��cw 

̉ĘԄ҆ҝѪͰ͏ˠǙ�� 1989 ɗ�ԞǙ˭��v¹ÚÂÄÂÇåÂÆÒ¤Â·á 

ՙёq�f�vn����͏̭Ť��ĖȰvλƝvȒƍhⅡұp��c�wΨ�λƝ

�}c�vϓ˾�� 2 ŃĲՙёq�cyÞ¹hw�x� 10 ˢϹɠ�ԟԯ�Ґ|�cy

��v͋ӝϐңȤs�̵ĩhǷg|ywՙё͏̭��ɞϢh�c�b�vÞ¹�λƝ

qyƝ͈ ͊ǑϢ�Ā�ǣ‰puywn�ԱvȰ̑ԃùՃ�b�·�Ɲ͈Āǽ�ԭӑ

в ʷ¡�ǗȘs�ҐƆhҠ��y��v˩Œ���n� Тĝs�w 

 

®ë¶Þ϶�ȶs� 2 ϻ�Ɲ͈ 

 

L1 



 –50– 
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̋ծ·ëÚ¸¦Ý 2016 

 

,5�a��fgaB\��1��

The whole body frame specimen of the shark 

�

O=�;�� � � � � � � � �

YS473i`�� � � � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ���
����
� � � � � � � � �
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���	
������
	�������
���

�C6H142#�&i`�]o��

 

·é·áß¯¶Þ Sphyrna zygaenaտÜÃ¯æ¶Þ Mitsukurina owstoniտ£ª¶Þ

Isurus oxyrinchusտ�fc�ŝӗգ̛̯̂�ĴҚ ҭ�y��Тĝs�ց 

·é·áß¯¶Þ	 ŝԛ )�-
 ð��ՁȺϘΞͨɎ͗�ʻΰp�y�� տÜÃ¯æ¶Þ	 ŝ

ԛ (,�
 ð��ՁȺϘՁȺɎ͏Ɛξ͋͗�ʻΰp�y�� ä³ÍÛf�q�͏ˠ՜��

şԞҤžqyɹv˻ƅͪμ�ʣ͇�q��ŝӗգ̛̯̂ĴҚ ҭ�yց£ª¶Þ	 ŝԛ ..,

ð��ȝǤϘ͎Ģ͝Ɏ͗�Όΰp�y�� Ŝʣqտŝӗգ̛̯̂ĴҚ ҭ�yց�

̯̂ĴҚ�ŭůƌõտÞ¹տҤž�p� ķμqտԩьĴ̨ Ґ|yɹտČΣpu��

��Ҋǀ�ķμq�g|yց�

·é·áß¯¶Þ�ԩьĴ̨� )
(, ɗ , ˺ ) ˢ֒, ˺ *( ˢ�ԟ� )( ˢҞqտ( ˢby

��Ĵ̨˭ԟ�К (֒, ˭ԟ�b|yցČΣտ˗ɰտФ�Ѓ�  )
(, ɗ - ˺ ( ˢ֒(* ˢ�

ҐcտĴ̨ˢ˖� / ˢ�b|yց�

ÜÃ¯æ¶Þ�ԩьĴ̨� )
(, ɗ 0 ˺ )( ˢ֒)* ˢ� * ˢҞqտ( ˢby��Ĵ̨˭ԟ

� ) ˭ԟ֒- ˭ԟ�b|yցČΣտ˗ɰտФ�Ѓ�  0 ˺ )* ˢ֒)0 ˢ�ҐcտĴ̨ˢ˖�

� ˢ�b|yցČΣɹ�ŝԛh (,�
WW g� (*

WW �Ĭйqyց 

£ª¶Þ�ԩьĴ̨� )
(, ɗ * ˺ )) ˢ֒� ˺ , ˢ�ԟ�փւˢҞqտ( ˢby��Ĵ̨

˭ԟ� ( ˭ԟ֒� ˭ԟ�b|yցČΣտ˗ɰտФ�Ѓ�  � ˺ - ˢ֒(. ˢ�ҐcտĴ̨ˢ

˖� , ˢԟ�b|yց�

� µÞ�ϻ���ԩь�Ĵ̨Ի˧ɠտČΣ�̀���hχ��տ�z�zҭĴ�ǥ ŭ

�cց˶��̯̂ĴҚʧґƳø�y���տǷj�ϻ�Țк Ĵ�ycցwq�Ȩ̈�

ØØ¸é¶Þ�ǹǢŃĲ��ŝӗգ̛̯̂�ĴҚ Țγqycց�

L2 
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ΠԋΕ�Όΰp�yËºÜ¶Þ 

A Record of the Salmon shark, Lamna ditropis from Kumano Sea 

 

ե̄ϖĚռ②у͏ˠ՜ս 

Naoto Takamura (Toba Aquarium) 

 

� ËºÜ¶Þ Lamna ditropis �ËºÜ¶ÞϕËºÜ¶Þ϶�ȶs�µÞ�vˢ̂��Ǝ

Ͱӷ͞ȽvԿ̤Ϙg�ĈɅƎȽ�ˢ̂Ͱ͞Ƚvf��Կ̤Ϙg�ϗ̰�ǻɖͦ͞Ƚ�κ

ʌs�wƎͰӷv̉ƎǞ˞��ß¦«¶Þv«Ç¶Þ��ƻ��vеҚǀ���Ɵ˛��

|�c�w 

� 2016 ɗ 3 ˺ 22 ˢ÷ԊϘƘĨƋρҠ͓ɀ͗�ɍiЮ���vŝԛ 248.0cmvÞ¹�Ëº

Ü¶ÞhΌΰp�yŵŃĲg� 4 ŃĲ�Þ¹ѕśhⅡұp�vw�ŝԛ� 110.0cmvĲ

Ԋ� 8.0kg �b|yw 

n���ΠԋΕ�fl�̂ϻ�ϕˋĸ�Όΰĸ��jvĜǑ�ŃĲhǻɖͦŋ��Ƙԧ

Ҩԕ�ʆ���w 

L3 
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£«·áß¯¶Þ�âÉî¯�Տ�ɰ�ʓƺ Īe�¬¥Ç 

Do you know how the Scalloped hammerhead(Sphyrna lewini) use its unique shape of head? 

 

sҝ̄ǹ̲vΔʠɄƚрvԋɀշрռ̉ĘԄ҆ҝѪͰ͏ˠǙս 

sDaiki Nishimura, Hiromi Setogawa, Mami Nojima(Tokyo Sea Life Park) 
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Āեκ�Ț˟qyÞ¬Û¦¹¶Þ�Ҥž 
Anatomy of Megamouth shark, carried out with High school and junior high school 

students 
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Itsuki Kiyatake, Yoshikazu Kitadani, Kazuyuki Momota, Kiyonori Nishida,(Osaka 

Aquarium Kaiyukan), Kazuhiro Nakaya(Hokkaido University) 
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To obtain living mottled skates as a model organism constantly 
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Mitsuru Tomana 

College of Bioresource Sciences, Nihon University 
�

� әգըŚϊРї�ϣϾ�fc��vӥɗʧґϐ�Ճ��ʇӮ�όȵ���ӾĪȋʐǪ�Ԡq�

�ŕȚq�i�c�wô˞ŚϊРї�̵њ�ɵƀv�yРїԟ�ϗđĴμЉ�Ԡq��̀zú˦�

ΙhǷjͅp��c�ww�Ҟǒ�ô}�q�v̵њЉ Ұqjҷ��y���ŚϊФн��Śϊ

Рї ŰƦqǦ՚ Ґdn��ԊҞ���hvәգը�fc��n�Űԋ��ϣϾhb��Ӳȵ

q�c�cn�hʶm���wn���ǁċЉ��Ƿj�n�hŚϊРї�Ǧ՚И ӭq�˦�

g�p��i�c�w�

� ǁċ�Ҡ���vĂ�q�æëÏδhʯdեɠ�ŚϊИ�b�ΰɼŚϊИ�˻Քў̦ƆΧ�f

c�ұ����ww�ʓƺ�vәգը�γȎs�˻Քў̦ƆΧ�fc�˹�w�ϰŗϻ�ӥc�

чe���y�vΰɼŚϊИ�Ӳƍ ˦�g�s�y��Ղɒ�ԊҞ�b�ww�Ā��¬ë®¨

¥ϕ�®ë¶Þϕ�‐c�ƟȆϐ�b��чe���y�vn���ϣϾ�Ӽq�c�w�

� Þ¬Ë«¹ÖռÛ«¹ÖvRaja pulchraս�¬ë®¨¥ϕ�ôϻ�ƎͰӷ Āʂ�μ�q�ͫӭ

q�f�v�yw�ӥͰ�Όΰp��c�y�ȔȘq�Ŝʣhƪњ�ϣϾ̃˛�b�n�hчe�

�ywqgqκĲ�Мǀ̨шռ͏ˠ՜Љ��Мǀq�c�ս�ĺՑ Ьl�c����γΪ��ϸ

�ȫ˖�ŃĲqgŜʣ�i�c�cww�y�Ĝ��n�Ŝʣhȟ˧�ըϻ�ô}�b�Ë³¶Þ

ռHeterodontus japonicusս μc�ϣϾ Ґ|�c�w�fŽǑ�̂·ëÚ¸¦Ý�fc��Ë³

¶Þ μc�Ú¹¿îόғ�

 Ґ|ywռĀ̄ϖĉ�� )
(�� Ë³¶Þώҏδ�Òéîµ¥ÆÞÆæî���Ҥ̌� C)ս�

� ĜǑ�n�ǫ fņ�q�vκĲÞ¬Ë«¹Ö�ȔȘϐ�Ⅱŀ�Ƴl�ϑ̬g��£ÇÎ¥

¹�ʐǪ˃Ĺ fՖcqycw�

ռÞ¥ç£Çè¹�� AYWK;K3L?@�;SRY;�B�KM�T=� �swս�

�

�
 

L6 



 –52– 

第２回日本板鰓類研究会フォーラム 

サメ・エイの世界にようこそ  

 
 共催：日本板鰓類研究会・葛西臨海水族園 
 日時：2016 年 12 月 4 日 10:00〜15:30 
 場所：葛西臨海水族園レクチャー・ルーム 
 

プ   ロ   グ   ラ   ム  

  

１．主催者挨拶  仲谷一宏（日本板鰓類研究会会長）  
２．講演会 
（１）サメ研究の自分史        １０：００〜１０：４０ 
 仲谷一宏（北海道大学名誉教授・日本板鰓類研究会会長） 
（２）サメ研究の最前線：ジョーズの不思議な子育て術  １０：５０〜１１：３０ 
 佐藤圭一（一般財団法人沖縄美ら島財団総合研究センター 動物研究室長） 
（３）水族館とサメ：葛西臨海水族園のサメ飼育の取り組み １１：３０〜１１：５０ 
  小味亮介（葛西臨海水族園飼育展示係） 

———昼休み——— 
３．世代を超えたサメ話      １３：００〜１４：２０ 
（１） サメ・エイの世界へようこそ！ 
 仲谷一宏（北海道大学名誉教授・日本板鰓類研究会会長） 
（２） 世代を超えたサメ話 
 ① 研究発表 
  1 石澤燈太くん  はじめまして。ぼく、シャー吉です。 
  2 藤野陽斗くん  海のハンターサメについて 
  3 岩瀬暖花さん  オオメジロザメの歯の密度くらべ 〜海岸の化石調べ Part Ⅳ〜 
  4 饗場空璃くん  僕と海洋生物 
 ② 世代を超えたサメ・トーク 
   サメ博士：田中 彰（東海大学海洋学部教授） 
   シャーク・ジャーナリスト：沼口麻子（（株）ボア・エージェンシー） 
   岩瀬暖花さん､饗場空璃くん､石澤燈太くん､藤野陽斗くん 
（３） サメ標本に触ってみよう！！    １４：２０〜１４：５０ 
（４） サメ博士への質問タイム    １４：５０〜１５：１０ 
（５） 記念品贈呈・記念撮影     １５：１０〜１５：３０ 
   仲谷一宏日本板鰓類研究会長 
４．閉会       １５：３０ 
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———	 連絡事項	 ——— 
1.	 活動記録 
1) 板鰓類研究会シンポジウムの開催について 
	 2016 年 12 月 3 日（土）に東京都葛西臨海水族園，長崎大学水産学部，岩手大学三陸水
産研究センターとの共催により，「板鰓類シンポジウム 2016in 東京都葛西臨海水族園」を
ホテルシーサイド江戸川と東京都葛西臨海水族園を会場として開催した。22題の口頭発表，
9題のポスター発表，6題のライトニング・トークが行われ，事前登録参加者は 130名であ
った。詳細は原会員からの報告（31ページ）とプログラム及び要旨集（41ページ）を参照
のこと。 
 
2) 第 2回サメ・フォーラムの開催について 
	 2016年 12月 4日に東京都葛西臨海水族園との共催により，3題の講演会および小中学生
の研究発表とトーク・セッションからなる第 2 回サメ・フォーラム「サメ・エイの世界に
ようこそ」を開催した。事前登録参加者は講演会が 97名，小・中学生を対象としたセッシ
ョンが 34名であった。 
 
3)	  板鰓類研究会報第 52号の発行 
	 2017年 12月に総説・報文 7編，イベント・シンポジウム報告 2編，その他 2編を掲載
した板鰓類研究会報第 52号を発行した。 
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2.	 会計報告 
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3.	 事業計画 
1)	 板鰓類研究会報第 53号の発行 
	 2017年 10月に総説・報文 5編，書評 1編，イベント・シンポジウム報告 2編を掲載し
た板鰓類研究会報第 53号を発行予定。 
 
4.	 新役員人事について 
	 板鰓類研究会の役員人事につきましては、日本板鰓類研究会会則にしたがって選考手続

きを進め、今年の 4月 1日より下記の体制となりました。 
 
会	 長	 	 田中	 彰  
副会長	 	 中野	 秀樹  
総務幹事	 中野	 秀樹、北村	 徹  
会計幹事	 堀江	 琢、藤波	 裕樹  
編集幹事	 後藤	 友明、山口	 敦子 
広報幹事	 佐藤	 圭一、兵藤	 晋  
監	 事	 	 石原	 元  
会報編集担当者（編集幹事補佐）	 仙波	 靖子､古満	 啓介 
ＷＥＢ担当者（広報幹事補佐）	 	 平岡	 優子 
 
	 新体制となりましても、これまで通り「板鰓類（軟骨魚類）研究の進歩と知識の普及を

はかること」を目的として、本会を発展させるために努力してまいります。 
	 これまで本会を支えてくれた歴代役員の方々の思いを継承しながらも、新たな試みにも

挑戦していきたいと思いますので、引続き会員の皆様方の御支援を賜りたく宜しく御願い

申し上げます。 
 

役員一同 
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編集後記	 Editorial note 
 
	 今号は，報文として長澤会員から日本産サメ類に寄生するカイアシ類の記載のほか，三

澤会員よりツマグロの日本からの初記録，山口会員よりナンヨウマンタの長崎県からの初

記録，田中会員より駿河湾からのシロシュモクザメ妊娠魚の記録が報告され，板鰓類の分

布や生態に関して多くの新知見が寄せられました。石原会員から近年整理された日本産種

を多く含むMüller & Henle (1838-1841)の板鰓類種命名者変更について詳細にご紹介報告
いただいたほか，サメの国際法について書評を寄せていただきました。近年の板鰓類に関

する動きを知るために役立つ情報になると思います。 
	 また，今号では前年度開催されたシンポジウムと 2回目のサメ・フォーラムについて報
告がありました。東京都葛西臨海水族園からの協力の下，ライトニング・トークや，小中

学生とのトーク・セッションといった新たな取り組みを行い，予想を遙かに上回る多くの

参加者とサメの議論で盛り上がった 2日間となりました。シンポジウムとフォーラムを通
じ，板鰓類が多くの人を引きつける存在であることを再認識しました。フォーラムでは子

供達の板鰓類への熱意や知識の多さにあらためて驚き，今後の板鰓類研究の明るい未来を

あらためて実感しました。 
	 2016年度を持って役員改正が行われ，2007年度から当会の会長を務めて下さった仲谷一
宏北海道大学名誉教授がご勇退されました。仲谷先生には積極的な水族館とのコラボレー

ションや若い世代への啓蒙活動など，板鰓類研究の裾野拡大の先導役として当会の活動を

引率していただきました。今年度より，5代目となる田中 彰新会長に当会の運営が引き継
がれましたが，仲谷前会長のご指導の下進めてきた活動を途絶えさせることなく，板鰓類

研究に関する情報交換や普及・啓蒙活動を活性化させていく所存ですので，これまで以上

に会員の皆様のご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
	 当会では定例のシンポジウムだけでなく，教育機関や水族館での教育・啓蒙活動など，

板鰓類にまつわる各種イベントの企画を広く募集しております。シンポジウムやその他イ

ベントに関するご提案・ご相談は，当会事務局または幹事までお知らせ下さい。 
	 当会では，2007 年度から運用を開始したメーリングリストへの参加を承っております。
板鰓類にまつわる情報交換の場として積極的にご活用下さい。参加希望，配信停止，メー

ルアドレスの変更等についてはWEB幹事（平岡：yhira415@affrc.go.jp）までご連絡下さ
い。そのほか，会報による情報交換も充実させてまいりますので，情報をお持ちの方は当

会編集幹事（後藤 tgoto@iwate-u.ac.jp，仙波 senbamak@affrc.go.jp，古満
furusuke@nagasaki-u.ac.jp）までご連絡下さい。 
	 引き続き会報の配送を希望される方は，お手数ですが，12 月末までに会費を納入願いま
す。  
 

（会報編集幹事 後藤友明・仙波靖子・古満啓介	 記） 


